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は
じ
め
に
一
、
多
元
的
歯
科
医
療
法
制
二
、｢
歯
科
医
師
法｣
の
適
用
と
例
外
規
定
台
湾
歯
科
医
師
令
の
制
定
三
、
例
外
規
定
を
め
ぐ
る
対
立
台
湾
歯
科
医
師
令
の
改
正
お
わ
り
に
は
じ
め
に
本
稿
の
課
題
は
、
日
本
統
治
下
台
湾
の
歯
科
医
療
法
制
の
根
幹
を
規
定
し
た
｢
台
湾
歯
科
医
師
令｣
の
制
定
及
び
改
正
過
程
に
焦
点
を
あ
て
、
歯
科
医
療
政
策
を
め
ぐ
る
台
湾
総
督
府
と
内
閣
法
制
局
と
の
対
立
を
浮
き
彫
り
に
し
、
台
湾
統
治
政
策
の
決
定
過
程
に
お
け
る
法
制
局
の
主
導
性
と
、
そ
れ
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
台
湾
歯
科
医
療
法
制
の
特
殊
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
台
湾
統
治
の
本
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本
統
治
下
台
湾
の
歯
科
医
療
法
制
―
台
湾
歯
科
医
師
令
に
よ
る
｢
歯
科
医
師
法｣
の
適
用
と
例
外
規
定
―
鈴
木
哲
造
質
的
問
題
は
、
檜
山
幸
夫
に
よ
れ
ば
、
統
治
基
盤
を
形
作
る
｢
律
令｣
や
｢
勅
令｣
と
い
う
法
令
制
定
過
程
に
お
け
る
政
策
遂
行
主
体
(
総
督
府)
と
政
策
決
定
主
体
(
中
央
政
府)
の
乖
離
性
に
あ
る
が
(
１)
、
本
稿
は
、
こ
の
問
題
を
補
完
的
に
論
証
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
大
正
五
(
一
九
一
六)
年
に
律
令
第
二
号
を
も
っ
て
公
布
さ
れ
た
｢
台
湾
歯
科
医
師
令｣
は
、
内
地
法
た
る
｢
歯
科
医
師
法｣
の
台
湾
へ
の
適
用
を
骨
子
と
す
る
も
、
台
湾
の
特
殊
事
情
を
踏
ま
え
、
例
外
規
定
を
設
け
て
い
た
。
総
督
府
は
、
例
外
規
定
を
歯
科
医
療
政
策
遂
行
の
た
め
の
手
段
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
法
制
局
は
、
内
地
と
台
湾
間
の
｢
法
制
ノ
統
一｣
と
い
う
方
針
の
も
と
で
、
例
外
規
定
を
極
力
排
除
し
た
か
っ
た
。
こ
こ
に
総
督
府
と
法
制
局
の
対
立
の
原
因
が
あ
っ
た
。
大
正
一
一
(
一
九
二
二)
年
に
律
令
第
一
号
を
も
っ
て
公
布
さ
れ
た
改
正
台
湾
歯
科
医
師
令
は
、
朝
鮮
総
督
府
で
先
行
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
制
度
の
導
入
を
決
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
制
度
も
ま
た
内
地
法
制
に
は
な
い
例
外
規
定
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
法
制
局
は
、
内
地
の
歯
科
医
学
教
育
界
か
ら
の
強
い
要
請
と
、
朝
鮮
に
お
い
て
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
と
い
う
既
成
事
実
か
ら
、
例
外
規
定
を
容
認
し
た
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
経
緯
に
つ
い
て
、
台
湾
歯
科
医
師
令
の
制
定
及
び
改
正
過
程
を
中
軸
と
し
て
具
体
的
に
論
じ
て
い
く
が
、
そ
の
際
、
内
地
・
台
湾
・
朝
鮮
の
歯
科
医
療
法
制
の
比
較
的
な
検
討
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
台
湾
に
導
入
さ
れ
た
医
療
法
制
の
特
殊
性
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
日
本
帝
国
内
に
お
け
る
内
外
地
｢
法
制
ノ
統
一｣
の
実
態
を
垣
間
見
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
日
本
統
治
下
台
湾
に
お
け
る
｢
医
師｣
は
、
特
別
な
意
義
を
内
包
す
る
研
究
対
象
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
医
師
が
台
湾
人
の
社
会
的
リ
ー
ダ
ー
階
層
の
中
核
的
存
在
と
し
て
立
ち
現
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
台
湾
人
の
社
会
的
リ
ー
ダ
ー
階
層
の
研
究
の
な
か
で
最
も
代
表
的
な
論
著
は
、
呉
文
星
『
日
治
時
期
台
湾
的
社
会
領
導
階
層』
で
あ
る
(
２)
。
こ
の
呉
文
星
の
研
究
成
果
を
基
礎
と
し
て
、
内
地
に
留
学
し
た
台
湾
人
医
師
の
動
静
を
分
析
し
た
卞
鳳
奎
の
研
究
(
３)
、｢
専
門
職｣
(p
ro
fessio
n
)
の
視
角
か
ら
専
門
職
化
と
植
民
地
化
の
相
互
作
用
及
び
台
湾
人
医
師
の
集
団
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
を
論
じ
たM
in
g
-ch
en
g
M
.
L
o
の
研
究
(
４)
や
｢
医
師｣
に
関
わ
る
法
令
(｢
台
湾
医
業
規
則｣
、｢
台
湾
医
生
免
許
規
則｣
及
び
｢
台
湾
医
師
令｣)
に
焦
点
を
あ
て
て
、｢
医
師｣
を
作
り
出
す
法
制
度
を
論
じ
た
鈴
木
哲
造
の
86
研
究
(
５)
等
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、
医
師
に
関
わ
る
研
究
成
果
は
豊
富
で
あ
る
。
だ
が
、
管
見
の
限
り
、
本
稿
の
課
題
で
あ
る
日
本
統
治
下
台
湾
の
歯
科
医
療
法
制
に
焦
点
を
あ
て
た
研
究
に
つ
い
て
は
僅
か
に
通
史
的
な
論
述
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
(
６)
。｢
歯
科
医
師｣
は
、
法
令
に
基
づ
き
、
一
定
の
資
格
要
件
を
満
た
し
た
者
に
限
っ
て
免
許
さ
れ
、
歯
科
診
療
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
専
門
職
で
あ
り
、
高
い
社
会
的
地
位
を
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、｢
医
師｣
と
同
様
に
研
究
対
象
と
し
て
取
り
あ
げ
る
価
値
は
大
き
い
。
明
治
三
九
(
一
九
〇
六)
年
に
公
布
さ
れ
た
｢
歯
科
医
師
法｣
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
｢
歯
科
医
師｣
の
身
分
を
確
立
さ
せ
た
画
期
的
な
法
律
で
あ
っ
た
(
７)
。
該
法
が
成
立
す
る
以
前
に
お
い
て
は
｢
歯
科
医
師｣
の
身
分
法
は
な
か
っ
た
。｢
歯
科
医
師｣
は
、
明
治
一
六
(
一
八
八
三)
年
公
布
の
｢
医
師
免
許
規
則
(
８)｣
に
よ
り
、｢
医
師｣
に
認
め
ら
れ
た
診
療
範
囲
の
内
、｢
歯
科｣
診
療
に
限
定
し
て
免
許
さ
れ
、｢
医
師｣
に
包
含
さ
れ
る
か
た
ち
で
存
在
し
た
。
つ
ま
り
、
歯
科
診
療
は
、｢
歯
科
医
師｣
だ
け
が
排
他
的
に
独
占
で
き
た
の
で
は
な
く
、｢
医
師｣
も
ま
た
行
い
得
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
歯
科
医
師
法
第
一
一
条
は
｢
免
許
ヲ
受
ケ
ス
シ
テ
歯
科
医
業
ヲ
為
シ
タ
ル
者｣
は
三
〇
〇
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
と
し
て
、
歯
科
医
師
の
業
権
を
保
障
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
医
師
は
、
歯
科
診
療
か
ら
排
除
さ
れ
た
の
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
大
審
院
第
二
刑
事
部
は
、
明
治
四
〇
(
一
九
〇
七)
年
七
月
四
日
に
｢
歯
科
医
師
法
違
犯
ノ
件｣
の
破
毀
移
送
を
宣
告
し
た
。
こ
の
判
決
は
、｢
歯
科
ノ
地
位
―
普
通
医
師
タ
ル
免
許
ノ
効
力｣
を
判
示
事
項
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
一
、
歯
科
ハ
医
学
上
口
腔
外
科
ノ
一
部
分
ニ
シ
テ
眼
科
耳
鼻
咽
喉
科
ト
同
シ
ク
医
科
ノ
範
囲
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
二
、
歯
科
医
師
ノ
免
許
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ハ
唯
歯
科
医
タ
ル
ニ
止
マ
リ
普
通
ノ
医
業
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
モ
之
ニ
反
シ
テ
普
通
医
師
ノ
免
許
ヲ
有
ス
ル
者
ハ
当
然
歯
科
医
業
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
(
９)
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こ
の
判
決
は
、｢
医
師｣
が
歯
科
医
師
法
第
一
一
条
の
適
用
外
に
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。｢
医
師｣
は
、
医
師
免
許
に
よ
り
一
切
の
診
療
を
行
い
得
る
の
で
あ
り
、
内
科
を
専
門
と
す
る
医
師
が
外
科
的
手
術
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
歯
科
的
診
療
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
無
免
許
医
業
の
罪
を
構
成
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、｢
歯
科
医
師｣
は
、
診
療
範
囲
が
歯
科
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
内
科
や
産
科
の
範
囲
に
属
す
る
診
療
を
行
っ
た
場
合
に
は
無
免
許
医
業
の
刑
事
責
任
を
負
う
の
で
あ
る
。
歯
科
医
師
法
は
、
大
正
五
(
一
九
一
六)
年
に
改
正
さ
れ
た
。
改
正
歯
科
医
師
法
は
、
医
師
に
よ
る
歯
科
専
門
の
標
榜
と
金
属
充
填
等
の
技
術
の
行
為
を
許
可
制
と
す
る
こ
と
で
、
医
師
に
よ
る
歯
科
診
療
を
部
分
的
に
制
限
す
る
も
の
で
あ
っ
た
(
)
。
し
か
し
、
医
師
に
よ
る
歯
科
診
療
を
禁
止
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
医
師
と
歯
科
医
師
と
の
関
係
性
は
、
日
本
統
治
下
台
湾
に
も
法
制
度
と
と
も
に
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
台
湾
の
歯
科
医
療
法
制
を
議
論
す
る
た
め
の
前
提
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
前
提
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
稿
で
は
、
冒
頭
で
示
し
た
研
究
課
題
に
答
え
る
た
め
、
ま
ず
台
湾
歯
科
医
師
令
施
行
前
に
お
け
る
歯
科
医
療
法
制
の
基
盤
と
な
っ
た
｢
台
湾
医
業
規
則｣
の
内
容
と
、
総
督
府
が
台
湾
社
会
で
旧
来
よ
り
歯
科
医
業
に
従
事
し
て
き
た
人
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
た
の
か
に
つ
い
て
論
じ
る
。
次
い
で
、
台
湾
歯
科
医
師
令
の
制
定
及
び
改
正
過
程
に
つ
い
て
、
歯
科
医
師
法
の
適
用
と
例
外
規
定
を
め
ぐ
る
総
督
府
と
法
制
局
と
の
対
立
を
中
心
と
し
て
検
討
し
、
最
後
に
台
湾
で
形
成
さ
れ
た
歯
科
医
療
法
制
が
歯
科
医
療
の
普
及
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
一
、
多
元
的
歯
科
医
療
法
制
明
治
二
九
(
一
八
九
六)
年
四
月
、
台
湾
総
督
府
の
組
織
体
制
が
軍
政
か
ら
民
政
に
移
行
し
た
の
に
伴
い
、｢
自
由
渡
航｣
が
開
か
れ
、｢
内
地
人
ノ
渡
航
ス
ル
者
漸
ク
多
ク
随
テ
医
業
希
望
者
モ
亦
増
加｣
し
た
(
)
。
歯
科
開
業
の
希
望
者
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
同
年
88
五
月
二
二
日
、
台
北
県
知
事
橋
口
文
蔵
よ
り
民
政
局
長
水
野
遵
に
対
し
て
台
北
県
府
前
街
の
酒
井
千
代
松
か
ら
提
出
さ
れ
た
歯
科
開
業
願
が
回
送
さ
れ
た
。
酒
井
は
、
明
治
二
〇
(
一
八
八
七)
年
一
一
月
、
東
京
に
て
開
催
の
歯
科
医
術
開
業
試
験
に
及
第
し
、｢
医
師
免
許
規
則｣
(
明
治
一
六
年
太
政
官
布
告
第
三
五
号)
に
よ
り
歯
科
医
術
開
業
免
状
を
付
与
さ
れ
た
者
で
あ
っ
た
。
総
督
府
は
、
書
類
を
精
査
し
、
五
月
二
三
日
、
台
北
県
に
対
し
、
歯
科
医
術
開
業
免
状
の
所
持
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
｢
不
都
合
無
之
ト
認
メ｣
、
歯
科
開
業
願
を
許
可
す
る
旨
通
知
し
た
(
)
。
こ
の
歯
科
開
業
の
許
可
手
続
き
は
、
歯
科
医
術
開
業
願
の
提
出
に
個
別
的
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ
て
法
令
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
手
続
き
に
法
的
根
拠
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
明
治
二
九
(
一
八
九
六)
年
五
月
二
八
日
に
府
令
第
六
号
を
も
っ
て
制
定
さ
れ
、
同
年
七
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
｢
台
湾
医
業
規
則｣
で
あ
る
(
)
。
台
湾
医
業
規
則
第
一
条
は
、｢
医
師｣
を
定
義
し
、
内
務
大
臣
の
付
与
す
る
｢
医
術
開
業
免
状｣
ま
た
は
民
政
局
長
の
付
与
す
る
｢
医
業
免
許
証｣
を
有
す
る
者
と
し
た
。
医
業
免
許
証
は
、
第
四
条
に
お
い
て
｢
台
湾
及
澎
湖
島
ヲ
限
リ
有
効
ト
ス｣
と
さ
れ
、
免
許
の
効
力
が
台
湾
総
督
府
の
管
轄
内
に
限
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
同
条
但
書
は
、
医
業
免
許
証
を
｢
特
ニ
区
域
ヲ
限
リ
下
付
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ｣
と
し
、
開
業
地
域
の
範
囲
を
限
定
し
て
免
許
す
る
、
い
わ
ゆ
る
｢
限
地
開
業
医｣
を
認
め
た
(
)
。
他
方
、
医
術
開
業
免
状
所
持
者
が
開
業
す
る
場
合
は
｢
開
業
ノ
場
所
ヲ
定
メ
該
免
状
ヲ
添
ヘ
五
日
以
内
ニ
地
方
庁
ニ
届
出
ツ
ヘ
シ｣
(
第
二
条)
と
さ
れ
、
免
状
所
持
者
は
、
地
方
庁
へ
の
届
出
の
み
で
開
業
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
つ
ま
り
、
上
述
の
酒
井
千
代
松
の
よ
う
な
免
状
所
持
者
は
地
方
庁
に
届
け
出
れ
ば
開
業
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
第
一
一
条
に
お
い
て
無
免
許
医
業
者
に
対
す
る
罰
則
(
二
五
日
以
下
の
禁
錮
又
は
二
五
円
以
下
の
罰
金)
、
第
一
二
条
に
お
い
て
医
術
開
業
免
状
所
持
者
の
届
出
義
務
違
反
に
対
す
る
罰
則
(
一
円
九
五
銭
以
下
の
科
料)
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
明
治
三
二
(
一
八
九
九)
年
七
月
に
台
湾
医
業
規
則
が
改
正
さ
れ
、
医
業
免
許
証
の
付
与
者
が
｢
民
政
局
長｣
よ
り
｢
台
湾
総
督｣
に
変
更
さ
れ
た
(
)
。
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こ
の
よ
う
に
、
台
湾
医
業
規
則
に
よ
り
、
台
湾
に
お
い
て
｢
医
師｣
と
し
て
医
業
を
営
む
た
め
に
は
医
術
開
業
免
状
ま
た
は
医
業
免
許
証
を
有
し
て
い
る
必
要
が
あ
っ
た
。
た
だ
、
台
湾
医
業
規
則
は
、｢
医
師｣
の
資
格
を
規
定
す
る
も
、｢
歯
科
医
師｣
の
資
格
を
規
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
総
督
府
は
、｢
歯
科
医
師｣
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、｢
本
島
に
於
て
は
元
歯
科
医
師
の
開
業
す
る
者
比
較
的
少
数
で
あ
つ
た
た
め
、
医
師
と
同
様
に
台
湾
医
業
規
則
に
よ
り
、
歯
科
を
標
示
し
て
之
に
免
許
証
を
下
付｣
し
た
(
)
。
つ
ま
り
、
歯
科
開
業
希
望
者
に
は
｢
歯
科
医
業
免
許
証｣
を
付
与
し
た
の
で
あ
る
。
医
業
免
許
証
の
付
与
要
件
は
、
台
湾
医
業
規
則
に
お
い
て
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
制
度
の
運
用
上
、｢
総
督
ハ
総
督
府
医
学
校
ノ
卒
業
者
及
内
務
大
臣
カ
医
師
免
許
証
ヲ
発
給
ス
ヘ
キ
資
格
ヲ
有
ス
ル
者
ニ
対
シ
テ
ノ
ミ
医
業
免
許
証
ヲ
発
給｣
し
た
(
)
。
内
地
よ
り
渡
台
し
開
業
を
希
望
す
る
者
は
ほ
と
ん
ど
が
医
術
開
業
免
状
の
所
持
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
医
業
免
許
証
の
主
な
交
付
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
台
湾
人
医
師
の
養
成
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
台
湾
総
督
府
医
学
校
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
(
)
。
医
術
開
業
免
状
に
つ
い
て
は
、
こ
の
当
時
、
明
治
一
六
(
一
八
八
三)
年
一
〇
月
太
政
官
布
告
第
一
六
号
｢
医
師
免
許
規
則
(
)｣
及
び
同
年
同
月
太
政
官
布
達
第
三
四
号
｢
医
術
開
業
試
験
規
則
(
)｣
に
依
拠
し
内
務
大
臣
が
付
与
し
た
。
医
師
免
許
規
則
は
、｢
医
師｣
を
定
義
し
て
｢
医
術
開
業
免
状｣
所
持
者
と
し
て
お
り
、
台
湾
医
業
規
則
と
同
様
に
｢
歯
科
医
師｣
を
｢
医
師｣
に
包
括
し
て
規
定
し
た
。
医
術
開
業
試
験
規
則
に
よ
る
試
験
は
、｢
医
術
開
業
試
験｣
と
｢
歯
科
医
術
開
業
試
験｣
が
あ
っ
た
。
医
術
開
業
試
験
規
則
第
六
条
は
、
医
術
開
業
試
験
の
試
験
科
目
を
定
め
、
前
期
試
験
科
目
を
物
理
学
・
化
学
・
解
剖
学
・
生
理
学
と
し
、
後
期
試
験
科
目
を
外
科
学
・
内
科
学
・
薬
物
学
・
眼
科
学
・
産
科
学
・
臨
床
実
験
と
し
た
。
同
規
則
第
七
条
は
、
歯
科
医
術
開
業
試
験
の
試
験
科
目
を
定
め
、
歯
科
解
剖
及
生
理
・
歯
科
病
理
及
治
術
・
歯
科
用
薬
品
・
歯
科
用
器
械
・
実
地
試
験
と
し
た
。
歯
科
医
術
開
業
試
験
の
合
格
者
に
は
｢
歯
科
医
術
開
業
免
状｣
が
内
務
大
臣
よ
り
付
与
さ
れ
た
。
受
験
を
す
る
に
あ
た
り
、
医
術
開
業
試
験
は
前
期
試
験
が
一
年
以
上
、
後
期
試
験
が
さ
ら
に
一
年
以
上
の
修
学
の
経
歴
が
、
歯
科
医
術
開
業
試
験
は
二
年
以
上
の
修
学
の
経
歴
が
求
め
ら
れ
た
の
み
で
、
い
か
な
る
学
校
の
90
卒
業
資
格
も
必
要
な
か
っ
た
。
大
審
院
第
二
刑
事
部
は
、
明
治
四
〇
(
一
九
〇
七)
年
七
月
四
日
に
宣
告
し
た
｢
歯
科
医
師
法
違
犯
ノ
件｣
破
毀
移
送
に
関
す
る
判
決
理
由
の
な
か
で
、
医
術
開
業
試
験
と
歯
科
医
術
開
業
試
験
の
試
験
科
目
の
対
照
に
よ
り
、
医
科
と
歯
科
と
の
関
係
性
を
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。
医
術
開
業
試
験
規
則
第
六
条
第
七
条
ニ
定
ム
ル
歯
科
医
ノ
試
験
科
目
ヲ
其
普
通
医
師
ノ
試
験
科
目
ニ
対
照
ス
ル
ニ
歯
科
解
剖
及
生
理
ハ
解
剖
学
生
理
学
ニ
歯
科
病
理
及
治
術
ハ
内
科
学
外
科
学
ニ
歯
科
用
薬
品
ハ
薬
物
学
ニ
歯
科
用
器
械
ハ
外
科
学
ニ
実
地
試
験
ハ
臨
床
実
験
ニ
包
含
セ
ラ
ル
約
言
ス
レ
ハ
歯
科
医
ノ
試
験
科
目
ハ
普
通
医
師
ノ
試
験
科
目
ノ
一
部
分
ニ
過
キ
サ
ル
ヲ
以
テ
該
規
定
ハ
医
科
全
部
ヲ
学
習
セ
ス
ト
モ
歯
科
ヲ
学
習
シ
タ
ル
者
ニ
ハ
特
ニ
歯
科
医
術
ノ
ミ
ニ
付
キ
開
業
ノ
免
許
ヲ
与
フ
ル
カ
為
メ
ニ
設
ケ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
歯
科
ヲ
以
テ
普
通
ノ
医
学
ト
全
ク
異
ナ
ル
専
門
ノ
学
科
ト
認
メ
タ
ル
モ
ノ
ニ
非
サ
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
ニ
足
ル
(
)
判
決
理
由
に
よ
れ
ば
、
歯
科
医
術
開
業
試
験
の
試
験
科
目
は
、
医
術
開
業
試
験
の
試
験
科
目
中
の
一
部
分
で
あ
り
、
歯
科
開
業
に
限
っ
て
免
許
す
る
た
め
に
用
意
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
歯
科
医
術
開
業
試
験
及
第
の
歯
科
医
師
は
、
診
療
範
囲
が
歯
科
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
医
術
開
業
試
験
及
第
の
医
師
は
、
歯
科
診
療
を
含
む
一
切
の
診
療
を
行
い
得
る
の
で
あ
る
。
医
師
免
許
規
則
及
び
医
術
開
業
試
験
規
則
の
公
布
に
よ
り
、
歯
科
を
含
む
｢
医
師｣
の
免
許
制
度
が
確
立
さ
れ
た
。
だ
が
、
こ
こ
に
従
来
よ
り
入
歯
・
歯
抜
・
接
骨
を
営
ん
で
き
た
者
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
と
い
う
問
題
が
起
こ
っ
た
。
内
務
省
衛
生
局
は
、
明
治
一
七
(
一
八
八
四)
年
一
〇
月
段
階
に
お
い
て
、
医
師
免
許
規
則
及
び
医
術
開
業
試
験
規
則
の
公
布
を
も
っ
て
｢
確
然
医
師
ノ
業
務
御
定
相
成
候
ニ
付
テ
ハ
入
歯
々
抜
口
中
科
ハ
歯
科
接
骨
ハ
外
科
ノ
一
部
即
医
師
ノ
業
務
ニ
付
以
来
此
等
営
業
者
ハ
該
規
則
ニ
依
ラ
シ
メ
当
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然
之
事｣
で
あ
る
と
の
認
識
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
内
務
大
臣
の
監
督
に
属
し
、
公
衆
衛
生
獣
畜
衛
生
に
関
わ
る
諮
詢
機
関
で
あ
っ
た
中
央
衛
生
会
(
)
よ
り
｢
右
ハ
医
学
ノ
進
歩
ニ
従
ヒ
自
ラ
消
滅
ニ
帰
ス
ヘ
キ
筈
ニ
付
地
方
限
取
締
法
ヲ
設
ケ
シ
ム
ル
方
可
然｣
と
い
う
反
対
意
見
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
内
務
省
は
、
従
来
の
入
歯
・
歯
抜
・
接
骨
営
業
者
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の
過
渡
的
な
措
置
を
と
っ
た
(
)
。
明
治
一
八
(
一
八
八
五)
年
三
月
、
内
務
省
は
、
達
甲
第
七
号
を
も
っ
て
、
各
府
県
に
対
し
、
入
歯
・
歯
抜
・
接
骨
等
の
｢
新
規｣
営
業
は
医
術
開
業
免
状
所
持
者
で
な
け
れ
ば
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
従
来
の
入
歯
・
歯
抜
・
接
骨
等
の
営
業
者
に
は
地
方
庁
に
お
い
て
｢
相
当
之
取
締
法｣
の
も
と
で
鑑
札
を
付
与
し
営
業
を
許
可
す
る
よ
う
通
達
し
た
(
)
。
各
府
県
で
は
、
こ
の
通
達
を
受
け
、
入
歯
・
歯
抜
・
接
骨
等
営
業
者
の
取
締
規
則
が
制
定
さ
れ
、
適
宜
、
こ
れ
ら
の
営
業
者
に
鑑
札
が
付
与
さ
れ
て
い
っ
た
。
内
務
省
の
措
置
は
、
医
師
以
外
の
者
に
歯
科
の
業
務
を
認
め
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
結
果
と
し
て
、
歯
科
医
界
よ
り
｢
歯
科
医
と
営
業
者
の
二
階
級
を
生
じ
、
各
地
に
両
者
の
対
抗
が
勃
発
す
る
原
因
を
つ
く
つ
た｣
と
の
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
(
)
。
領
台
初
期
の
台
湾
に
お
い
て
も
同
様
の
問
題
が
生
じ
た
。
発
端
と
な
っ
た
の
は
明
治
三
二
(
一
八
九
九)
年
八
月
台
北
県
令
第
二
二
号
｢
所
轄
弁
務
署
ヘ
願
出
免
許
ヲ
受
ク
ヘ
キ
営
業｣
の
公
布
で
あ
る
。
こ
の
県
令
は
、｢
左
ノ
営
業
ヲ
為
サ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
所
轄
弁
務
署
ヘ
願
出
免
許
ヲ
受
ク
ヘ
シ
違
フ
者
ハ
壱
円
九
拾
五
銭
以
下
ノ
科
料
又
ハ
十
日
以
内
ノ
拘
留
ニ
処
ス｣
と
い
う
内
容
で
、
台
北
県
に
お
い
て
質
屋
、
古
物
商
、
競
売
、
劇
場
及
演
劇
興
行
、
寄
席
及
び
遊
技
場
等
を
営
業
す
る
場
合
に
は
所
轄
弁
務
署
に
出
願
し
て
免
許
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
営
業
免
許
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業
種
の
な
か
に
列
記
さ
れ
た
｢
入
歯
歯
抜
及
接
骨｣
で
あ
っ
た
(
)
。
台
北
県
は
、
県
令
第
二
二
号
を
公
布
す
る
と
と
も
に
、
管
内
の
各
弁
務
署
に
対
し
て
、
入
歯
、
歯
抜
及
び
接
骨
営
業
の
出
願
が
あ
っ
た
場
合
の
取
扱
方
法
と
し
て
、｢
入
歯
々
抜
接
骨
営
業
取
扱
手
続｣
を
通
達
し
た
。
手
続
に
よ
れ
ば
、
第
一
条
に
お
い
て
｢
入
歯
歯
抜
及
接
骨
営
業
願
書
ニ
ハ
師
家
ノ
習
熟
証
並
ニ
履
歴
書
ヲ
添
付
セ
シ
メ
不
都
合
ナ
キ
モ
ノ
ハ
免
許
鑑
札
ヲ
下
附
ス
ヘ
シ｣
と
し
、
第
二
条
92
に
お
い
て
｢
他
府
県
ニ
於
テ
営
業
免
許
ノ
モ
ノ
管
内
ニ
転
籍
寄
留
営
業
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
其
府
県
庁
ノ
証
明
書
ニ
履
歴
書
ヲ
添
ヘ
免
許
鑑
札
ヲ
受
ケ
ム
ヘ
シ｣
と
定
め
た
。
鑑
札
下
付
に
あ
た
っ
て
は
｢
歯
科
、
口
中
科
、
接
骨
科
、
等
医
師
ニ
紛
ハ
シ
キ
標
札
ヲ
掲
ク
ヘ
カ
ラ
ス｣
こ
と
を
命
令
条
件
と
し
た
(
)
。
総
督
府
は
、
県
令
第
二
二
号
の
公
布
と
、
入
歯
、
歯
抜
及
び
接
骨
営
業
出
願
の
際
の
取
扱
手
続
に
関
し
て
、
台
北
県
か
ら
報
告
を
受
け
た
後
、
明
治
三
二
(
一
八
九
九)
年
九
月
二
八
日
、
民
衛
第
六
四
八
号
を
も
っ
て
民
政
長
官
よ
り
台
北
県
知
事
に
宛
て
て
、
入
歯
、
歯
抜
及
び
接
骨
営
業
は
｢
何
レ
モ
医
術
開
業
免
状
若
ハ
医
業
免
許
証
ヲ
有
ス
ル
者
ハ
特
ニ
免
許
ヲ
得
ル
ヲ
要
セ
サ
ル
ハ
勿
論
ノ
次
第
ニ
候
得
共
其
他
ハ
他
府
県
ニ
於
テ
免
許
ヲ
得
タ
ル
者
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
許
可
セ
サ
ル
様
措
置
可
相
成｣
旨
を
通
達
し
た
。
さ
ら
に
、
追
っ
て
書
き
と
し
て
｢
本
島
人
ニ
シ
テ
本
文
営
業
ヲ
為
ス
者
ニ
就
テ
ハ
明
治
二
十
九
年
十
二
月
二
十
一
日
民
総
第
一
四
九
八
号
通
牒
ニ
依
リ
処
理｣
す
る
よ
う
申
し
添
え
て
い
る
。
総
督
府
は
、
台
北
県
と
の
往
復
文
書
の
内
容
は
、
他
府
県
の
知
事
及
び
庁
長
に
も
通
知
し
て
お
り
、
入
歯
、
歯
抜
及
び
接
骨
営
業
の
取
扱
方
法
に
つ
い
て
統
一
的
な
運
用
を
は
か
っ
た
(
)
。
総
督
府
は
、
入
歯
、
歯
抜
及
び
接
骨
営
業
に
つ
い
て
、｢
医
術
開
業
免
状｣
あ
る
い
は
｢
医
業
免
許
証｣
所
持
者
、
及
び
内
務
省
達
甲
第
七
号
の
措
置
に
よ
り
内
地
の
各
府
県
で
付
与
さ
れ
た
免
許
鑑
札
所
持
者
(
)
の
営
業
を
許
可
し
た
。
こ
の
後
、
総
督
府
は
、
民
衛
第
六
四
八
号
の
方
針
を
一
貫
し
て
堅
持
し
、
入
歯
、
歯
抜
営
業
に
つ
い
て
上
述
の
資
格
者
以
外
の
者
に
許
可
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
大
正
三
(
一
九
一
四)
年
三
月
、
嘉
義
庁
長
よ
り
｢
入
歯
歯
抜
営
業
ニ
就
テ
ハ
明
治
三
十
二
年
九
月
民
衛
第
六
四
八
号
通
達
ニ
依
リ
他
府
県
ニ
於
テ
免
許
ヲ
得
タ
ル
者
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
許
可
セ
サ
ル
事
ニ
取
扱
来
候
処
此
ノ
資
格
ナ
キ
者
ニ
シ
テ
多
年
医
師
監
督
ノ
下
ニ
本
業
ニ
従
事
シ
毫
モ
他
ノ
営
業
許
可
者
ニ
劣
ル
事
ナ
シ
ト
認
メ
タ
ル
者
ニ
対
シ
テ
ハ
特
ニ
許
可
シ
差
支
無
之
哉｣
と
の
照
会
に
対
し
、
総
督
府
は
｢
従
前
他
府
県
ニ
於
テ
免
許
ヲ
得
タ
ル
者
ノ
外
ハ
新
規
開
業
ヲ
許
サ
サ
ル
方
針｣
で
あ
る
と
の
回
答
を
行
っ
て
い
る
(
)
。
内
務
省
達
甲
第
七
号
は
、
新
た
な
免
許
制
度
に
適
応
で
き
な
い
従
来
の
入
歯
、
歯
抜
及
び
接
骨
営
業
者
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の
過
渡
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的
な
措
置
で
あ
っ
た
。
台
湾
に
お
い
て
も
、
日
本
の
統
治
以
前
よ
り
入
歯
や
歯
抜
に
従
事
し
て
き
た
人
た
ち
が
い
た
(
)
。
だ
が
、
総
督
府
は
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
に
入
歯
・
歯
抜
の
免
許
鑑
札
を
付
与
す
る
措
置
を
と
ら
ず
、｢
明
治
二
十
九
年
十
二
月
二
十
一
日
民
総
第
一
四
九
八
号
通
牒
ニ
依
リ
処
理｣
し
た
。
民
総
第
一
四
九
八
号
通
牒
は
、｢
従
来
医
業
ヲ
営
ミ
居
リ
候
本
島
人
ニ
シ
テ
台
湾
医
業
規
則
ニ
依
リ
免
許
証
下
付
ヲ
願
出
タ
ル
者
ニ
係
ル
台
南
県
知
事
ノ
進
達｣
に
対
す
る
回
答
内
容
を
各
知
事
及
び
庁
長
に
通
牒
し
た
も
の
で
あ
る
。
台
南
県
は
、
明
治
二
九
(
一
八
九
六)
年
一
二
月
二
日
、
総
督
府
に
方
梓
登
ほ
か
六
名
の
医
業
免
許
証
下
付
願
を
進
達
し
た
。
総
督
府
は
、
こ
の
医
業
免
許
証
下
付
願
に
つ
い
て
、｢
右
ハ
何
レ
モ
台
湾
医
業
規
則
ニ
依
リ
免
許
証
下
付
之
義
ハ
難
及
詮
議
候
得
共
今
日
俄
カ
ニ
従
来
ノ
業
務
ヲ
廃
止
ス
ル
カ
如
キ
ハ
実
際
之
事
情
ニ
適
セ
サ
ル
儀
ニ
モ
有
之
旁
当
分
之
ヲ
不
問
ニ
付
シ
置
ク
ヘ
キ
見
込
ニ
有
之
候
条
土
人
間
ニ
於
テ
従
来
ノ
通
リ
診
療
ス
ル
ハ
差
支
ナ
キ
旨
示
達｣
す
る
よ
う
台
南
県
に
回
答
し
た
(
)
。
民
総
第
一
四
九
八
号
通
牒
は
、
台
湾
人
に
し
て
従
来
か
ら
｢
医
業｣
を
営
ん
で
き
た
者
を
医
業
免
許
証
下
付
の
対
象
と
は
せ
ず
、
｢
実
際
之
事
情｣
を
考
慮
し
て
｢
当
分
之
ヲ
不
問
ニ
付
シ
置
ク｣
と
と
も
に
、
従
来
通
り
診
療
を
行
う
こ
と
を
認
め
た
。
台
湾
人
の
入
歯
、
抜
歯
の
営
業
も
ま
た
こ
の
｢
医
業｣
に
包
括
す
る
こ
と
で
｢
不
問
ニ
付
シ
置｣
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
措
置
の
背
景
に
は
、
｢
土
民
間
ノ
診
療
ハ
多
ク
是
等
医
生
ノ
掌
ル
所
ニ
シ
テ
偶
々
病
院
若
ク
ハ
公
医
ニ
診
療
ヲ
需
ム
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
雖
甚
少
数
ニ
シ
テ
実
際
ノ
事
情
ニ
於
テ
今
俄
カ
ニ
従
来
ノ
業
務
ヲ
禁
止
ス
ル
カ
如
キ
ハ
徒
ニ
人
民
ノ
厭
悪
ヲ
招
ク
ニ
過
キ
ス｣
と
い
う
政
治
的
配
慮
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
従
来
よ
り
医
業
を
営
む
者
、
即
ち
医
生
が
｢
無
免
許
ニ
シ
テ
医
業
ヲ
営
ム
ノ
事
実
ヲ
黙
許｣
し
た
こ
と
に
か
わ
り
な
く
、
総
督
府
は
、
医
生
に
対
し
て
｢
地
方
庁
限
リ
承
諾
証
ヲ
与
ヘ
開
業
ヲ
許
可｣
す
る
方
向
で
検
討
を
重
ね
て
い
く
(
)
。
明
治
三
四
(
一
九
〇
一)
年
七
月
、
総
督
府
は
、
府
令
第
四
七
号
を
も
っ
て
｢
台
湾
医
生
免
許
規
則｣
を
公
布
し
た
(
)
。
該
規
則
公
布
の
目
的
は
｢
医
生
ハ
従
来
医
業
ヲ
営
ム
者
ト
認
メ
サ
ル
ヨ
リ
取
締
上
統
一
ヲ
欠
ク
ノ
嫌
ア
リ
故
ニ
今
之
ヲ
公
許
シ
其
責
任
制
裁
ヲ
明
ニ
ス
ル｣
こ
と
に
あ
っ
た
(
)
。
す
な
わ
ち
、
医
生
が
営
む
医
業
を
｢
医
師｣
と
同
様
に
｢
公
許｣
し
、
義
務
と
罰
則
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
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よ
り
、
医
業
を
な
す
者
を
統
一
的
に
取
り
締
ま
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
台
湾
医
生
免
許
規
則
第
一
条
は
、｢
医
生｣
を
定
義
し
て
、｢
医
生
ト
ハ
此
規
則
ニ
依
リ
地
方
長
官
ノ
免
許
ヲ
得
其
ノ
管
轄
内
ニ
於
テ
医
師
ノ
業
ヲ
為
ス
者｣
と
し
た
。
医
生
免
許
証
の
受
給
資
格
は
、
満
二
〇
歳
以
上
の
｢
本
島
人｣
で
、
か
つ
、｢
此
ノ
規
則
施
行
以
前
本
島
ニ
於
テ
医
生
ノ
業
ヲ
為
シ
タ
ル
者｣
で
あ
り
、
該
免
許
証
受
給
希
望
者
は
、
履
歴
書
を
添
付
し
て
、
地
方
長
官
に
出
願
し
(
第
二
条)
、
地
方
長
官
が
当
該
出
願
者
に
対
し
て
｢
医
師
ノ
業
ヲ
為
ス
ニ
適
当
ト
認
ム
ル｣
場
合
、
免
許
証
が
付
与
さ
れ
た
(
第
三
条)
。
医
生
免
許
証
の
申
請
は
、
明
治
三
四
(
一
九
〇
一)
年
一
二
月
三
一
日
を
期
限
と
し
(
第
一
一
条
(
))
、
以
後
、
総
督
府
は
、
一
部
例
外
を
除
い
て
(
)
、
免
許
証
の
新
規
交
付
を
一
切
行
わ
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
、
医
生
は
｢
医
師
ノ
業
ヲ
為
ス
者｣
と
さ
れ
た
こ
と
で
、
法
制
度
上
、
医
師
と
同
様
の
医
療
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
医
師
と
同
様
の
責
任
を
負
い
、
医
師
と
同
様
の
違
反
行
為
に
対
す
る
制
裁
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
最
終
的
に
地
方
長
官
よ
り
医
生
免
許
証
を
付
与
さ
れ
た
者
は
、
一
九
〇
三
人
で
あ
っ
た
(
)
。
こ
れ
ま
で
台
湾
医
業
規
則
、
入
歯
・
歯
抜
営
業
者
の
取
り
扱
い
方
、
台
湾
医
生
免
許
規
則
と
、
内
地
で
施
行
さ
れ
て
い
た
医
師
免
許
規
則
及
び
医
術
開
業
試
験
規
則
の
内
容
を
確
認
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
医
療
法
制
の
も
と
で
、
台
湾
に
お
い
て
歯
科
診
療
を
行
い
得
た
者
は
、｢
医
師｣
、｢
歯
科
医
師｣
、｢
医
生｣
及
び
歯
科
診
療
の
範
囲
に
属
す
る
入
歯
・
歯
抜
の
行
為
を
免
許
さ
れ
た
入
歯
歯
抜
営
業
者
の
四
者
で
あ
っ
た
。
台
湾
医
業
規
則
は
、｢
医
師｣
を
規
定
す
る
も
、｢
歯
科
医
師｣
を
規
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
総
督
府
が
｢
医
業
免
許
証｣
所
持
者
を
｢
医
師｣
と
し
、
こ
れ
に
｢
歯
科｣
を
標
示
し
て
交
付
し
た
の
は
｢
医
師｣
に
認
め
ら
れ
た
診
療
の
範
囲
を
｢
歯
科｣
に
限
定
す
る
意
味
を
持
っ
た
。
歯
科
の
診
療
範
囲
に
属
す
る
入
歯
・
歯
抜
に
つ
い
て
、｢
医
術
開
業
免
状｣
あ
る
い
は
｢
医
業
免
許
証｣
所
持
者
が
｢
特
ニ
免
許
ヲ
得
ル
ヲ
要
セ
サ
ル
ハ
勿
論
ノ
次
第｣
と
い
う
考
え
方
は
、
医
師
の
歯
科
診
療
を
認
め
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
医
生
は
、｢
医
師｣
で
は
な
い
が
、｢
医
師
ノ
業
ヲ
為
ス｣
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、｢
医
師｣
と
同
様
に
一
切
の
診
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
医
生
免
許
証
を
下
付
さ
れ
た
洪
団
飛
が
領
台
初
期
に
お
け
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る
入
歯
や
歯
抜
と
い
う
歯
科
診
療
に
つ
い
て
｢
医
生
の
免
許
を
持
つ
て
居
る
者
が
勝
手
に
や
つ
て
居
つ
た｣
と
回
顧
し
て
い
る
よ
う
に
(
)
、
医
生
は
歯
科
診
療
も
自
由
に
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
法
律
上
、
内
地
に
お
い
て
｢
医
師｣
に
包
含
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
｢
歯
科
医
師｣
の
身
分
が
確
立
す
る
の
は
、
明
治
三
九
(
一
九
〇
六)
年
の
｢
歯
科
医
師
法｣
施
行
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
本
統
治
下
台
湾
に
お
け
る
｢
歯
科
医
師｣
の
身
分
の
確
立
は
、
そ
れ
か
ら
一
二
年
後
と
な
る
大
正
七
(
一
九
一
八)
年
の
｢
台
湾
歯
科
医
師
令｣
の
施
行
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
二
、｢
歯
科
医
師
法｣
の
適
用
と
例
外
台
湾
歯
科
医
師
令
の
制
定
大
正
五
(
一
九
一
六)
年
一
月
一
三
日
、
律
令
第
二
号
を
も
っ
て
｢
台
湾
歯
科
医
師
令｣
が
公
布
さ
れ
た
(
)
。
台
湾
歯
科
医
師
令
は
、
同
日
に
公
布
さ
れ
た
律
令
第
一
号
｢
台
湾
医
師
令
(
)｣
と
一
対
と
な
り
、
台
湾
の
医
療
法
制
の
基
盤
を
形
作
る
も
の
と
な
っ
た
。
台
湾
歯
科
医
師
令
案
は
、
台
湾
医
師
令
案
と
と
も
に
起
案
さ
れ
、
制
定
・
公
布
に
い
た
る
ま
で
、
実
に
一
年
八
ヶ
月
の
時
間
を
要
し
た
。
大
正
三
(
一
九
一
四)
年
五
月
、
総
督
府
警
察
本
署
衛
生
課
に
て
策
定
さ
れ
た
二
つ
の
律
令
原
案
は
、
台
湾
中
央
衛
生
会
及
び
律
令
審
議
会
の
審
議
並
び
に
修
正
を
経
て
、
大
正
四
(
一
九
一
五)
年
二
月
に
総
督
府
案
と
し
て
内
務
大
臣
に
送
ら
れ
た
。
律
令
案
は
、
総
督
府
と
内
務
省
と
の
間
に
お
け
る
折
衝
を
経
て
、
同
年
六
月
、
内
務
大
臣
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
に
進
達
さ
れ
、
内
閣
法
制
局
の
審
査
及
び
修
正
、
並
び
に
法
制
局
修
正
案
の
律
令
審
議
会
で
の
審
議
を
受
け
て
、
同
年
一
二
月
、
閣
議
決
定
さ
れ
、
裁
可
を
得
て
、
翌
(
一
九
一
六)
年
一
月
に
公
布
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
(
)
。
台
湾
歯
科
医
師
令
と
台
湾
医
師
令
が
施
行
さ
れ
た
の
は
、
大
正
七
(
一
九
一
八)
年
八
月
一
日
の
こ
と
で
あ
り
(
)
、
こ
れ
に
伴
っ
て
、
台
湾
医
業
規
則
は
廃
止
さ
れ
た
(
)
。
台
湾
歯
科
医
師
令
制
定
の
理
由
は
、
衛
生
課
の
作
成
し
た
律
令
原
案
に
付
さ
れ
た
｢
理
由｣
に
よ
れ
ば
、｢
従
来
歯
科
医
師
ニ
関
シ
96
テ
ハ
全
科
医
ト
同
シ
ク
台
湾
医
業
規
則
ノ
下
ニ
立
タ
シ
メ
来
リ
タ
ル
モ
時
勢
ノ
進
運
ニ
鑑
ミ
内
地
法
ニ
倣
ヒ
之
カ
制
定
ノ
必
要
ヲ
認
ム
ル
ニ
由
ル｣
こ
と
に
あ
っ
た
(
)
。
こ
の
｢
旧
法｣
(
台
湾
医
業
規
則)
と
｢
新
法｣
(
医
師
令)
に
つ
い
て
、
本
山
文
平
衛
生
課
長
は
、
大
正
五
(
一
九
一
六)
年
一
月
一
〇
日
付
の
『
台
湾
日
日
新
報』
に
て
｢
旧
法
は
普
通
の
医
師
及
び
歯
科
医
師
の
別
を
設
け
ず
一
令
の
下
に
規
定
せ
ら
れ
居
り
た
る
も
新
法
に
於
て
は
各
々
別
個
に
制
定
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
之
等
新
法
の
内
容
は
殆
ん
ど
内
地
に
於
け
る
同
法
と
異
な
る
所
な
く
唯
僅
か
に
其
の
本
島
に
適
せ
ざ
る
条
項
は
之
を
省
略
し
代
ふ
る
に
特
殊
の
必
要
あ
る
条
項
を
以
て
せ
ら
れ
た
る
に
過
ぎ
ず｣
と
述
べ
て
い
る
(
)
。
本
山
衛
生
課
長
に
よ
れ
ば
、
台
湾
歯
科
医
師
令
制
定
の
目
的
は
、
こ
れ
ま
で
｢
医
師｣
と
｢
歯
科
医
師｣
を
台
湾
医
業
規
則
と
い
う
同
一
の
法
令
に
依
拠
し
て
管
理
し
て
き
た
が
、｢
内
地
法｣
即
ち
｢
医
師
法｣
と
｢
歯
科
医
師
法｣
に
倣
っ
て
、｢
医
師｣
と
｢
歯
科
医
師｣
を
別
個
の
法
令
に
て
規
定
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
台
湾
歯
科
医
師
令
は
第
一
条
か
ら
第
四
条
ま
で
と
附
則
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
(
)
。
台
湾
歯
科
医
師
令
第
一
条
歯
科
医
師
ニ
関
シ
テ
ハ
歯
科
医
師
法
第
一
条
、
第
一
〇
条
第
四
項
但
書
、
第
一
二
条
及
第
一
三
条
ノ
規
定
ヲ
除
ク
ノ
外
同
法
ニ
依
ル
但
シ
同
法
中
内
務
大
臣
ト
ア
ル
ハ
台
湾
総
督
、
内
務
省
ト
ア
ル
ハ
台
湾
総
督
府
ト
ス
第
二
条
歯
科
医
師
タ
ラ
ム
ト
ス
ル
者
ハ
左
ノ
資
格
ヲ
有
シ
台
湾
総
督
ノ
免
許
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
一
歯
科
医
師
法
第
一
条
第
一
号
ニ
該
当
ス
ル
者
二
台
湾
総
督
ノ
指
定
ス
ル
歯
科
医
師
試
験
ニ
合
格
シ
タ
ル
者
三
外
国
歯
科
医
学
校
ヲ
卒
業
シ
又
ハ
外
国
ニ
於
テ
歯
科
医
師
免
許
ヲ
得
タ
ル
帝
国
臣
民
ニ
シ
テ
台
湾
総
督
ノ
定
ム
ル
所
ニ
該
当
ス
ル
者
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内
務
大
臣
ノ
歯
科
医
師
免
許
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ハ
前
項
ノ
規
定
ニ
拘
ラ
ス
歯
科
医
師
タ
ル
コ
ト
ヲ
得
第
三
条
台
湾
総
督
ハ
身
体
又
ハ
精
神
ニ
異
状
ア
リ
テ
歯
科
医
業
ヲ
為
ス
ニ
堪
ヘ
ス
ト
認
ム
ル
者
ニ
対
シ
テ
ハ
歯
科
医
師
免
許
ヲ
与
ヘ
ス
又
ハ
其
ノ
免
許
ノ
取
消
若
ハ
歯
科
医
業
ノ
停
止
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
ア
ル
ヘ
シ
第
四
条
第
二
条
第
二
項
ノ
規
定
ニ
依
リ
歯
科
医
師
タ
ル
者
歯
科
医
師
法
第
二
条
第
一
号
又
ハ
第
三
号
ニ
該
当
ス
ル
ト
キ
ハ
台
湾
総
督
ハ
其
ノ
歯
科
医
業
ヲ
停
止
ス
ヘ
シ
附
則
本
令
施
行
ノ
期
日
ハ
台
湾
総
督
之
ヲ
定
ム
本
令
施
行
前
台
湾
医
業
規
則
ニ
依
リ
免
許
ヲ
受
ケ
歯
科
医
業
ヲ
為
シ
タ
ル
者
台
湾
総
督
ノ
指
定
ス
ル
期
間
内
ニ
届
出
テ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
免
許
ハ
本
令
ニ
依
リ
受
ケ
タ
ル
免
許
ト
看
做
ス
但
シ
土
地
及
期
間
ノ
制
限
ニ
付
テ
ハ
仍
従
前
ノ
例
ニ
依
ル
台
湾
総
督
ハ
土
地
ノ
状
況
ニ
依
リ
第
二
条
ノ
資
格
ヲ
有
セ
サ
ル
者
ニ
対
シ
当
分
ノ
内
開
業
ノ
地
域
及
期
間
ヲ
限
リ
歯
科
医
師
ヲ
免
許
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
台
湾
歯
科
医
師
令
第
一
条
は
、
歯
科
医
師
法
の
台
湾
へ
の
適
用
規
定
で
あ
る
。
同
令
第
一
条
に
よ
り
、
歯
科
医
師
法
は
、
同
法
第
一
条
、
第
一
〇
条
第
四
項
但
書
、
第
一
二
条
及
び
第
一
三
条
を
除
外
し
て
、
条
文
中
の
｢
内
務
大
臣｣
を
｢
台
湾
総
督｣
に
、｢
内
務
省｣
を
｢
台
湾
総
督
府｣
に
変
更
し
た
上
で
、
台
湾
に
適
用
さ
れ
た
。
台
湾
歯
科
医
師
令
第
二
条
、
第
三
条
(
)
、
第
四
条
(
)
及
び
附
則
は
、
本
山
衛
生
課
長
の
い
う
｢
特
殊
の
必
要
あ
る
条
項｣
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
三
九
(
一
九
〇
六)
年
五
月
に
法
律
第
四
八
号
を
も
っ
て
制
定
さ
れ
た
｢
歯
科
医
師
法
(
)｣
と
、
同
月
法
律
第
四
七
号
を
も
っ
て
制
定
さ
れ
た
｢
医
師
法
(
)｣
は
、
と
も
に
同
年
一
〇
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
両
法
は
、
従
来
の
医
師
、
歯
科
医
師
の
身
分
と
業
務
に
98
関
す
る
規
制
を
集
大
成
す
る
と
と
も
に
、｢
医
科
の
一
部
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
歯
科
を
完
全
に
独
立
せ
し
め｣
た
画
期
的
法
律
で
あ
り
、
昭
和
一
七
(
一
九
四
二)
年
の
国
民
医
療
法
の
制
定
に
よ
り
吸
収
合
併
さ
れ
る
ま
で
、
近
代
日
本
の
医
療
法
制
の
根
本
を
定
め
た
法
律
で
あ
っ
た
(
)
。
そ
の
後
、
歯
科
医
師
法
は
、
明
治
四
二
(
一
九
〇
九)
年
七
月
と
大
正
五
(
一
九
一
六)
年
九
月
に
そ
れ
ぞ
れ
改
正
さ
れ
て
い
る
が
(
)
、
後
者
の
改
正
は
｢
従
来
明
確
を
欠
い
て
い
た
医
業
と
歯
科
医
業
の
範
囲
の
区
分
に
つ
い
て
の
取
扱
い
を
一
歩
前
進
さ
せ
た
(
)｣
点
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。
大
正
五
(
一
九
一
六)
年
の
歯
科
医
師
法
の
改
正
に
よ
り
、
無
免
許
歯
科
医
業
者
等
に
対
す
る
罰
則
(
三
〇
〇
円
以
下
の
罰
金)
を
定
め
た
第
一
一
条
の
第
二
項
に
｢
医
師
ニ
シ
テ
特
ニ
内
務
大
臣
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
ス
シ
テ
歯
科
専
門
ヲ
標
榜
シ
又
ハ
歯
科
医
業
中
金
属
充
填
、

嵌
、
義
歯
、
歯
冠
継
続
及
架
工
、
歯
列
矯
正
並
口
蓋
補
綴
ノ
技
術
ニ
属
ス
ル
行
為
ヲ
為
シ
タ
ル
者
亦
前
項
ニ
同
シ｣
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
附
則
に
お
い
て
、
大
正
五
年
九
月
九
日
の
改
正
歯
科
医
師
法
公
布
前
｢
一
年
以
上
歯
科
専
門
ヲ
標
榜
シ
引
続
キ
歯
科
医
業
ヲ
為
ス
医
師
ニ
対
シ
テ
ハ
第
一
一
条
第
二
項
ノ
規
定
ヲ
適
用
セ
ス｣
と
の
適
用
除
外
規
定
が
置
か
れ
た
(
)
。
こ
の
改
正
歯
科
医
師
法
公
布
に
あ
わ
せ
て
、
内
務
省
は
、
同
法
第
一
一
条
第
二
項
の
運
用
規
程
を
制
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
内
務
省
令
第
一
一
号
｢
医
師
ノ
歯
科
専
門
標
榜
其
ノ
他
許
可
ニ
関
ス
ル
件｣
で
あ
る
(
)
。
同
令
第
一
条
は
、
医
師
で
歯
科
専
門
標
榜
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
修
業
履
歴
を
添
え
て
地
方
長
官
を
経
由
し
て
内
務
大
臣
に
申
請
す
る
こ
と
を
定
め
、
同
条
第
二
項
で
｢
前
項
ノ
申
請
書
ニ
ハ
歯
科
学
ノ
課
程
ヲ
設
ク
ル
学
校
等
ノ
首
長
ノ
作
製
シ
タ
ル
専
ラ
歯
科
ヲ
修
業
シ
且
相
当
ノ
技
能
ヲ
有
ス
ル
旨
ノ
証
明
書
ヲ
添
付
ス
ル｣
こ
と
を
求
め
た
。
第
二
条
は
、
医
師
で
歯
科
医
業
中
金
属
充
填
、

嵌
、
義
歯
、
歯
冠
継
続
及
架
工
、
歯
列
矯
正
並
口
蓋
補
綴
の
技
術
に
属
す
る
行
為
を
行
う
た
め
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
も
ま
た
第
一
条
の
取
扱
手
続
き
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
改
正
歯
科
医
師
法
と
関
連
法
令
は
、
こ
れ
ま
で
無
条
件
に
行
わ
れ
て
き
た
医
師
の
歯
科
専
門
の
標
榜
と
、
医
師
に
よ
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歯
科
医
業
中
の
｢
金
属
充
填
、

嵌
、
義
歯
、
歯
冠
継
続
及
架
工
、
歯
列
矯
正
並
口
蓋
補
綴
ノ
技
術｣
の
行
使
に
つ
い
て
、｢
医
師
の
免
許
の
範
囲
よ
り
是
等
を
除
外
し
て
、
重
畳
的
に
許
可
を
受
く
可
き
も
の
と
し
た｣
の
で
あ
る
(
)
。
こ
れ
ら
の
許
可
を
得
る
た
め
に
は
、
歯
科
医
学
校
長
等
に
よ
る
｢
専
ラ
歯
科
ヲ
修
業
シ
且
相
当
ノ
技
能
ヲ
有
ス
ル
旨｣
を
認
め
た
証
明
書
が
必
要
と
な
っ
た
。
次
の
第
一
表
は
、
歯
科
医
師
法
の
条
文
と
台
湾
歯
科
医
師
令
第
一
条
に
よ
る
歯
科
医
師
法
の
台
湾
へ
の
適
用
条
文
と
の
対
照
表
で
あ
る
。
歯
科
医
師
法
の
条
文
は
、
明
治
四
二
(
一
九
〇
九)
年
七
月
と
大
正
五
(
一
九
一
六)
年
九
月
の
歯
科
医
師
法
の
改
正
内
容
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
100
第
一
表
歯
科
医
師
法
条
文
と
同
法
中
台
湾
適
用
条
文
対
照
表
歯
科
医
師
法
条
文
台
湾
歯
科
医
師
令
第
一
条
に
よ
る
歯
科
医
師
法
中
適
用
条
文
第
一
条
歯
科
医
師
タ
ラ
ム
ト
ス
ル
者
ハ
左
ノ
資
格
ヲ
有
シ
内
務
大
臣
ノ
免
許
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
一
文
部
大
臣
ノ
指
定
シ
タ
ル
歯
科
医
学
専
門
学
校
ヲ
卒
業
シ
タ
ル
者
二
歯
科
医
師
試
験
ニ
合
格
シ
タ
ル
者
三
外
国
歯
科
医
学
校
ヲ
卒
業
シ
又
ハ
外
国
ニ
於
テ
歯
科
医
師
免
許
ヲ
得
タ
ル
者
ニ
シ
テ
命
令
ノ
規
定
ニ
該
当
ス
ル
者
適
用
除
外
第
二
条
左
ニ
掲
ク
ル
者
ハ
免
許
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
一
重
罪
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
者
但
シ
国
事
犯
ニ
シ
テ
復
権
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
此
ノ
限
ニ
在
ラ
ス
二
公
権
停
止
中
ノ
者
三
未
成
年
者
、
禁
治
産
者
、
準
禁
治
産
者
、
聾
者
、
唖
者
及
盲
者
第
二
条
左
ニ
掲
ク
ル
者
ハ
免
許
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
一
重
罪
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
者
但
シ
国
事
犯
ニ
シ
テ
復
権
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
此
ノ
限
ニ
在
ラ
ス
二
公
権
停
止
中
ノ
者
三
未
成
年
者
、
禁
治
産
者
、
準
禁
治
産
者
、
聾
者
、
唖
者
及
盲
者
第
三
条
禁
固
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
者
又
ハ
医
事
ニ
関
シ
罰
金
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ニ
ハ
免
許
ヲ
与
ヘ
サ
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
第
三
条
禁
固
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
者
又
ハ
医
事
ニ
関
シ
罰
金
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ニ
ハ
免
許
ヲ
与
ヘ
サ
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
第
四
条
内
務
省
ニ
歯
科
医
籍
ヲ
備
ヘ
医
師
免
許
ニ
関
ス
ル
事
項
ヲ
登
録
ス
登
録
ス
ヘ
キ
事
項
ハ
命
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
第
四
条
台
湾
総
督
府
ニ
歯
科
医
籍
ヲ
備
ヘ
医
師
免
許
ニ
関
ス
ル
事
項
ヲ
登
録
ス
登
録
ス
ヘ
キ
事
項
ハ
命
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
第
五
条
歯
科
医
師
ハ
自
ラ
診
察
セ
ス
シ
テ
診
断
書
、
処
方
箋
ヲ
交
付
シ
又
ハ
治
療
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
第
五
条
歯
科
医
師
ハ
自
ラ
診
察
セ
ス
シ
テ
診
断
書
、
処
方
箋
ヲ
交
付
シ
又
ハ
治
療
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
第
六
条
歯
科
医
師
ハ
診
療
簿
ヲ
備
ヘ
十
箇
年
間
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ
第
六
条
歯
科
医
師
ハ
診
療
簿
ヲ
備
ヘ
十
箇
年
間
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ
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第
七
条
歯
科
医
師
ハ
何
等
ノ
方
法
ヲ
以
テ
ス
ル
ヲ
問
ハ
ス
業
務
上
学
位
及
称
号
ヲ
除
ク
ノ
外
其
ノ
技
能
、
療
法
又
ハ
経
歴
ニ
関
ス
ル
広
告
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
第
七
条
歯
科
医
師
ハ
何
等
ノ
方
法
ヲ
以
テ
ス
ル
ヲ
問
ハ
ス
業
務
上
学
位
及
称
号
ヲ
除
ク
ノ
外
其
ノ
技
能
、
療
法
又
ハ
経
歴
ニ
関
ス
ル
広
告
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
第
八
条
歯
科
医
師
ハ
歯
科
医
師
会
ヲ
設
立
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
歯
科
医
師
会
ニ
関
ス
ル
規
程
ハ
内
務
大
臣
之
ヲ
定
ム
第
八
条
歯
科
医
師
ハ
歯
科
医
師
会
ヲ
設
立
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
歯
科
医
師
会
ニ
関
ス
ル
規
程
ハ
台
湾
総
督
之
ヲ
定
ム
第
九
条
歯
科
医
師
会
ハ
歯
科
医
事
衛
生
ニ
関
シ
官
庁
ノ
諮
問
ニ
応
シ
又
ハ
建
議
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
第
九
条
歯
科
医
師
会
ハ
歯
科
医
事
衛
生
ニ
関
シ
官
庁
ノ
諮
問
ニ
応
シ
又
ハ
建
議
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
第
一
〇
条
歯
科
医
師
第
二
条
第
一
号
又
ハ
第
三
号
ニ
該
当
ス
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
免
許
ヲ
取
消
ス
ヘ
シ
歯
科
医
師
禁
固
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
又
ハ
業
務
ニ
関
シ
罰
金
ニ
処
セ
ラ
レ
若
ハ
不
正
ノ
行
為
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
免
許
ヲ
取
消
シ
又
ハ
期
間
ヲ
定
メ
テ
歯
科
医
業
ヲ
停
止
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
其
ノ
事
免
許
前
ニ
係
ル
場
合
亦
同
シ
本
条
ノ
取
消
処
分
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ト
雖
第
二
条
第
三
号
ノ
原
因
止
ミ
タ
ル
ト
キ
又
ハ
改
悛
ノ
情
顕
著
ナ
ル
ト
キ
ハ
再
免
許
ヲ
与
フ
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
本
条
ノ
処
分
ハ
内
務
大
臣
之
ヲ
行
フ
但
シ
第
二
項
及
第
三
項
後
段
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
中
央
衛
生
会
ノ
審
議
ヲ
経
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
第
一
〇
条
歯
科
医
師
第
二
条
第
一
号
又
ハ
第
三
号
ニ
該
当
ス
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
免
許
ヲ
取
消
ス
ヘ
シ
歯
科
医
師
禁
固
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
又
ハ
業
務
ニ
関
シ
罰
金
ニ
処
セ
ラ
レ
若
ハ
不
正
ノ
行
為
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
免
許
ヲ
取
消
シ
又
ハ
期
間
ヲ
定
メ
テ
歯
科
医
業
ヲ
停
止
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
其
ノ
事
免
許
前
ニ
係
ル
場
合
亦
同
シ
本
条
ノ
取
消
処
分
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ト
雖
第
二
条
第
三
号
ノ
原
因
止
ミ
タ
ル
ト
キ
又
ハ
改
悛
ノ
情
顕
著
ナ
ル
ト
キ
ハ
再
免
許
ヲ
与
フ
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
本
条
ノ
処
分
ハ
台
湾
総
督
之
ヲ
行
フ
第
一
一
条
免
許
ヲ
受
ケ
ス
シ
テ
歯
科
医
業
ヲ
為
シ
タ
ル
者
、
停
止
中
歯
科
医
業
ヲ
為
シ
タ
ル
者
又
ハ
第
五
条
、
第
六
条
、
第
七
条
ニ
違
背
シ
タ
ル
者
ハ
三
百
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
ス
医
師
ニ
シ
テ
特
ニ
内
務
大
臣
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
ス
シ
テ
歯
科
専
門
ヲ
標
榜
シ
又
ハ
歯
科
医
業
中
金
属
充
填
、

嵌
、
義
歯
、
歯
冠
継
続
及
架
工
、
歯
列
矯
正
並
口
蓋
補
綴
ノ
技
術
ニ
属
ス
ル
行
為
ヲ
為
シ
タ
ル
者
亦
前
項
ニ
同
シ
第
一
一
条
免
許
ヲ
受
ケ
ス
シ
テ
歯
科
医
業
ヲ
為
シ
タ
ル
者
、
停
止
中
歯
科
医
業
ヲ
為
シ
タ
ル
者
又
ハ
第
五
条
、
第
六
条
、
第
七
条
ニ
違
背
シ
タ
ル
者
ハ
三
百
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
ス
医
師
ニ
シ
テ
特
ニ
台
湾
総
督
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
ス
シ
テ
歯
科
専
門
ヲ
標
榜
シ
又
ハ
歯
科
医
業
中
金
属
充
填
、

嵌
、
義
歯
、
歯
冠
継
続
及
架
工
、
歯
列
矯
正
並
口
蓋
補
綴
ノ
技
術
ニ
属
ス
ル
行
為
ヲ
為
シ
タ
ル
者
亦
前
項
ニ
同
シ
第
一
二
条
本
法
ハ
明
治
三
九
年
一
〇
月
一
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス
適
用
除
外
第
一
三
条
本
法
施
行
前
ノ
歯
科
医
術
開
業
免
状
ハ
本
法
施
行
ノ
後
ト
雖
仍
其
ノ
効
力
ヲ
有
ス
適
用
除
外
附
則
本
法
ハ
公
布
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス
本
法
公
布
前
一
年
以
上
歯
科
専
門
ヲ
標
榜
シ
引
続
キ
歯
科
医
業
ヲ
為
ス
医
師
ニ
対
シ
テ
ハ
第
一
一
条
第
二
項
ノ
規
定
ヲ
適
用
セ
ス
附
則
本
法
ハ
公
布
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス
本
法
公
布
前
一
年
以
上
歯
科
専
門
ヲ
標
榜
シ
引
続
キ
歯
科
医
業
ヲ
為
ス
医
師
ニ
対
シ
テ
ハ
第
一
一
条
第
二
項
ノ
規
定
ヲ
適
用
セ
ス
(
備
考)
歯
科
医
師
法
の
条
文
は
、
明
治
四
二
(
一
九
〇
九)
年
七
月
法
律
第
四
五
号
｢
歯
科
医
師
法
中
改
正｣
と
大
正
五
(
一
九
一
六)
年
九
月
法
律
第
四
四
号
｢
歯
科
医
師
法
中
改
正｣
の
内
容
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
(
出
典)
大
正
五
年
一
月
律
令
第
二
号
｢
台
湾
歯
科
医
師
令｣
『
府
報』
第
九
二
五
号
・
大
正
五
年
一
月
一
三
日
、
二
四
頁
〜
二
五
頁
、
明
治
三
九
年
五
月
法
律
第
四
八
号
｢
歯
科
医
師
法｣
『
官
報』
第
六
八
四
九
号
・
明
治
三
九
年
五
月
二
日
、
二
六
頁
、
明
治
四
二
年
七
月
法
律
第
四
五
号
｢
歯
科
医
師
法
中
改
正｣
『
官
報』
第
七
八
一
八
号
・
明
治
四
二
年
七
月
一
七
日
、
三
六
一
頁
、
及
び
大
正
五
年
九
月
法
律
第
四
四
号
｢
歯
科
医
師
法
中
改
正｣
『
官
報』
第
一
二
三
四
号
・
大
正
五
年
九
月
九
日
、
一
六
一
頁
。
第
一
表
に
よ
れ
ば
、
台
湾
歯
科
医
師
令
第
一
条
に
依
拠
し
台
湾
に
適
用
さ
れ
た
歯
科
医
師
法
の
内
容
は
、(
ａ)
歯
科
医
師
免
許
の
欠
格
条
項
(
第
二
条
及
び
第
三
条)
、(
ｂ)
歯
科
医
籍
に
関
す
る
事
項
(
第
四
条)
、(
ｃ)
歯
科
医
師
の
業
務
規
制
に
関
す
る
事
項
(
第
五
条
〜
第
七
条)
、(
ｄ)
歯
科
医
師
会
に
関
す
る
事
項
(
第
八
条
及
び
第
九
条)
、(
ｅ)
歯
科
医
師
の
行
政
処
分
に
関
す
る
事
項
(
第
一
〇
条
、
た
だ
し
第
四
項
但
書
を
除
く)
、(
ｆ)
罰
則
に
関
す
る
事
項
(
第
一
一
条
及
び
附
則)
で
あ
っ
た
。
台
湾
に
適
用
さ
れ
た
歯
科
医
師
法
中
、
と
り
わ
け
(
ｄ)
と
(
ｆ)
に
つ
い
て
は
台
湾
の
特
殊
事
情
を
踏
ま
え
た
運
用
が
行
わ
れ
た
。
(
ｄ)
に
つ
い
て
、
歯
科
医
師
法
第
八
条
が
台
湾
に
適
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
歯
科
医
師
は
｢
歯
科
医
師
会
ヲ
設
立
ス
ル
コ
ト
ヲ
得｣
と
さ
れ
(
同
条
第
一
項)
、
台
湾
総
督
が
｢
歯
科
医
師
会
ニ
関
ス
ル
規
程｣
を
定
め
る
こ
と
と
な
っ
た
(
同
条
第
二
項)
。
し
か
し
、
台
湾
総
督
が
歯
科
医
師
会
の
設
置
規
程
た
る
｢
歯
科
医
師
会
ニ
関
ス
ル
規
程｣
を
制
定
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
第
九
条
で
定
め
ら
れ
た
｢
歯
科
医
事
衛
生
ニ
関
シ
官
庁
ノ
諮
問
ニ
応
シ
又
ハ
建
議
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得｣
る
、
い
わ
ゆ
る
法
定
歯
科
医
師
会
は
、
台
湾
歯
科
医
師
令
の
も
と
で
は
設
立
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
状
況
は
｢
医
師
会｣
も
同
様
で
あ
っ
た
。
台
湾
医
師
令
第
一
条
に
依
拠
し
、
医
師
法
中
の
法
定
医
師
会
に
関
わ
る
規
定
が
台
湾
に
も
適
用
さ
れ
た
が
、
台
湾
総
督
は
、
医
師
会
の
設
置
規
程
を
公
布
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
総
督
府
に
と
っ
て
、
官
庁
へ
の
建
議
権
を
有
す
る
法
定
医
師
会
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
完
全
な
行
政
主
導
で
行
っ
て
き
た
医
療
衛
生
政
策
へ
の
障
碍
と
な
る
の
み
な
ら
ず
、
台
湾
人
医
師
が
多
数
派
と
な
る
医
師
会
そ
の
も
の
が
政
治
運
動
の
牙
城
に
変
質
し
て
し
ま
う
危
険
性
へ
の
懸
念
も
あ
っ
た
。
総
督
府
は
、
こ
う
し
た
統
治
政
策
的
な
観
点
か
ら
、
医
師
会
の
設
置
規
程
の
公
布
を
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り
(
)
、
か
か
る
観
点
か
ら
、
法
定
歯
科
医
師
会
の
設
置
も
見
送
っ
た
の
で
あ
る
。
(
ｆ)
に
関
し
て
、
歯
科
医
師
法
は
、
律
令
を
も
っ
て
台
湾
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。
律
令
に
よ
り
台
湾
に
適
用
さ
れ
る
法
律
が
改
正
さ
れ
た
場
合
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
二
(
一
八
九
九)
年
七
月
律
令
第
二
一
号
｢
律
令
ノ
規
定
ニ
依
リ
本
島
ニ
適
用
セ
ラ
ル
ル
法
律
ノ
改
正
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ノ
効
力
ニ
関
ス
ル
律
令｣
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
。
該
令
は
｢
律
令
ノ
規
定
ニ
依
リ
本
島
ニ
適
用
102
セ
ラ
ル
ル
法
律
ノ
改
正
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
各
其
改
正
法
律
ニ
依
ル｣
と
し
、｢
改
正
法
律
ノ
本
島
ニ
於
ケ
ル
施
行
期
日
ハ
各
其
改
正
法
律
施
行
期
日
ニ
依
ル｣
と
規
定
し
て
い
る
(
)
。
台
湾
歯
科
医
師
令
は
、
大
正
五
(
一
九
一
六)
年
一
月
に
公
布
さ
れ
、
施
行
さ
れ
た
の
が
大
正
七
(
一
九
一
八)
年
八
月
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
正
五
年
九
月
の
歯
科
医
師
法
の
改
正
は
、
台
湾
歯
科
医
師
令
の
公
布
後
、
か
つ
、
施
行
前
に
行
わ
れ
て
い
る
。
律
令
第
二
一
号
に
よ
り
歯
科
医
師
法
の
改
正
内
容
が
台
湾
歯
科
医
師
令
施
行
後
の
台
湾
に
適
用
さ
れ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
問
題
は
、
附
則
の
｢
本
法
公
布
前
一
年
以
上
歯
科
専
門
ヲ
標
榜
シ
引
続
キ
歯
科
医
業
ヲ
為
ス
医
師
ニ
対
シ
テ
ハ
第
一
一
条
第
二
項
ノ
規
定
ヲ
適
用
セ
ス｣
と
の
特
例
規
定
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
附
則
は
、
大
正
四
(
一
九
一
五)
年
九
月
九
日
以
前
か
ら
歯
科
専
門
を
標
榜
し
て
、
大
正
五
年
九
月
九
日
ま
で
引
き
続
き
歯
科
医
業
を
な
す
者
に
つ
い
て
第
一
一
条
第
二
項
の
適
用
か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
附
則
も
そ
の
ま
ま
台
湾
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
台
湾
歯
科
医
師
令
施
行
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
状
況
下
に
お
い
て
、
改
正
歯
科
医
師
法
の
公
布
後
早
急
に
附
則
に
あ
る
特
例
規
定
へ
の
対
応
し
て
お
か
な
い
と
事
実
の
認
定
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。
総
督
府
は
、
か
か
る
状
況
を
踏
ま
え
て
、
大
正
五
(
一
九
一
六)
年
一
二
月
一
九
日
、
民
警
第
二
五
九
七
号
を
も
っ
て
民
政
長
官
よ
り
各
地
方
庁
長
宛
に
｢
歯
科
専
門
標
榜
ノ
医
師
ニ
対
シ
証
明
書
交
付
方
ノ
件｣
を
通
達
し
た
。
こ
の
通
達
は
、｢
台
湾
歯
科
医
師
令
ハ
不
日
施
行
相
成
筈
ニ
有
之
候
ニ
就
テ
ハ
同
令
施
行
ノ
上
ハ
大
正
五
年
法
律
第
四
十
四
号
歯
科
医
師
法
中
改
正
附
則
第
二
項
ニ
該
当
ス
ル
医
師
ニ
対
シ
テ
ハ
取
締
上
其
ノ
事
実
証
明
ノ
必
要
有
之
候
条
取
調
ノ
上
便
宜
相
当
ノ
証
明
書
交
付
相
成
度
右
依
命
通
達
ス｣
と
い
う
も
の
で
、
追
っ
て
書
き
に
お
い
て
｢
証
明
書
ヲ
交
付
シ
タ
ル
場
合
ハ
其
ノ
住
所
、
氏
名
当
府
ニ
報
告｣
す
る
よ
う
求
め
た
(
)
。
総
督
府
は
、
台
湾
歯
科
医
師
令
施
行
後
の
取
締
上
の
必
要
を
見
据
え
て
｢
歯
科
医
師
法
中
改
正
附
則
第
二
項
ニ
該
当
ス
ル
医
師｣
を
調
査
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
証
明
書
を
交
付
し
て
お
く
措
置
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
民
警
第
二
五
九
七
号
民
政
長
官
通
達
後
、
台
南
庁
、
台
中
庁
及
び
阿

庁
よ
り
大
正
六
(
一
九
一
七)
年
一
月
に
通
達
に
関
わ
る
照
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会
が
あ
り
、
こ
の
照
会
に
対
し
て
、
総
督
府
は
、
同
年
二
月
、
民
警
第
二
二
五
号
を
も
っ
て
全
地
方
庁
に
対
し
て
回
答
を
通
達
し
て
い
る
(
)
。
第
二
表
は
、
地
方
庁
の
照
会
と
総
督
府
の
回
答
の
内
容
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
表
の
と
お
り
、
三
庁
か
ら
の
照
会
は
、
大
き
く
四
つ
の
項
目
に
分
類
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
①
大
正
五
(
一
九
一
六)
年
九
月
内
務
省
令
第
一
一
号
｢
医
師
ノ
歯
科
専
門
標
榜
其
ノ
他
許
可
ニ
関
ス
ル
件｣
の
取
扱
い
、
②
証
明
書
交
付
の
手
続
き
、
③
ど
の
よ
う
な
経
歴
を
持
つ
｢
医
師｣
に
歯
科
専
門
の
証
明
を
行
う
の
か
、
と
い
う
歯
科
専
門
証
明
書
の
交
付
基
準
、
④
歯
科
医
業
に
従
事
す
る
医
生
の
取
扱
い
で
あ
る
。
①
は
、
内
務
省
令
に
お
い
て
歯
科
専
門
の
標
榜
等
の
許
可
申
請
を
｢
地
方
長
官
ヲ
経
由
シ
云
々｣
と
あ
る
が
、
こ
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
省
令
に
依
拠
し
て
、
地
方
庁
に
お
い
て
書
類
を
取
り
扱
う
の
か
、
と
の
台
南
庁
か
ら
の
照
会
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
総
督
府
は
、
内
務
省
令
は
｢
台
湾
ニ
効
力
ヲ
及
ホ
サ
ス
当
府
ニ
於
テ
ハ
不
日
規
定
ヲ
設
ケ
ラ
ル
ヘ
キ
見
込｣
と
回
答
し
た
。
実
際
上
、
総
督
府
は
、
大
正
七
(
一
九
一
八)
年
七
月
に
府
令
第
五
六
号
を
も
っ
て
｢
医
師
ノ
歯
科
専
門
標
榜
其
ノ
他
ニ
関
ス
ル
件｣
を
公
布
し
、
台
湾
歯
科
医
師
令
の
施
行
に
あ
わ
せ
て
施
行
し
て
い
る
。
府
令
第
五
六
号
の
内
容
は
、
内
務
省
令
第
一
一
号
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
り
、
医
師
に
し
て
歯
科
専
門
を
標
榜
す
る
場
合
と
、
歯
科
医
業
中
の
金
属
充
填
等
の
行
為
を
な
す
場
合
の
取
り
扱
い
は
、
申
請
先
が
許
可
権
者
の
｢
台
湾
総
督｣
と
な
っ
て
い
る
以
外
は
内
地
と
同
様
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
申
請
が
あ
っ
た
際
に
地
方
庁
を
経
由
す
る
こ
と
は
規
定
し
て
い
な
い
(
)
。
②
は
、
証
明
書
交
付
に
あ
た
り
、
当
人
よ
り
証
明
書
交
付
願
を
徴
し
て
、
そ
れ
に
事
実
証
明
を
行
え
ば
よ
い
か
、
と
の
照
会
に
対
し
、
総
督
府
が
｢
通
達
ノ
趣
旨
ハ
取
締
ノ
必
要
上
官
庁
ニ
於
テ
進
ン
テ
調
査
ヲ
遂
ケ
規
定
ニ
適
合
ス
ル
モ
ノ
ト
認
ム
ル
者
ニ
対
シ
証
明
書
交
付
相
成
ル
ヘ
キ｣
こ
と
か
ら
｢
本
人
ヨ
リ
願
書
ヲ
徴
ス
ヘ
キ
限
ニ
在
ラ
ス｣
と
の
回
答
を
行
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
③
と
④
は
、
総
督
府
の
改
正
歯
科
医
師
法
附
則
に
あ
る
｢
歯
科
専
門
ヲ
標
榜
シ
引
続
キ
歯
科
医
業
ヲ
為
ス
医
師｣
の
認
定
基
準
が
示
さ
れ
て
い
る
点
で
重
要
で
あ
る
。
総
督
府
は
｢
医
師
(
全
科)
ニ
シ
テ
歯
科
医
術
ノ
ミ
ヲ
行
ヒ
又
ハ
主
ト
シ
テ
歯
科
医
術
ヲ
行
フ
モ
ノ
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ニ
限
リ
之
ヲ
歯
科
専
門
ヲ
標
榜
ス
ル
モ
ノ
ト
認
ム｣
と
の
考
え
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、｢
従
来
開
業
医
ニ
シ
テ
歯
科
部
ヲ
設
ケ
歯
科
治
療
ヲ
為
ス
者｣
、｢
医
術
開
業
以
来
(
改
正
歯
科
医
師
法
実
施
前
一
箇
年
以
上)
歯
科
専
門
ヲ
標
榜
セ
ス
シ
テ
歯
科
治
療
、
充
填
術
、
歯
列
矯
正
術
等
実
施
セ
シ
事
実
ノ
証
明
ヲ
申
請
セ
シ
医
師｣
及
び
｢
開
業
医
ニ
シ
テ
歯
科
専
門
タ
ル
コ
ト
ヲ
標
榜
セ
ス
一
般
医
業
ニ
従
事
シ
猶
歯
科
ノ
治
療
ヲ
モ
為
シ
ツ
ツ
ア
ル
者｣
は
、｢
歯
科
専
門
ヲ
標
榜
シ
引
続
キ
歯
科
医
業
ヲ
為
ス
医
師｣
に
該
当
せ
ず
、
証
明
書
の
交
付
対
象
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
総
督
府
は
、
歯
科
医
術
の
み
を
行
う
、
あ
る
い
は
主
と
し
て
歯
科
医
術
を
行
う
医
師
を
証
明
書
交
付
の
基
準
と
し
、
歯
科
専
門
を
標
榜
せ
ず
に
、
あ
る
い
は
一
般
医
業
と
兼
業
し
て
歯
科
医
業
を
行
う
医
師
は
改
正
歯
科
医
師
法
附
則
の
特
例
に
該
当
さ
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
台
中
庁
と
阿

庁
は
、
代
診
や
助
手
に
歯
科
治
療
を
さ
せ
て
い
る
医
師
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
疑
義
を
照
会
し
て
い
る
。
台
中
庁
照
会
の
内
容
は
、｢
一
般
医
業
ノ
傍
ラ
歯
科
部
ヲ
設
置
シ
無
資
格
者
ニ
シ
テ
相
当
技
能
ア
ル
モ
ノ
ヲ
助
手
ト
シ
テ
雇
入
レ
『
或
ハ
利
益
分
配
ノ
下
ニ』
多
年
歯
科
医
ヲ
兼
業｣
し
て
い
る
医
師
が
い
る
が
、
こ
の
種
の
兼
業
者
を
附
則
の
特
例
に
該
当
す
る
と
証
明
す
べ
き
か
否
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
阿

庁
照
会
も
同
様
の
趣
旨
で
あ
り
、｢
代
診
又
ハ
助
手
ヲ
置
キ
歯
科
ノ
治
療
ヲ
為
シ
ツ
ツ
ア
ル
医
師
ニ
シ
テ
現
ニ
其
事
実
ヲ
標
榜
シ
ア
ル
者
ニ
ハ
証
明
ヲ
下
附
シ
差
支
ナ
キ
ヤ｣
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
総
督
府
は
、
歯
科
専
門
の
標
榜
と
は
医
師
｢
自
身｣
が
歯
科
医
術
の
み
を
行
っ
て
い
る
場
合
、
あ
る
い
は
主
と
し
て
歯
科
医
術
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
認
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
医
師
の
雇
人
が
歯
科
医
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
認
め
る
も
の
で
は
な
い
と
し
、
医
師
が
代
診
や
助
手
等
(
無
資
格
者)
に
歯
科
医
業
に
属
す
る
行
為
を
行
わ
せ
る
の
は
そ
も
そ
も
｢
違
法
行
為｣
で
あ
る
、
と
断
じ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
無
免
許
医
業
と
い
う
違
法
行
為
が
野
放
し
に
さ
れ
て
い
る
状
況
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
二
表
大
正
五
年
一
二
月
民
警
第
二
五
九
七
号
民
政
長
官
通
達
に
関
す
る
地
方
庁
の
照
会
と
総
督
府
の
回
答
項
目
台
南
庁
照
会
(
大
正
六
年
一
月
台
南
警
衛
第
五
四
号)
台
中
庁
照
会
(
大
正
六
年
一
月
中
警
衛
第
八
一
五
一
号)
阿

庁
照
会
(
大
正
六
年
一
月
阿
警
衛
第
二
七
九
四
号)
総
督
府
回
答
(
大
正
六
年
二
月
民
警
第
二
二
五
号)
内
務
省
令
の
取
扱
い
大
正
五
年
九
月
内
務
省
令
第
一
一
号
ニ
依
ル
医
師
ヨ
リ
ノ
申
請
ニ
対
シ
テ
ハ
地
方
長
官
ヲ
経
由
シ
云
々
ト
ア
リ
右
申
請
ニ
於
テ
ハ
地
方
庁
ニ
於
テ
之
ヲ
取
扱
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ヤ
大
正
五
年
九
月
内
務
省
令
第
一
一
号
ハ
台
湾
ニ
効
力
ヲ
及
ホ
サ
ス
当
府
ニ
於
テ
ハ
不
日
規
定
ヲ
設
ケ
ラ
ル
ヘ
キ
見
込
証
明
書
交
付
手
続
証
明
書
ヲ
下
附
ス
ル
ト
セ
ハ
各
本
人
ヨ
リ
証
明
願
ヲ
徴
シ
夫
レ
ニ
事
実
ノ
証
明
ヲ
ナ
セ
ハ
可
ナ
ル
ヤ
又
ハ
他
ニ
便
宜
ノ
方
法
ヲ
採
ル
ヘ
キ
ヤ
大
正
五
年
一
二
月
民
警
第
二
五
九
七
号
民
政
長
官
依
命
通
達
ノ
趣
旨
ハ
取
締
ノ
必
要
上
官
庁
ニ
於
テ
進
ン
テ
調
査
ヲ
遂
ケ
規
定
ニ
適
合
ス
ル
モ
ノ
ト
認
ム
ル
者
ニ
対
シ
証
明
書
交
付
相
成
ル
ヘ
キ
儀
ニ
有
之
本
人
ヨ
リ
願
書
ヲ
徴
ス
ヘ
キ
限
ニ
在
ラ
ス
歯
科
専
門
証
明
書
の
交
付
基
準
従
来
開
業
医
ニ
シ
テ
歯
科
部
ヲ
設
ケ
歯
科
治
療
ヲ
為
ス
者
ハ
歯
科
専
門
ノ
標
榜
ト
ハ
認
メ
難
キ
ヲ
以
テ
証
明
ヲ
与
フ
ル
限
リ
ニ
非
ス
ト
思
料
セ
ラ
ル
御
見
解
如
何
開
業
医
ニ
シ
テ
歯
科
専
門
タ
ル
コ
ト
ヲ
標
榜
セ
ス
一
般
医
業
ニ
従
事
シ
猶
歯
科
ノ
治
療
ヲ
モ
為
シ
ツ
ツ
ア
ル
者
ハ
専
門
歯
科
医
術
ニ
従
事
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
見
做
シ
差
支
ナ
キ
ヤ
医
師
(
全
科)
ニ
シ
テ
歯
科
医
術
ノ
ミ
ヲ
行
ヒ
又
ハ
主
ト
シ
テ
歯
科
医
術
ヲ
行
フ
モ
ノ
ニ
限
リ
之
ヲ
歯
科
専
門
ヲ
標
榜
ス
ル
モ
ノ
ト
認
ム
医
術
開
業
以
来
(
改
正
歯
科
医
師
法
実
施
前
一
箇
年
以
上)
歯
科
専
門
ヲ
標
榜
セ
ス
シ
テ
歯
科
治
療
、
充
填
術
、
歯
列
矯
正
術
等
実
施
セ
シ
事
実
ノ
証
明
ヲ
申
請
セ
シ
医
師
ア
リ
証
明
ノ
限
ニ
非
ラ
ス
ト
認
ム
ル
モ
御
見
解
如
何
(
台
南
庁
照
会
第
三
項)
台
南
庁
照
会
第
三
項
ハ
同
庁
解
釈
ノ
通
当
庁
下
ニ
於
テ
ハ
一
般
医
業
ノ
傍
ラ
歯
科
部
ヲ
設
置
シ
無
資
格
者
ニ
代
診
又
ハ
助
手
ヲ
置
キ
歯
科
ノ
治
療
ヲ
為
シ
ツ
ツ
ア
ル
医
師
ニ
シ
テ
歯
科
専
門
ノ
標
榜
ト
ハ
医
師
自
身
第
一
項＊
ニ
該
当
ス
ル
場
合
ヲ
謂
フ
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シ
テ
相
当
技
能
ア
ル
モ
ノ
ヲ
助
手
ト
シ
テ
雇
入
レ
｢
或
ハ
利
益
分
配
ノ
下
ニ｣
多
年
歯
科
医
ヲ
兼
業
シ
居
ル
モ
ノ
有
之
、
是
等
医
師
ノ
歯
科
医
業
ニ
関
ス
ル
技
能
ノ
如
何
ハ
敢
テ
知
ル
処
ニ
無
之
候
得
共
前
記
ノ
如
ク
多
年
歯
科
兼
業
ヲ
標
榜
シ
居
ル
モ
ノ
ニ
対
シ
テ
ハ
本
人
ヨ
リ
証
明
出
願
ノ
場
合
ハ
其
ノ
事
実
ニ
対
シ
証
明
書
交
付
ス
ル
ハ
敢
テ
差
支
ナ
キ
処
ナ
ル
モ
歯
科
医
師
法
中
改
正
附
則
第
二
項
ニ
依
レ
ハ
一
年
以
上
歯
科
専
門
ヲ
標
榜
シ
引
続
キ
歯
科
医
業
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ト
ア
リ
、
前
記
当
庁
下
ニ
於
ケ
ル
兼
業
者
ニ
対
シ
テ
ハ
証
明
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
候
哉
現
ニ
其
事
実
ヲ
標
榜
シ
ア
ル
者
ニ
ハ
証
明
ヲ
下
附
シ
差
支
ナ
キ
ヤ
ヲ
以
テ
医
師
其
ノ
雇
人
(
代
診
又
ハ
助
手
等
ヲ
シ
テ
代
リ
テ
歯
科
医
業
ニ
属
ス
ル
行
為
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
ハ
違
法
行
為
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
之
等
ハ
歯
科
専
門
ヲ
標
榜
ス
ル
者
ト
認
メ
サ
ル
ハ
当
然
ナ
リ
＊
医
師
(
全
科)
ニ
シ
テ
歯
科
医
術
ノ
ミ
ヲ
行
ヒ
又
ハ
主
ト
シ
テ
歯
科
医
術
ヲ
行
フ
モ
ノ
ニ
限
リ
之
ヲ
歯
科
専
門
ヲ
標
榜
ス
ル
モ
ノ
ト
認
ム
医
生
の
取
扱
い
台
湾
医
師
令
ニ
テ
医
生
モ
当
分
ノ
内
医
師
タ
ル
ノ
資
格
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ト
認
メ
居
レ
リ
之
等
ノ
者
ニ
シ
テ
実
際
歯
科
治
療
ノ
ミ
ニ
従
事
ス
ル
者
ア
ル
モ
前
項＊
同
様
証
明
ノ
限
ニ
非
ラ
ス
ト
思
料
セ
ラ
ル
御
見
解
如
何
＊
医
術
開
業
以
来
(
改
正
歯
科
医
師
法
実
施
前
一
箇
年
以
上)
歯
科
専
門
ヲ
標
榜
セ
ス
シ
テ
歯
科
治
療
、
充
填
術
、
歯
列
矯
正
術
等
実
施
セ
シ
事
実
ノ
証
明
ヲ
申
請
セ
シ
医
師
ア
リ
証
明
ノ
限
ニ
非
ラ
ス
ト
認
ム
ル
モ
御
見
解
如
何
前
項＊
ノ
事
実
ア
ル
医
生
ニ
対
ス
ル
取
扱
ハ
如
何
＊
開
業
医
ニ
シ
テ
歯
科
専
門
タ
ル
コ
ト
ヲ
標
榜
セ
ス
一
般
医
業
ニ
従
事
シ
猶
歯
科
ノ
治
療
ヲ
モ
為
シ
ツ
ツ
ア
ル
者
ハ
専
門
歯
科
医
術
ニ
従
事
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
見
做
シ
差
支
ナ
キ
ヤ
台
湾
医
師
令
ニ
依
ル
医
生
免
許
ノ
効
力
ハ
医
生
ト
シ
テ
其
ノ
資
格
ヲ
保
有
セ
シ
メ
タ
ル
儀
ニ
有
之
、
之
カ
為
医
生
カ
医
師
ノ
資
格
ニ
変
更
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
無
之
、
従
テ
大
正
五
年
法
律
第
四
四
号
ノ
医
師
中
ニ
包
含
セ
ス
全
ク
同
法
外
ニ
在
ル
モ
ノ
ト
ス
、
故
ニ
医
生
ハ
歯
科
診
療
ヲ
行
フ
ハ
差
支
ナ
キ
モ
歯
科
専
門
ヲ
標
榜
シ
又
ハ
歯
科
医
業
中
金
属
充
填
、

篏
、
義
歯
、
歯
冠
継
続
及
架
工
、
歯
列
矯
正
並
ニ
口
蓋
補
綴
ノ
技
術
ニ
属
ス
ル
行
為
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
(
出
典)
台
湾
歯
科
医
師
会
編
『
台
湾
歯
科
医
界
史』
同
会
、
一
九
四
三
年
、
一
〇
二
頁
〜
一
〇
五
頁
。
台
湾
医
師
令
の
附
則
に
は
｢
本
令
施
行
前
下
付
シ
タ
ル
医
生
免
許
証
ハ
当
分
ノ
内
其
ノ
効
力
ヲ
有
ス｣
と
あ
り
(
)
、
医
生
免
許
証
の
効
力
は
、
台
湾
医
師
令
施
行
後
に
お
い
て
も
継
続
し
て
保
証
さ
れ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
台
南
庁
よ
り
｢
台
湾
医
師
令
ニ
テ
医
生
モ
当
分
ノ
内
医
師
タ
ル
ノ
資
格
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ト
認
メ
居
レ
リ
之
等
ノ
者
ニ
シ
テ
実
際
歯
科
治
療
ノ
ミ
ニ
従
事
ス
ル
者｣
に
つ
い
て
、
歯
科
専
門
を
標
榜
せ
ず
歯
科
医
業
に
従
事
す
る
医
師
と
同
様
に
｢
証
明
ノ
限
ニ
非
ラ
ス
ト
思
料
セ
ラ
ル
御
見
解
如
何｣
と
の
照
会
が
あ
り
、
こ
れ
と
同
じ
趣
旨
の
照
会
が
阿

庁
か
ら
も
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
照
会
に
対
し
て
、
総
督
府
は
、
ま
ず
｢
台
湾
医
師
令
ニ
依
ル
医
生
免
許
ノ
効
力
ハ
医
生
ト
シ
テ
其
ノ
資
格
ヲ
保
有
セ
シ
メ
タ
ル
儀
ニ
有
之
、
之
カ
為
医
生
カ
医
師
ノ
資
格
ニ
変
更
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
無
之｣
と
し
、
医
生
が
｢
医
師
ノ
業
ヲ
為
ス
者｣
で
あ
っ
て
｢
医
師｣
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
上
で
、｢
従
テ
大
正
五
年
法
律
第
四
四
号
ノ
医
師
中
ニ
包
含
セ
ス
全
ク
同
法
外
ニ
在
ル
モ
ノ
ト
ス｣
と
解
釈
し
て
、
歯
科
診
療
を
行
う
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
旨
回
答
し
て
い
る
。
し
か
し
、
医
生
は
、｢
歯
科
専
門
ヲ
標
榜
シ
又
ハ
歯
科
医
業
中
金
属
充
填
、

篏
、
義
歯
、
歯
冠
継
続
及
架
工
、
歯
列
矯
正
並
ニ
口
蓋
補
綴
ノ
技
術
ニ
属
ス
ル
行
為
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ト
ス｣
と
し
て
、
歯
科
専
門
を
標
榜
し
た
り
、
歯
科
医
業
中
の
金
属
充
填
等
の
行
為
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
総
督
府
は
、
台
湾
歯
科
医
師
令
の
施
行
に
備
え
て
、
大
正
五
年
の
改
正
歯
科
医
師
法
附
則
へ
の
対
応
と
し
て
、
ま
ず
は
該
当
者
の
調
査
と
｢
証
明
書｣
の
交
付
を
行
っ
た
。｢
証
明
書｣
交
付
の
基
準
は
、
医
師
自
身
が
歯
科
医
術
の
み
を
行
っ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
主
と
し
て
歯
科
医
術
を
行
っ
て
い
る
か
で
あ
っ
た
。｢
証
明
書｣
所
持
者
は
、
台
湾
歯
科
医
師
令
の
施
行
後
も
継
続
し
て
、
改
正
歯
科
医
師
法
第
一
一
条
で
規
定
す
る
許
可
を
得
ず
に
、
歯
科
専
門
の
標
榜
と
金
属
充
填
等
の
技
術
に
属
す
る
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
歯
科
医
師
法
第
一
一
条
は
、
医
師
に
よ
る
歯
科
専
門
の
標
榜
や
歯
科
医
業
中
の
一
部
行
為
を
許
可
制
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
医
生
は
、
歯
科
医
師
法
外
に
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
同
法
第
一
一
条
の
許
可
対
象
と
な
る
行
為
を
禁
止
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
歯
科
医
業
行
為
に
つ
い
て
医
師
よ
り
強
い
規
制
の
下
に
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
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台
湾
歯
科
医
師
令
第
一
条
は
、
歯
科
医
師
法
の
台
湾
へ
の
適
用
を
定
め
た
が
、
歯
科
医
師
資
格
を
規
定
し
た
同
法
第
一
条
を
適
用
せ
ず
、
同
令
第
二
条
で
別
に
規
定
し
て
い
た
。
ま
ず
は
、
歯
科
医
師
法
で
定
め
る
歯
科
医
師
資
格
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
歯
科
医
師
法
第
一
条
は
、｢
歯
科
医
師
タ
ラ
ム
ト
ス
ル
者
ハ
左
ノ
資
格
ヲ
有
シ
内
務
大
臣
ノ
免
許
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
要
ス｣
と
し
て
、
歯
科
医
師
資
格
と
し
て
、
次
の
各
号
を
掲
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
｢
文
部
大
臣
ノ
指
定
シ
タ
ル
歯
科
医
学
専
門
学
校
ヲ
卒
業
シ
タ
ル
者｣
(
第
一
号)
、
②
｢
歯
科
医
師
試
験
ニ
合
格
シ
タ
ル
者｣
(
第
二
号)
、
③
｢
外
国
歯
科
医
学
校
ヲ
卒
業
シ
又
ハ
外
国
ニ
於
テ
歯
科
医
師
免
許
ヲ
得
タ
ル
者
ニ
シ
テ
命
令
ノ
規
定
ニ
該
当
ス
ル
者｣
(
第
三
号)
で
あ
る
。
歯
科
医
師
は
、
①
と
②
の
経
路
を
主
軸
と
し
て
養
成
さ
れ
た
。
①
に
つ
い
て
は
、
文
部
大
臣
が
｢
告
示｣
の
法
令
形
式
を
も
っ
て
指
定
し
た
。
最
初
に
｢
歯
科
医
師
法
第
一
条
第
一
号
ニ
依
リ
指
定｣
さ
れ
た
の
は
、
私
立
東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校
で
あ
り
、
明
治
四
三
(
一
九
一
〇)
年
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
(
)
。
以
後
、
日
本
歯
科
医
学
専
門
学
校
(
明
治
四
三
年
六
月
指
定
／
私
立
(
))
、
大
阪
歯
科
医
学
専
門
学
校
(
大
正
九
年
三
月
指
定
／
私
立
(
))
、
九
州
歯
科
医
学
専
門
学
校
(
大
正
一
四
年
八
月
指
定
／
私
立
(
))
、
東
洋
女
子
歯
科
医
学
専
門
学
校
(
大
正
一
五
年
一
一
月
指
定
／
私
立
(
))
、
東
京
女
子
歯
科
医
学
専
門
学
校
(
昭
和
二
年
三
月
指
定
／
昭
和
九
年
五
月
に
｢
日
本
女
子
歯
科
医
学
専
門
学
校｣
に
名
称
変
更
／
私
立
(
))
、
京
城
歯
科
医
学
専
門
学
校
(
昭
和
六
年
三
月
指
定
／
私
立
(
))
と
続
き
、
昭
和
八
(
一
九
三
三)
年
三
月
に
歯
科
医
学
校
と
し
て
初
め
て
官
立
の
｢
東
京
高
等
歯
科
医
学
校｣
が
指
定
さ
れ
て
い
る
(
)
。
こ
れ
ら
の
指
定
歯
科
医
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
無
試
験
に
て
歯
科
医
師
免
許
を
取
得
で
き
た
こ
と
か
ら
、
卒
業
資
格
と
歯
科
医
師
資
格
は
同
一
で
あ
っ
た
。
②
の
歯
科
医
師
試
験
に
つ
い
て
、
歯
科
医
師
法
施
行
後
も
上
述
し
た
｢
医
術
開
業
試
験
規
則｣
に
よ
る
歯
科
医
術
開
業
試
験
が
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
大
正
二
(
一
九
一
三)
年
九
月
、
文
部
省
は
、
省
令
第
二
八
号
を
も
っ
て
｢
歯
科
医
師
試
験
規
則｣
を
公
布
し
た
。
該
規
則
に
よ
る
歯
科
医
師
試
験
と
歯
科
医
術
開
業
試
験
と
の
大
き
な
違
い
は
二
点
あ
る
。
第
一
に
、
試
験
科
目
で
あ
る
。
歯
科
医
師
試
験
は
、
医
術
開
業
試
験
と
同
様
に
、
学
説
試
験
と
実
地
試
験
に
分
け
ら
れ
、
学
説
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
実
地
試
験
を
受
験
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き
な
か
っ
た
(
)
。
た
だ
、
学
説
試
験
は
、｢
解
剖
学
(
組
織
学
ヲ
含
ム)｣
、｢
生
理
学｣
、｢
薬
物
学｣
、｢
病
理
学
(
細
胞
学
ヲ
含
ム)｣
、
｢
口
腔
外
科
学｣
、｢
歯
科
治
術
学
(
歯
科
矯
正
学
ヲ
含
ム)｣
及
び
｢
歯
科
技
工
学｣
と
な
り
、
試
験
科
目
が
よ
り
細
分
化
さ
れ
た
。
第
二
に
、
受
験
資
格
で
あ
る
。
歯
科
医
術
開
業
試
験
は
、
二
ヶ
年
以
上
歯
科
医
学
を
修
学
し
た
経
歴
が
あ
れ
ば
受
験
で
き
た
。
だ
が
、
歯
科
医
師
試
験
の
受
験
資
格
は
、(
ａ)
｢
中
学
校
若
ハ
修
業
年
限
四
箇
年
以
上
ノ
高
等
女
学
校
ノ
卒
業
者
又
ハ
之
ト
同
等
以
上
ノ
学
力
ヲ
有
ス
ル
者｣
で
あ
り
、
な
お
か
つ
、(
ｂ)
｢
修
業
年
限
三
箇
年
以
上
ノ
歯
科
医
学
校
ヲ
卒
業
シ
タ
ル
モ
ノ｣
と
し
た
こ
と
か
ら
、
受
験
資
格
の
大
幅
な
向
上
が
は
か
ら
れ
た
。(
ａ)
の
資
格
は
、
文
部
大
臣
の
指
定
す
る
歯
科
医
学
専
門
学
校
の
受
験
資
格
と
同
一
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
歯
科
医
師
の
基
礎
的
学
力
の
標
準
化
が
担
保
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
(
)
。(
ｂ)
に
あ
る
｢
修
業
年
限
三
箇
年
以
上
ノ
歯
科
医
学
校｣
と
は
、
専
門
学
校
令
に
依
拠
し
て
設
立
さ
れ
た
歯
科
医
学
専
門
学
校
と
は
異
な
り
、
同
令
に
依
拠
し
な
い
歯
科
医
学
校
で
あ
る
。
例
え
ば
、
大
正
一
五
(
一
九
二
六)
年
に
創
立
さ
れ
た
日
本
大
学
歯
科
医
学
校
や
京
北
高
等
歯
科
医
学
校
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
歯
科
医
学
校
卒
業
生
に
は
歯
科
医
師
試
験
の
受
験
資
格
が
与
え
ら
れ
た
(
)
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
歯
科
医
師
試
験
は
、
規
則
公
布
後
に
直
ち
に
施
行
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
医
術
開
業
試
験
か
ら
の
移
行
期
間
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
歯
科
医
師
試
験
規
則
は
、
大
正
一
一
(
一
九
二
二)
年
一
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
(
)
、｢
歯
科
医
師
試
験
ニ
関
シ
テ
ハ
本
令
施
行
ノ
日
ニ
至
ル
マ
テ
仍
従
前
ノ
規
定
ニ
依
ル｣
と
規
定
し
た
こ
と
か
ら
(
)
、
医
術
開
業
試
験
は
、
歯
科
医
師
試
験
規
則
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
継
続
し
て
挙
行
さ
れ
た
。
試
験
の
移
行
に
際
し
て
は
、
特
例
措
置
も
講
じ
ら
れ
た
。
大
正
三
(
一
九
一
四)
年
か
ら
大
正
九
(
一
九
二
〇)
年
六
月
三
〇
日
ま
で
に
歯
科
医
術
開
業
試
験
の
学
説
試
験
を
受
験
し
た
者
に
つ
い
て
は
、(
ａ)
の
資
格
を
有
し
て
い
な
く
て
も
、
歯
科
医
師
試
験
を
受
験
で
き
、
大
正
一
四
(
一
九
二
五)
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
に
学
説
試
験
に
合
格
し
た
場
合
に
は
、
昭
和
三
(
一
九
二
八)
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
実
地
試
験
を
受
験
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
と
同
様
の
優
遇
措
置
は
、
歯
科
医
術
開
業
試
験
の
学
説
試
験
合
格
者
に
も
講
じ
ら
れ
た
(
)
。
こ
の
よ
う
に
、
歯
科
医
術
開
業
試
験
か
ら
歯
科
医
師
試
験
へ
の
移
行
は
、
110
長
い
期
間
を
設
け
て
、
新
制
度
に
適
応
で
き
な
い
者
を
広
く
救
い
上
げ
る
か
た
ち
で
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
歯
科
医
師
法
で
定
め
ら
れ
た
歯
科
医
師
資
格
を
踏
ま
え
て
、
今
度
は
台
湾
に
お
け
る
歯
科
医
師
資
格
を
定
め
た
台
湾
歯
科
医
師
令
第
二
条
を
み
て
い
こ
う
。
同
令
第
二
条
第
一
項
は
｢
歯
科
医
師
タ
ラ
ム
ト
ス
ル
者
ハ
左
ノ
資
格
ヲ
有
シ
台
湾
総
督
ノ
免
許
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
要
ス｣
と
し
、
歯
科
医
師
資
格
と
し
て
、
①
｢
歯
科
医
師
法
第
一
条
第
一
号
ニ
該
当
ス
ル
者｣
(
第
一
号)
、
②
｢
台
湾
総
督
ノ
指
定
ス
ル
歯
科
医
師
試
験
ニ
合
格
シ
タ
ル
者｣
(
第
二
号)
、
③
｢
外
国
歯
科
医
学
校
ヲ
卒
業
シ
又
ハ
外
国
ニ
於
テ
歯
科
医
師
免
許
ヲ
得
タ
ル
帝
国
臣
民
ニ
シ
テ
台
湾
総
督
ノ
定
ム
ル
所
ニ
該
当
ス
ル
者｣
(
第
三
号)
を
示
し
た
。
同
条
第
二
項
は
｢
内
務
大
臣
ノ
歯
科
医
師
免
許
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ハ
前
項
ノ
規
定
ニ
拘
ラ
ス
歯
科
医
師
タ
ル
コ
ト
ヲ
得｣
と
し
て
、
内
務
大
臣
交
付
の
歯
科
医
師
免
許
が
台
湾
に
お
い
て
も
有
効
で
あ
り
、
所
持
者
は
歯
科
医
師
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
①
の
｢
歯
科
医
師
法
第
一
条
第
一
号
ニ
該
当
ス
ル
者｣
と
は
、｢
文
部
大
臣
ノ
指
定
シ
タ
ル
歯
科
医
学
専
門
学
校
ヲ
卒
業
シ
タ
ル
者｣
を
指
す
。
②
と
③
に
関
連
し
て
、
総
督
府
は
、
大
正
七
(
一
九
一
八)
年
七
月
、
府
令
第
五
五
号
を
も
っ
て
｢
歯
科
医
師
免
許
ノ
資
格
ニ
関
ス
ル
件｣
を
公
布
し
、
台
湾
歯
科
医
師
令
の
施
行
と
同
時
に
施
行
し
た
。
本
令
は
｢
左
ノ
資
格
ヲ
有
ス
ル
者
ハ
台
湾
歯
科
医
師
令
第
二
条
第
一
項
第
二
号
及
第
三
号
ノ
規
定
ニ
依
リ
歯
科
医
師
免
許
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得｣
と
し
、
免
許
取
得
資
格
と
し
て
｢
歯
科
医
師
試
験
規
則
ニ
依
ル
試
験
ニ
合
格
シ
タ
ル
者｣
、｢
医
術
開
業
試
験
規
則
ニ
依
ル
歯
科
医
術
開
業
試
験
ニ
合
格
シ
タ
ル
者｣
及
び
｢
外
国
歯
科
医
学
校
ノ
卒
業
証
書
又
ハ
外
国
ノ
歯
科
医
師
免
許
証
書
ヲ
有
ス
ル
帝
国
臣
民
ニ
シ
テ
台
湾
総
督
ニ
於
テ
適
当
ト
認
メ
タ
ル
者｣
を
指
定
し
た
(
)
。
こ
の
よ
う
に
、
台
湾
歯
科
医
師
令
第
二
条
第
一
号
で
規
定
す
る
歯
科
医
師
資
格
は
、
③
で
台
湾
総
督
に
外
国
歯
科
医
学
校
卒
業
者
等
へ
の
歯
科
医
師
認
定
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
文
部
大
臣
指
定
の
歯
科
医
学
専
門
学
校
卒
業
者
と
、
歯
科
医
師
試
験
及
び
歯
科
医
術
開
業
試
験
の
合
格
者
で
あ
り
、
内
地
の
歯
科
医
師
資
格
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
、
同
令
は
、
附
則
第
三
項
に
お
い
て
歯
科
医
師
資
格
に
関
わ
る
例
外
規
定
を
設
け
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、｢
台
湾
総
督
ハ
土
地
ノ
状
況
ニ
依
リ
第
二
条
ノ
資
格
ヲ
有
セ
サ
ル
者
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ニ
対
シ
当
分
ノ
内
開
業
ノ
地
域
及
期
間
ヲ
限
リ
歯
科
医
師
ヲ
免
許
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ｣
と
の
限
地
開
業
歯
科
医
の
規
定
で
あ
る
。
こ
の
限
地
開
業
歯
科
医
の
規
定
を
め
ぐ
っ
て
は
、
総
督
府
と
法
制
局
と
の
間
で
対
立
が
あ
っ
た
。
大
正
四
(
一
九
一
五)
年
二
月
一
三
日
に
台
湾
総
督
よ
り
内
務
大
臣
に
送
ら
れ
た
台
湾
歯
科
医
師
令
案
に
は
第
三
条
に
お
い
て
｢
台
湾
総
督
ハ
土
地
ノ
情
況
ニ
依
リ
第
二
条
ノ
資
格
ヲ
有
セ
サ
ル
者
ニ
対
シ
当
分
ノ
内
開
業
ノ
地
域
及
期
間
ヲ
限
リ
医
師
ヲ
免
許
ス
ル
コ
ト
ヲ
得｣
と
の
文
言
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
同
年
九
月
二
〇
日
、
在
京
台
湾
総
督
府
出
張
所
の
片
山
秀
太
郎
参
事
官
よ
り
国
府
小
平
総
督
府
衛
生
課
長
に
宛
て
て
、
法
制
局
の
仮
修
正
案
が
送
付
さ
れ
た
。
法
制
局
は
、
仮
修
正
案
に
お
い
て
第
三
条
を
削
除
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
仮
修
正
案
に
は
片
山
参
事
官
か
ら
の
｢
歯
科
医
師
令
案
第
三
条
ハ
前
項
ノ
外
ノ
者
ニ
付
仍
限
地
開
業
ヲ
認
ム
ル
趣
旨
ナ
リ
ヤ
(
別
紙
法
制
局
修
正
案
ハ
必
要
ナ
キ
モ
ノ
ト
仮
定
シ
テ
之
カ
規
定
ヲ
省
キ
タ
リ)｣
と
の
照
会
文
が
付
さ
れ
て
い
た
。
法
制
局
は
、
台
湾
歯
科
医
師
令
第
二
条
で
規
定
す
る
歯
科
医
師
資
格
以
外
は
認
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
(
)
。
こ
の
判
断
は
、
次
節
で
述
べ
る
と
お
り
、
法
制
局
の
掲
げ
る
内
台
間
の
｢
法
制
ノ
統
一｣
と
い
う
方
針
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
国
府
衛
生
課
長
は
、
仮
修
正
案
を
受
け
て
、
同
年
一
〇
月
一
日
、
片
山
参
事
官
に
電
報
を
打
つ
。
す
な
わ
ち
、｢
歯
科
医
師
令
案
第
三
条
ハ
前
項
ノ
外
ノ
者
ニ
付
普
通
医
師
同
様
限
地
開
業
ヲ
認
ム
ル
趣
旨
ナ
リ
歯
科
医
師
ノ
限
地
開
業
ハ
台
湾
ノ
実
状
ニ
於
テ
普
通
医
師
以
上
ニ
必
要
ナ
リ
サ
レ
バ
歯
科
医
師
令
附
則
中
ニ
『
台
湾
総
督
ハ
土
地
ノ
状
況
ニ
依
リ
第
二
条
ノ
資
格
ヲ
有
セ
サ
ル
者
ニ
対
シ
当
分
ノ
内
開
業
ノ
地
域
及
期
間
ヲ
限
リ
歯
科
医
師
ヲ
免
許
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ』
ノ
如
キ
加
入
ヲ
望
ム｣
と
。
国
府
衛
生
課
長
は
、｢
台
湾
ノ
実
状｣
即
ち
｢
現
在
ノ
歯
科
医
ハ
極
少
数｣
と
い
う
状
況
に
照
ら
せ
ば
、
限
地
開
業
医
(
普
通
医)
以
上
に
限
地
開
業
歯
科
医
が
必
要
で
あ
る
こ
と
と
、
限
地
開
業
歯
科
医
の
規
定
を
本
則
か
ら
附
則
に
移
し
て
暫
定
的
措
置
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
本
規
定
を
残
す
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
法
制
局
は
、｢
附
則｣
に
限
地
開
業
歯
科
医
を
認
め
る
例
外
規
定
を
置
く
こ
と
に
同
意
し
た
(
)
。
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以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
台
湾
歯
科
医
師
令
の
施
行
に
よ
り
、
歯
科
医
師
法
の
大
部
分
が
台
湾
に
適
用
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
内
地
と
台
湾
の
歯
科
医
師
法
制
は
、
相
当
程
度
の
共
通
性
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
適
用
さ
れ
た
歯
科
医
師
法
の
条
文
中
、
台
湾
の
特
殊
事
情
を
反
映
し
た
の
が
、
総
督
府
の
統
治
政
策
上
の
観
点
か
ら
法
定
歯
科
医
師
会
を
設
置
し
な
か
っ
た
こ
と
と
、
医
生
を
歯
科
医
師
法
の
枠
外
に
置
き
、
歯
科
診
療
を
許
す
も
、
歯
科
専
門
の
標
榜
と
歯
科
医
業
中
の
金
属
充
填
等
の
行
為
を
禁
止
し
、
医
師
と
の
差
別
化
を
は
か
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
台
湾
に
お
け
る
歯
科
医
師
資
格
は
、
台
湾
歯
科
医
師
令
第
二
条
及
び
附
則
第
三
項
に
て
規
定
し
た
が
、
全
体
と
し
て
内
地
と
同
一
で
あ
り
、
唯
一
の
例
外
と
し
て
限
地
開
業
歯
科
医
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
三
、
例
外
規
定
を
め
ぐ
る
対
立
台
湾
歯
科
医
師
令
の
改
正
台
湾
総
督
府
は
、
台
湾
歯
科
医
師
令
附
則
第
三
項
に
て
規
定
す
る
限
地
開
業
歯
科
医
制
度
を
運
用
す
る
に
あ
た
り
、
大
正
七
(
一
九
一
八)
年
八
月
、
民
警
第
一
九
四
五
号
を
も
っ
て
｢
限
地
開
業
歯
科
医
師
免
許
方
針｣
を
定
め
た
。
限
地
開
業
歯
科
医
師
免
許
方
針
一
開
業
セ
ム
ト
ス
ル
地
域
内
ニ
台
湾
歯
科
医
師
令
第
二
条
ノ
資
格
ヲ
有
ス
ル
歯
科
医
師
ノ
開
業
者
在
ラ
サ
ル
コ
ト
二
開
業
地
ヲ
管
轄
ス
ル
庁
以
外
ノ
地
ニ
往
診
ヲ
許
サ
サ
ル
命
令
条
件
ヲ
附
ス
ル
コ
ト
三
相
当
ノ
経
歴
ア
リ
テ
別
ニ
定
ム
ル
試
験
ニ
合
格
シ
タ
ル
者
ナ
ル
コ
ト
四
免
許
年
限
ハ
三
年
以
内
ノ
コ
ト
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方
針
に
よ
れ
ば
、
限
地
開
業
歯
科
医
と
し
て
免
許
を
受
け
る
に
は
、
開
業
を
希
望
す
る
地
域
内
に
有
資
格
歯
科
医
師
の
開
業
者
が
い
な
い
こ
と
を
前
提
条
件
と
し
て
、
相
当
の
経
歴
を
有
し
、
な
お
か
つ
、
別
に
定
め
る
試
験
に
合
格
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
免
許
の
期
間
は
三
年
以
内
で
あ
り
、
免
許
を
受
け
開
業
し
た
際
に
は
、
管
轄
庁
以
外
の
地
域
に
往
診
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
(
)
。
か
く
し
て
、
限
地
開
業
歯
科
医
は
、
附
則
第
三
項
の
と
お
り
｢
開
業
ノ
地
域
及
期
間
ヲ
限
リ
歯
科
医
師
ヲ
免
許｣
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
方
針
で
示
さ
れ
た
｢
試
験｣
に
関
し
て
、
総
督
府
は
、
同
月
、
民
警
第
一
九
四
六
号
を
も
っ
て
｢
試
験
内
規｣
を
制
定
し
た
。
内
規
に
よ
る
と
、
試
験
は
、
限
地
開
業
免
許
申
請
者
を
総
督
府
警
察
本
署
衛
生
課
に
随
時
招
集
し
て
行
い
、
筆
記
試
験
と
口
述
試
験
を
も
っ
て
構
成
し
、
筆
記
試
験
合
格
者
が
口
述
試
験
を
受
験
で
き
た
。
筆
記
試
験
に
は
免
除
規
定
が
あ
り
、
歯
科
医
師
免
許
に
つ
い
て
は
｢
歯
科
医
師
試
験
規
則
ニ
依
ル
学
説
試
験
及
医
術
開
業
試
験
規
則
ニ
依
ル
歯
科
学
説
試
験
ニ
合
格
シ
タ
ル
者｣
と
、｢
免
許
申
請
者
ノ
経
歴
ニ
依
リ
試
験
施
行
担
当
者
ニ
於
テ
前
各
号
該
当
者
ト
同
等
以
上
ノ
学
力
ヲ
有
ス
ト
認
ム
ル
者｣
は
筆
記
試
験
が
免
除
さ
れ
た
。
受
験
資
格
は
特
に
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
希
望
者
は
誰
で
も
受
験
で
き
た
(
)
。
総
督
府
は
、｢
限
地
開
業
歯
科
医
師
免
許
方
針｣
と
｢
試
験
内
規｣
に
依
拠
し
て
、
限
地
開
業
歯
科
医
と
し
て
開
業
を
許
可
し
、
免
許
を
付
与
し
て
い
っ
た
。
大
正
七
(
一
九
一
八)
年
七
月
府
令
第
五
四
号
｢
台
湾
歯
科
医
師
令
施
行
規
則｣
に
よ
れ
ば
、
歯
科
医
師
免
許
の
申
請
を
許
可
し
た
場
合
、
本
府
に
備
え
付
け
の
｢
歯
科
医
籍｣
に
登
録
し
て
免
許
を
下
付
し
た
(
第
一
条
第
三
項)
。
そ
し
て
、
歯
科
医
籍
へ
の
登
録
事
項
は
『
府
報』
に
載
せ
ら
れ
た
(
第
一
九
条
(
))
。『
府
報』
に
掲
載
さ
れ
た
歯
科
医
籍
の
登
録
情
報
に
よ
れ
ば
、
限
地
開
業
歯
科
医
と
し
て
最
初
に
歯
科
医
籍
に
登
録
さ
れ
た
の
は
中
山
文
男
で
あ
っ
た
。
登
録
情
報
に
つ
い
て
は
、｢
登
録
年
月
日｣
が
大
正
七
年
一
〇
月
一
五
日
、｢
登
録
番
号｣
が
一
、｢
開
業
地
域｣
が
宜
蘭
庁
本
城
堡
宜
蘭
街
、｢
開
業
期
間｣
が
大
正
七
年
一
〇
月
一
五
日
よ
り
大
正
一
〇
年
一
〇
月
一
四
日
ま
で
、｢
族
籍｣
が
東
京
府
士
族
、｢
氏
名｣
が
中
山
文
男
、｢
申
請
書
経
由
庁｣
が
宜
蘭
庁
で
あ
っ
た
。
歯
科
医
籍
に
登
録
さ
れ
た
限
地
開
業
歯
科
医
の
開
業
地
域
を
み
て
み
る
と
、
中
山
文
男
は
宜
蘭
街
で
あ
っ
た
ほ
か
、
例
え
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ば
、
真
田
直
は
台
北
庁
芝
蘭
三
堡
淡
水
街
、
津
田
亮
顕
は
桃
園
庁
桃
園
堡
桃
園
街
、
山
田
謙
次
郎
は
南
投
庁
南
投
堡
南
投
街
、
張
文
選
は
台
南
庁
台
南
市
、
福
田
収
作
は
阿

庁
港
西
中
里
阿

街
、
山
田
嘉
穐
は
台
東
庁
南
郷
台
東
街
と
い
っ
た
よ
う
に
、
各
地
方
庁
の
要
地
に
て
開
業
が
許
可
さ
れ
て
い
る
(
)
。
こ
の
こ
と
は
、
限
地
開
業
歯
科
医
が
有
資
格
歯
科
医
師
の
開
業
者
が
い
な
い
地
域
に
限
り
開
業
を
許
可
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
要
地
で
す
ら
有
資
格
の
歯
科
医
師
が
不
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
し
示
す
も
の
で
あ
る
。『
府
報』
掲
載
の
歯
科
医
籍
登
録
情
報
に
よ
り
、
大
正
八
(
一
九
一
九)
年
か
ら
大
正
一
二
(
一
九
二
三)
年
ま
で
の
限
地
開
業
歯
科
医
の
数
量
を
算
出
し
て
み
る
と
、
い
ず
れ
の
年
も
一
月
一
日
現
在
に
お
い
て
、
大
正
八
年
一
五
人
、
大
正
九
(
一
九
二
〇)
年
一
九
人
、
大
正
一
〇
(
一
九
二
一)
年
二
五
人
、
大
正
一
一
(
一
九
二
二)
年
二
六
人
、
大
正
一
二
年
二
五
人
で
あ
っ
た
(
)
。
限
地
開
業
歯
科
医
は
、
有
資
格
の
歯
科
医
師
が
極
め
て
少
な
い
状
況
な
か
で
、
歯
科
医
業
を
拡
充
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
。
だ
が
、
大
正
一
一
(
一
九
二
二)
年
三
月
、
総
督
府
は
、
律
令
第
一
号
を
も
っ
て
台
湾
歯
科
医
師
令
を
改
め
、
限
地
開
業
歯
科
医
制
度
を
廃
止
し
、
新
た
な
歯
科
医
師
度
を
打
ち
出
し
た
(
)
。
律
令
第
一
号
台
湾
歯
科
医
師
令
中
左
ノ
通
改
正
ス
附
則
第
二
項
及
第
三
項
ヲ
左
ノ
如
ク
改
ム
台
湾
総
督
ハ
歯
科
医
師
法
第
一
条
第
一
号
ニ
掲
ク
ル
学
校
ニ
特
別
入
学
ヲ
許
サ
レ
正
規
ノ
入
学
資
格
ヲ
有
シ
テ
入
学
シ
タ
ル
者
ト
同
一
ノ
課
程
ヲ
履
修
シ
全
部
ノ
試
験
ニ
及
第
シ
タ
ル
者
ノ
中
適
当
ト
認
メ
タ
ル
者
ニ
対
シ
第
二
条
ノ
規
定
ニ
拘
ラ
ス
当
分
ノ
内
歯
科
医
師
ヲ
免
許
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
附
則
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本
令
ハ
公
布
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス
従
前
ノ
規
定
ニ
依
リ
歯
科
医
師
ノ
免
許
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ハ
之
ヲ
本
令
ニ
依
リ
免
許
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ト
看
做
ス
但
シ
土
地
及
期
間
ノ
制
限
ニ
付
テ
ハ
仍
従
前
ノ
例
ニ
依
ル
本
令
に
よ
り
、
限
地
開
業
歯
科
医
制
度
を
認
め
た
附
則
第
三
項
は
削
除
さ
れ
た
。
た
だ
、
旧
令
に
よ
り
限
地
開
業
歯
科
医
と
し
て
歯
科
医
師
免
許
を
付
与
さ
れ
た
者
の
身
分
は
保
障
さ
れ
て
お
り
、
限
地
開
業
歯
科
医
は
、
期
間
満
了
後
も
再
申
請
を
行
う
こ
と
で
継
続
し
て
歯
科
医
業
に
従
事
で
き
た
(
)
。
限
地
開
業
歯
科
医
制
度
に
代
わ
っ
て
新
た
に
作
ら
れ
た
制
度
と
は
、｢
歯
科
医
師
法
第
一
条
第
一
号
ニ
掲
ク
ル
学
校｣
即
ち
｢
文
部
大
臣
ノ
指
定
シ
タ
ル
歯
科
医
学
専
門
学
校｣
に
特
別
入
学
を
許
さ
れ
た
者
で
、
か
つ
、
正
規
の
課
程
を
履
修
し
、
す
べ
て
の
試
験
に
合
格
し
た
者
に
歯
科
医
師
免
許
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
っ
た
(
以
下
、
特
別
生
特
例
制
度
と
す
る)
。
特
別
生
特
例
制
度
に
よ
る
歯
科
医
師
免
許
は
、
地
域
と
期
間
の
制
限
は
な
く
、
台
湾
歯
科
医
師
令
第
二
条
の
資
格
を
有
す
る
歯
科
医
師
に
与
え
ら
れ
た
免
許
と
同
一
の
も
の
で
あ
っ
た
。
実
は
、
特
別
生
特
例
制
度
の
創
設
は
、
内
地
留
学
を
し
て
い
る
台
湾
人
子
弟
の
実
状
を
踏
ま
え
た
歯
科
医
学
教
育
界
か
ら
の
強
い
要
請
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
大
正
九
(
一
九
二
〇)
年
一
〇
月
七
日
付
で
在
京
の
台
湾
学
生
監
督
永
田
秀
次
郎
よ
り
台
湾
総
督
田
健
治
郎
宛
に
送
ら
れ
た
文
書
に
は
、
東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校
長
血
脇
守
之
助
か
ら
台
湾
総
督
田
健
治
郎
宛
の
一
〇
月
一
日
付
の
書
翰
が
添
付
さ
れ
て
い
る
(
)
。
血
脇
の
書
翰
に
は
次
の
よ
う
に
認
め
ら
れ
て
い
た
。
東
歯
学
第
一
一
四
五
号
大
正
七
年
一
月
一
一
日
民
警
第
三
二
号
ヲ
以
テ
本
校
特
別
生
歯
科
医
師
資
格
ニ
関
ス
ル
件
御
回
答
相
成
居
候
処
右
ハ
朝
鮮
人
ニ
シ
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テ
中
学
校
ヲ
卒
業
セ
サ
ル
モ
ノ
ヲ
本
校
特
別
生
ト
シ
テ
入
学
セ
シ
メ
卒
業
後
朝
鮮
地
域
ヲ
限
リ
歯
科
医
師
ト
シ
テ
無
試
験
開
業
免
許
相
成
居
候
実
例
ニ
徴
シ
御
島
ニ
於
テ
モ
右
同
様
ノ
台
湾
人
ノ
特
別
生
ト
シ
テ
卒
業
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
無
試
験
開
業
免
許
証
御
下
附
相
成
候
様
歯
科
医
師
令
御
改
正
ノ
義
御
願
申
上
候
元
来
台
湾
人
又
ハ
朝
鮮
人
ニ
対
シ
テ
ハ
主
ラ
一
視
同
仁
恩
威
並
行
ハ
シ
ム
ル
方
政
治
ノ
妙
所
ト
存
候
間
歯
科
医
師
令
中
第
二
条
第
三
項
ハ
外
国
歯
科
医
学
校
卒
業
生
ニ
恩
典
ア
リ
テ
本
国
政
府
ノ
指
定
学
校
卒
業
生
ヲ
認
メ
ラ
レ
サ
ル
ハ
少
シ
ク
矛
盾
シ
タ
ル
御
見
解
ニ
ハ
無
之
カ
ト
モ
存
候
何
卒
周
囲
ノ
事
情
等
ニ
不
拘
最
善
ノ
施
設
ト
御
諒
解
被
下
候
ハ
ヽ
一
日
モ
早
ク
朝
鮮
同
様
御
改
正
被
下
度
御
島
人
本
校
特
別
生
陳
増
全
ノ
卒
業
ヲ
機
ト
シ
同
人
ノ
成
績
ヲ
添
付
シ
重
ネ
テ
願
上
候
也
大
正
九
年
一
〇
月
一
日
財
団
法
人
東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校
長
血
脇
守
之
助
台
湾
総
督
男
爵
田
健
治
郎
殿
こ
の
書
翰
に
は
別
添
と
し
て
、
陳
増
全
の
卒
業
成
績
書
、
朝
鮮
歯
科
医
師
規
則
及
び
東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校
学
則
の
抜
粋
が
付
せ
ら
れ
た
。
台
湾
学
生
監
督
の
永
田
も
ま
た
血
脇
の
書
翰
の
内
容
に
賛
同
し
て
｢
台
湾
歯
科
医
師
法
改
正
ノ
議
ニ
付
至
急
何
分
ノ
御
配
慮
煩
シ
度
朝
鮮
総
督
府
ニ
於
テ
モ
既
ニ
大
正
六
年
九
月
二
十
日
朝
鮮
歯
科
医
師
規
則
中
第
一
条
第
四
項
ニ
歯
科
医
学
専
門
学
校
特
別
卒
業
生
ニ
対
シ
開
業
資
格
ヲ
認
定
セ
ラ
レ
居
リ
候
就
テ
ハ
貴
府
ニ
於
カ
レ
テ
モ
朝
鮮
歯
科
医
師
法
同
様
御
改
正
ノ
運
ビ
願
ハ
ル
レ
バ
台
湾
学
生
ノ
タ
メ
誠
ニ
好
都
合
ノ
事
ト
存
ジ
候
間
成
ベ
ク
至
急
御
取
計
相
願
度
候
也
(
)｣
と
、
特
別
生
特
例
制
度
を
盛
り
込
ん
だ
台
湾
歯
科
医
師
令
の
改
正
を
台
湾
人
内
地
留
学
生
の
た
め
に
早
急
に
行
う
よ
う
台
湾
総
督
に
訴
え
て
い
る
。
総
督
府
は
、
永
田
及
び
血
脇
の
要
請
を
受
け
て
、
一
一
月
一
〇
日
、
下
村
宏
総
務
長
官
よ
り
永
田
学
生
監
督
宛
に
総
警
第
三
四
五
五
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号
も
っ
て
｢
十
月
七
日
付
ヲ
以
テ
歯
科
医
学
専
門
学
校
特
別
生
卒
業
試
験
合
格
者
タ
ル
台
湾
人
ヲ
台
湾
歯
科
医
師
令
ニ
於
テ
当
然
免
許
可
相
成
様
資
格
規
定
ニ
関
ス
ル
件
ハ
御
申
越
ノ
趣
御
尤
モ
ノ
次
第
ト
存
候
ニ
付
之
カ
適
当
ナ
ル
改
正
ニ
付
考
案
中
ニ
有
之
候
間
其
レ
迄
ハ
歯
科
医
師
令
附
則
第
三
号
ノ
規
定
ニ
係
ル
免
許
ニ
於
テ
可
成
便
宜
ノ
取
計
可
致
候
条
右
ニ
御
了
知
相
成
度
此
段
及
回
答
候
也｣
と
の
回
答
文
を
送
付
し
た
(
)
。
こ
の
よ
う
に
、
総
督
府
は
、
特
別
生
特
例
制
度
を
創
設
す
る
た
め
の
台
湾
歯
科
医
師
令
改
正
の
要
望
に
つ
い
て
｢
御
尤
モ
ノ
次
第｣
で
あ
り
、｢
適
当
ナ
ル
改
正
ニ
付
考
案
中｣
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ま
で
は
特
別
生
と
し
て
東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校
に
入
学
し
た
陳
増
全
ら
台
湾
人
卒
業
生
に
つ
い
て
は
、
限
地
開
業
歯
科
医
と
し
て
歯
科
医
師
免
許
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
応
す
る
と
回
答
し
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
特
別
生
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
生
徒
な
の
か
。
血
脇
の
書
翰
に
添
付
さ
れ
た
東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校
学
則
の
抜
粋
に
よ
れ
ば
、
特
別
生
と
は
、
中
学
校
卒
業
等
の
正
規
の
入
学
資
格
を
持
た
な
い
｢
朝
鮮
人
台
湾
人
支
那
人
等
ニ
シ
テ
本
校
ニ
入
学
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
特
別
生
ト
シ
テ
許
可
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ｣
と
の
規
定
に
よ
り
入
学
が
許
可
さ
れ
た
者
で
あ
る
。
入
学
志
願
者
に
は
、
体
格
検
査
及
び
学
術
試
験
を
行
い
、
試
験
の
科
目
は
｢
国
語
作
文｣
で
あ
っ
た
。
特
別
生
に
は
｢
外
国
語
ヲ
課
セ
サ
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ｣
と
し
、
特
別
生
が
卒
業
試
験
に
合
格
し
た
場
合
、｢
畢
業
証
書｣
が
授
与
さ
れ
る
。
抜
粋
が
認
め
ら
れ
た
文
書
に
は
｢
入
学
試
験
ハ
本
科
ハ
外
国
語
ノ
試
験
ヲ
課
ス
ル
モ
卒
業
試
験
ハ
外
国
語
ヲ
課
セ
ス
即
チ
特
別
生
ト
同
様
ノ
試
験
ヲ
行
フ
モ
ノ
ト
ス｣
と
の
｢
注
意
事
項｣
が
わ
ざ
わ
ざ
記
載
さ
れ
て
い
る
(
)
。
こ
れ
は
、
特
別
生
が
卒
業
後
、
正
規
学
生
並
み
の
実
力
を
具
え
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
特
別
生
は
、
卒
業
後
、｢
歯
科
医
師
試
験｣
を
受
験
す
る
資
格
(
中
学
校
卒
業
資
格
等)
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
内
地
に
お
い
て
歯
科
医
師
に
な
る
道
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
。
歯
科
医
術
開
業
試
験
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、｢
歯
科
医
師
試
験｣
の
受
験
資
格
を
得
る
方
法
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
特
例
も
大
正
九
(
一
九
二
〇)
年
六
月
三
〇
日
限
り
で
打
ち
切
ら
れ
て
い
た
。
台
118
湾
人
や
朝
鮮
人
の
特
別
生
が
卒
業
後
｢
歯
科
医
師｣
と
な
る
に
は
、
台
湾
や
朝
鮮
に
戻
っ
て
、
歯
科
医
師
法
の
枠
外
に
お
い
て
、
当
該
地
域
限
り
の
歯
科
医
師
免
許
を
受
け
る
ほ
か
、
現
実
的
な
方
法
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
当
時
、
特
別
生
の
う
ち
、
朝
鮮
人
の
卒
業
生
は
、
朝
鮮
に
戻
れ
ば
歯
科
医
師
に
な
る
道
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
朝
鮮
総
督
府
は
、
大
正
二
(
一
九
一
三)
年
一
一
月
府
令
第
一
〇
一
号
を
も
っ
て
｢
歯
科
医
師
規
則｣
を
公
布
し
、
翌
年
一
月
一
日
よ
り
施
行
し
た
(
)
。
次
い
で
、
大
正
六
(
一
九
一
七)
年
九
月
、
府
令
第
六
八
号
を
も
っ
て
歯
科
医
師
規
則
を
改
正
し
、
歯
科
医
師
資
格
を
定
め
た
第
一
条
第
四
号
に
｢
歯
科
医
師
法
第
一
条
第
一
号
ノ
学
校
ニ
特
別
入
学
ヲ
許
サ
レ
タ
ル
朝
鮮
人
ニ
シ
テ
正
規
ノ
入
学
資
格
ヲ
有
シ
テ
入
学
シ
タ
ル
者
ト
同
一
ノ
課
程
ヲ
履
修
シ
全
科
ノ
試
験
ニ
及
第
シ
タ
ル
者｣
を
追
加
し
た
(
)
。
こ
れ
に
よ
り
、
朝
鮮
人
の
特
別
生
は
、
卒
業
後
、
朝
鮮
に
お
い
て
歯
科
医
師
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
か
り
に
特
別
生
た
る
台
湾
人
の
卒
業
生
が
朝
鮮
に
渡
っ
て
も
、
朝
鮮
の
特
別
生
特
例
制
度
は
｢
朝
鮮
人｣
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歯
科
医
師
免
許
を
付
与
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
か
く
し
て
、
台
湾
人
の
特
別
生
が
卒
業
後
に
実
際
に
取
り
得
る
道
は
、
台
湾
に
戻
り
、
限
地
開
業
歯
科
医
に
な
る
こ
と
し
か
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
下
村
総
務
長
官
よ
り
永
田
学
生
監
督
宛
に
文
書
が
送
ら
れ
た
二
日
後
の
大
正
九
(
一
九
二
〇)
年
一
一
月
一
三
日
、
総
督
府
警
務
局
衛
生
課
は
｢
台
湾
歯
科
医
師
令
中
改
正
ノ
件｣
を
起
案
し
た
。
本
案
は
、
台
湾
歯
科
医
師
令
中
改
正
律
令
案
を
台
湾
中
央
衛
生
会
に
諮
詢
す
る
こ
と
に
つ
い
て
決
裁
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
正
一
〇
(
一
九
二
一)
年
三
月
一
四
日
に
決
裁
さ
れ
、
一
五
日
に
総
督
よ
り
台
湾
中
央
衛
生
会
に
律
令
案
が
諮
詢
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
九
月
三
〇
日
、｢
諮
詢
取
消
ニ
関
ス
ル
件｣
が
衛
生
課
よ
り
立
案
さ
れ
、
一
〇
月
四
日
、
総
務
長
官
よ
り
台
湾
中
央
衛
生
会
長
に
対
し
て
、
台
湾
歯
科
医
師
令
中
改
正
律
令
案
の
諮
詢
を
取
り
消
す
旨
通
達
が
な
さ
れ
た
。
理
由
は
｢
本
件
ハ
別
途
律
令
案
ヲ
起
シ
進
行
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
曩
ニ
諮
詢
セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
改
正
案
ノ
内
容
ニ
付
中
央
衛
生
会
ノ
意
見
ヲ
徴
ス
ル
ヲ
至
当
ト
認
メ
タ
ル
ニ
ア
リ
シ
カ
其
ノ
後
関
係
諸
官
ニ
非
公
式
ニ
其
ノ
意
見
ヲ
求
メ
タ
ル
処
大
体
不
可
ナ
キ
カ
如
ク
ナ
ル
ヲ
以
テ
一
面
進
行
ヲ
急
ク
関
係
上
茲
ニ
至
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
ス｣
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
関
係
者
に
非
公
式
に
意
見
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を
聴
取
し
た
と
こ
ろ
ほ
ぼ
反
対
意
見
は
な
い
こ
と
か
ら
｢
別
途
律
令
案
ヲ
起
シ
進
行｣
す
る
と
し
て
諮
詢
を
取
り
消
し
た
の
で
あ
る
(
)
。
確
か
に
、｢
諮
詢
取
消
ニ
関
ス
ル
件｣
の
起
案
日
と
同
日
に
衛
生
課
よ
り
｢
台
湾
歯
科
医
師
令
中
改
正
ノ
件｣
と
し
て
律
令
上
奏
案
が
立
案
さ
れ
、
一
〇
月
三
日
に
決
裁
を
得
て
、
同
月
四
日
、
総
督
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
に
発
送
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
翌
(
一
九
二
二)
年
二
月
一
六
日
、
在
京
の
鼓
包
美
参
事
官
か
ら
下
村
充
郎
参
事
官
に
対
し
て
｢
台
湾
歯
科
医
師
令
中
改
正
ノ
件
法
制
局
ニ
於
テ
別
紙
ノ
通
決
定
致
候
条
御
了
知
相
成
度
候
也｣
と
の
通
知
が
あ
り
、
法
制
局
決
定
案
が
送
付
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
法
制
局
決
定
の
律
令
案
は
、
こ
の
通
知
よ
り
前
に
す
で
に
閣
議
に
提
出
さ
れ
て
お
り
、
二
月
七
日
、
総
督
名
義
の
一
月
一
〇
日
付
上
奏
文
と
と
も
に
、
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
閣
議
請
議
さ
れ
て
い
た
。
律
令
案
は
、
二
〇
日
の
閣
議
決
定
を
経
て
上
奏
さ
れ
、
二
一
日
に
裁
可
を
得
て
、
翌
月
二
日
に
公
布
さ
れ
た
(
)
。
大
正
一
〇
(
一
九
二
一)
年
一
〇
月
四
日
に
内
閣
総
理
大
臣
に
送
ら
れ
た
総
督
府
の
律
令
案
(
以
下
、
総
督
府
案
と
す
る)
と
、
二
月
七
日
に
閣
議
請
議
さ
れ
た
法
制
局
決
定
の
律
令
案
(
以
下
、
法
制
局
案
と
す
る)
は
、
内
容
に
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
。
総
督
府
の
本
府
に
は
一
〇
月
四
日
に
総
督
府
案
を
発
送
し
て
以
降
、
二
月
一
六
日
に
法
制
局
案
が
送
ら
れ
て
く
る
ま
で
、
往
復
文
書
等
の
公
式
記
録
が
な
い
こ
と
か
ら
、
在
京
の
鼓
包
美
参
事
官
ら
が
主
導
し
て
法
制
局
と
の
折
衝
の
任
に
あ
た
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
表
は
、
総
督
府
案
と
法
制
局
案
の
改
正
内
容
と
、
各
案
に
添
付
さ
れ
た
改
正
の
理
由
書
を
対
照
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
第
三
表
に
よ
れ
ば
、
総
督
府
案
と
法
制
局
案
と
の
最
も
大
き
な
差
異
は
、
前
者
が
｢
附
則
ニ
左
ノ
一
項
ヲ
加
フ｣
と
し
た
の
に
対
し
て
、
後
者
は
｢
附
則
第
二
項
及
第
三
項
ヲ
左
ノ
如
ク
改
ム｣
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
総
督
府
が
特
別
生
特
例
規
定
を
附
則
に
追
加
す
る
の
み
で
、
附
則
第
三
項
の
限
地
開
業
歯
科
医
に
関
わ
る
規
定
の
削
除
を
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
法
制
局
案
は
、
特
別
生
特
例
規
定
を
も
っ
て
附
則
第
二
項
及
び
第
三
項
を
上
書
き
し
て
削
除
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
理
由
書
の
書
き
ぶ
り
に
も
違
い
が
生
じ
た
。
両
案
の
理
由
書
と
も
、
台
湾
に
お
け
る
歯
科
医
師
開
業
者
が
極
め
て
少
な
い
と
の
認
識
は
共
120
通
し
て
い
る
。
た
だ
、
総
督
府
案
の
理
由
書
は
、
内
地
人
の
有
資
格
歯
科
医
師
の
開
業
者
も
稀
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
代
替
す
る
制
度
と
し
て
特
別
生
特
例
制
度
を
作
る
と
述
べ
た
の
に
対
し
、
法
制
局
案
の
理
由
書
は
、
歯
科
医
師
補
充
の
た
め
限
地
開
業
歯
科
医
を
認
め
て
き
た
が
、｢
不
便
且
穏
当
ナ
ラ
サ
ル｣
た
め
、
こ
れ
を
廃
し
、
特
別
生
特
例
制
度
で
代
替
す
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
(
出
典)
｢
歯
科
医
師
令
中
改
正
公
布｣
『
大
正
一
一
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
一
四
巻』
第
一
五
文
書
、
簿
冊
番
号：
〇
三
二
七
七
、
及
び
｢
台
湾
歯
科
医
師
令
中
改
正
律
令
案｣
『
公
文
類
聚』
第
四
六
編
・
大
正
一
一
年
・
第
二
七
巻
、
請
求
番
号：
類
〇
一
四
五
〇
―
〇
〇
。
改
正
内
容
の
二
点
目
の
差
異
は
、
特
別
生
特
例
制
度
の
対
象
の
違
い
で
あ
る
。
総
督
府
案
は
、｢
歯
科
医
師
法
第
一
条
第
一
号
ニ
該
当
ス
ル
学
校
ニ
特
別
入
学
ヲ
許
サ
レ
タ
ル
台
湾
人
ニ
シ
テ
正
規
ノ
入
学
資
格
ヲ
有
シ
テ
入
学
シ
タ
ル
者｣
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
法
制
局
案
は
、｢
歯
科
医
師
法
第
一
条
第
一
号
ニ
掲
ク
ル
学
校
ニ
特
別
入
学
ヲ
許
サ
レ
正
規
ノ
入
学
資
格
ヲ
有
シ
テ
入
学
シ
タ
ル
者｣
と
な
っ
日本統治下台湾の歯科医療法制 (鈴木)121
第
三
表
台
湾
歯
科
医
師
令
中
改
正
律
令
案
の
改
正
内
容
と
理
由
書
対
照
表
項
目
総
督
府
案
法
制
局
案
改
正
内
容
台
湾
歯
科
医
師
令
附
則
ニ
左
ノ
一
項
ヲ
加
フ
台
湾
総
督
ハ
歯
科
医
師
法
第
一
条
第
一
号
ニ
該
当
ス
ル
学
校
ニ
特
別
入
学
ヲ
許
サ
レ
タ
ル
台
湾
人
ニ
シ
テ
正
規
ノ
入
学
資
格
ヲ
有
シ
テ
入
学
シ
タ
ル
者
ト
同
一
ノ
課
程
ヲ
履
修
シ
全
部
ノ
試
験
ニ
及
第
シ
タ
ル
者
ニ
シ
テ
適
当
ト
認
メ
タ
ル
者
ニ
対
シ
第
二
条
ノ
規
定
ニ
拘
ラ
ス
当
分
ノ
内
歯
科
医
師
ヲ
免
許
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
附
則
本
令
ハ
公
布
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス
附
則
第
二
項
及
第
三
項
ヲ
左
ノ
如
ク
改
ム
台
湾
総
督
ハ
歯
科
医
師
法
第
一
条
第
一
号
ニ
掲
ク
ル
学
校
ニ
特
別
入
学
ヲ
許
サ
レ
正
規
ノ
入
学
資
格
ヲ
有
シ
テ
入
学
シ
タ
ル
者
ト
同
一
ノ
課
程
ヲ
履
修
シ
全
部
ノ
試
験
ニ
及
第
シ
タ
ル
者
ノ
中
適
当
ト
認
メ
タ
ル
者
ニ
対
シ
第
二
条
ノ
規
定
ニ
拘
ラ
ス
当
分
ノ
内
歯
科
医
師
ヲ
免
許
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
附
則
本
令
ハ
公
布
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス
従
前
ノ
規
定
ニ
依
リ
歯
科
医
師
ノ
免
許
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ハ
之
ヲ
本
令
ニ
依
リ
免
許
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ト
看
做
ス
但
シ
土
地
及
期
間
ノ
制
限
ニ
付
テ
ハ
仍
従
前
ノ
例
ニ
依
ル
理
由
書
台
湾
ニ
於
ケ
ル
歯
科
医
師
開
業
者
数
ハ
甚
タ
少
数
ニ
シ
テ
医
療
上
多
大
ノ
不
便
ヲ
感
シ
ツ
ヽ
ア
リ
而
シ
テ
内
地
人
ノ
有
資
格
者
ニ
シ
テ
本
島
ニ
於
テ
開
業
ヲ
試
ム
ル
モ
ノ
近
年
稀
レ
ニ
見
ル
ノ
ミ
故
ニ
前
述
ノ
欠
陥
ヲ
補
フ
ノ
必
要
ヨ
リ
本
案
ヲ
提
出
ス
ル
所
以
ナ
リ
従
来
台
湾
ニ
於
テ
ハ
歯
科
医
師
開
業
者
甚
タ
少
ク
之
カ
補
充
ト
シ
テ
限
地
開
業
ノ
制
ヲ
認
メ
タ
リ
シ
カ
不
便
且
穏
当
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
廃
シ
本
島
人
ニ
シ
テ
相
当
資
格
ア
ル
者
ノ
中
ヨ
リ
之
ヲ
補
充
セ
シ
ム
ル
ヲ
適
当
ナ
リ
ト
認
メ
タ
ル
ニ
由
ル
て
い
る
。
つ
ま
り
、
総
督
府
案
が
制
度
の
対
象
を
｢
台
湾
人｣
に
限
定
し
た
の
に
対
し
、
法
制
局
案
は
、｢
台
湾
人｣
だ
け
で
は
な
く
｢
朝
鮮
人｣
や
｢
支
那
人｣
へ
の
適
用
も
可
能
と
し
、
対
象
を
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。
改
正
内
容
の
三
点
目
の
差
異
は
、
法
制
局
案
が
限
地
開
業
医
制
度
の
廃
止
を
踏
ま
え
て
、
現
行
規
定
に
よ
り
免
許
さ
れ
た
限
地
開
業
歯
科
医
の
救
済
規
定
を
入
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。こ
の
よ
う
に
、
総
督
府
は
、
限
地
開
業
歯
科
医
制
度
を
引
き
続
き
利
用
し
て
、
有
資
格
歯
科
医
師
開
業
者
が
不
在
の
地
域
に
歯
科
医
療
の
普
及
を
は
か
る
余
地
を
残
し
な
が
ら
、
特
別
生
特
例
制
度
を
も
っ
て
有
資
格
歯
科
医
師
並
み
の
歯
科
医
師
を
作
り
出
し
て
、
全
島
の
歯
科
医
療
体
制
を
充
実
さ
せ
て
い
く
構
想
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
法
制
局
は
、
限
地
開
業
歯
科
医
制
度
の
廃
止
と
引
き
替
え
に
、
特
別
生
特
例
制
度
の
新
設
を
認
め
て
、
最
終
案
を
決
定
し
た
の
で
あ
り
、
台
湾
歯
科
医
師
令
の
制
定
時
に
妥
協
し
た
限
地
開
業
歯
科
医
制
度
の
撤
廃
を
貫
徹
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
別
の
史
料
か
ら
総
督
府
及
び
法
制
局
の
限
地
開
業
歯
科
医
制
度
及
び
特
別
生
特
例
制
度
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
も
う
少
し
深
掘
り
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
ず
は
、
閣
議
に
諮
ら
れ
た
法
制
局
案
に
｢
理
由
書｣
と
一
緒
に
添
付
さ
れ
た
｢
説
明
書｣
の
内
容
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
こ
の
｢
説
明
書｣
は
、
総
督
府
案
に
添
付
さ
れ
た
｢
説
明
書｣
と
同
一
の
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
認
識
は
、
表
面
上
、
共
通
し
て
い
る
。
理
由
書
ニ
於
テ
大
要
ヲ
述
ヘ
タ
ル
カ
如
ク
ニ
シ
テ
台
湾
歯
科
医
師
令
施
行
(
大
正
七
年
八
月
一
日)
後
同
令
附
則
ノ
規
定
ニ
基
キ
開
業
ノ
地
域
及
期
間
ヲ
限
リ
テ
無
資
格
者
ニ
歯
科
医
師
免
許
ヲ
附
与
シ
以
テ
聊
カ
焦
眉
ノ
急
ニ
供
ヘ
タ
リ
而
シ
テ
其
ノ
数
今
ヤ
三
〇
名
余
ニ
達
セ
リ
然
ル
ニ
此
ノ
所
謂
限
地
開
業
免
許
ハ
実
質
ニ
於
テ
好
マ
シ
カ
ラ
サ
ル
制
度
ナ
ル
カ
故
ニ
無
制
限
ニ
拡
張
ヲ
許
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
茲
ニ
於
テ
之
レ
ニ
代
ハ
ル
ヘ
キ
適
策
ヲ
求
ム
レ
ハ
本
案
ノ
如
ク
文
部
大
臣
指
定
ノ
歯
科
医
学
専
門
学
校
ニ
於
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テ
特
別
科
ト
シ
テ
教
育
セ
ラ
ル
ル
台
湾
人
ニ
シ
テ
其
ノ
卒
業
試
験
ニ
合
格
シ
タ
ル
者
ハ
其
ノ
学
術
技
術
ニ
於
テ
本
科
生
ト
遜
色
ナ
キ
迄
ニ
優
秀
ナ
ル
モ
ノ
モ
ア
リ
之
等
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
已
ニ
限
地
開
業
免
許
ヲ
附
与
セ
ル
前
例
ニ
徴
ス
ル
モ
相
当
ノ
成
績
ヲ
収
メ
ツ
ヽ
ア
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
歯
科
医
療
機
関
普
及
策
上
機
宜
ノ
措
置
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ナ
リ
而
シ
テ
朝
鮮
ニ
於
テ
モ
右
ト
同
様
ノ
関
係
ニ
在
ル
鮮
人
ニ
対
シ
歯
科
医
師
規
則
ハ
之
ヲ
免
許
資
格
ト
シ
テ
規
定
セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
数
年
前
ノ
コ
ト
ニ
属
ス
右
ノ
如
ク
朝
鮮
ニ
於
テ
ハ
当
然
ノ
資
格
ト
シ
テ
規
定
セ
ル
ニ
拘
ハ
ラ
ス
台
湾
ニ
於
テ
之
ヲ
附
則
ノ
規
定
ト
為
サ
ム
ト
ス
ル
ハ
形
式
的
ニ
於
テ
差
ア
ル
ノ
ミ
ト
其
ノ
実
質
ヲ
異
ニ
ス
ル
ナ
シ
只
彼
ハ
朝
鮮
総
督
府
令
ヲ
以
テ
シ
之
ハ
律
令
ヲ
以
テ
セ
ラ
ル
ル
関
係
上
ニ
過
キ
ス
シ
テ
即
チ
歯
科
医
師
令
ノ
内
容
ハ
其
ノ
大
部
分
歯
科
医
師
法
ヲ
引
用
セ
ラ
レ
歯
科
医
師
免
許
ニ
関
シ
テ
ハ
内
地
ト
同
一
ナ
ラ
シ
メ
ン
ト
ノ
最
初
ノ
方
針
ニ
外
ナ
ラ
ス
故
ニ
之
ヲ
本
則
ト
為
サ
ス
附
則
ノ
規
定
ト
為
ス
ヲ
穏
当
ト
認
メ
タ
ル
ニ
由
ル
説
明
書
に
よ
れ
ば
、
限
地
開
業
歯
科
医
が
歯
科
医
療
普
及
上
の
｢
焦
眉
ノ
急
ニ
供
ヘ｣
た
制
度
で
あ
っ
て
、
無
資
格
者
に
歯
科
医
師
を
免
許
す
る
｢
実
質
ニ
於
テ
好
マ
シ
カ
ラ
サ
ル
制
度｣
で
あ
り
、｢
無
制
限
ニ
拡
張｣
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
代
わ
る
適
当
な
施
策
と
し
て
特
別
生
特
例
制
度
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
特
別
生
特
例
規
定
は
、
朝
鮮
の
｢
歯
科
医
師
規
則｣
で
は
｢
当
然
ノ
資
格｣
と
し
て
本
則
で
あ
る
第
一
条
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
台
湾
歯
科
医
師
令
で
は
附
則
に
置
き
、
暫
定
的
な
｢
例
外
規
定｣
扱
い
と
し
た
。
こ
の
所
以
は
、
台
湾
歯
科
医
師
令
制
定
時
に
お
け
る
｢
歯
科
医
師
免
許
ニ
関
シ
テ
ハ
内
地
ト
同
一
ナ
ラ
シ
メ
ン
ト
ノ
最
初
ノ
方
針｣
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
(
)
。
総
督
府
案
に
付
さ
れ
た
｢
説
明
書｣
の
文
末
に
は
朱
書
き
で
｢
大
正
一
〇
年
二
月
一
一
日
付
ヲ
以
テ
警
務
局
長
ヨ
リ
皷
参
事
官
宛
ニ
送
付
シ
タ
ル
書
面
ニ
於
テ
本
説
明
書
ノ
趣
旨
ヲ
一
層
詳
細
ニ
回
答
シ
ア
リ｣
と
の
記
載
が
あ
り
、
実
際
上
、
川
崎
卓
吉
警
務
局
長
か
ら
鼓
包
美
参
事
官
に
送
っ
た
、
大
正
一
〇
年
二
月
一
一
日
付
の
｢
歯
科
医
学
専
門
学
校
特
別
科
卒
業
生
ニ
対
シ
歯
科
医
師
免
許
ニ
関
ス
ル
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回
答｣
の
写
し
が
｢
参
考｣
と
し
て
添
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
回
答
文
は
、
東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校
長
血
脇
守
之
助
か
ら
の
要
請
を
大
き
な
契
機
と
し
て
、
府
内
で
検
討
を
進
め
て
い
る
台
湾
歯
科
医
師
令
中
改
正
案
の
意
義
と
背
景
に
つ
い
て
、
法
制
局
と
の
折
衝
の
責
任
を
負
う
で
あ
ろ
う
鼓
参
事
官
に
説
明
し
た
も
の
で
あ
っ
た
(
)
。
川
崎
警
務
局
長
は
、
台
湾
歯
科
医
師
令
制
定
の
趣
旨
よ
り
話
を
起
こ
し
て
い
る
。
台
湾
歯
科
医
師
令
(
律
令)
ノ
制
定
ニ
際
シ
歯
科
医
師
法
ノ
大
部
分
ノ
規
定
ヲ
引
用
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
ハ
当
時
法
制
局
ノ
意
向
ニ
基
ク
モ
ノ
ノ
如
ク
之
レ
成
ル
ヘ
ク
内
地
本
島
間
ノ
法
制
ノ
統
一
ヲ
図
ラ
ン
ト
ノ
趣
旨
ニ
出
ツ
ル
モ
ノ
ト
認
ム
又
本
島
ニ
於
ケ
ル
歯
科
医
師
ノ
素
質
ヲ
内
地
ト
遜
色
ナ
カ
ラ
シ
メ
ン
コ
ト
法
制
ノ
統
一
ニ
俟
ツ
モ
ノ
大
ナ
ラ
ス
ト
セ
ス
故
ニ
免
許
資
格
ハ
全
然
内
地
ト
同
一
ナ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
原
則
ト
セ
リ
川
崎
警
務
局
長
に
よ
れ
ば
、
台
湾
歯
科
医
師
令
に
よ
り
、
歯
科
医
師
法
の
大
部
分
を
台
湾
に
適
用
さ
せ
た
の
は
、
内
地
と
台
湾
と
の
間
の
｢
法
制
ノ
統
一｣
を
は
か
る
法
制
局
の
意
向
に
基
づ
く
措
置
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
歯
科
医
師
資
格
を
規
定
し
た
歯
科
医
師
法
第
一
条
は
、
台
湾
に
適
用
さ
れ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
歯
科
医
師
の
素
質
を
内
地
の
水
準
と
同
様
に
す
る
た
め
、
免
許
資
格
は
内
地
と
同
一
に
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
。
こ
の
原
則
に
基
づ
き
、
総
督
府
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
台
湾
歯
科
医
師
令
第
二
条
で
定
め
る
歯
科
医
師
資
格
を
内
地
と
同
程
度
に
設
定
し
た
の
で
あ
っ
た
(
)
。
し
か
し
な
が
ら
、
総
督
府
は
、
歯
科
医
師
資
格
中
の
例
外
と
し
て
限
地
開
業
歯
科
医
を
設
け
て
い
た
。
川
崎
警
務
局
長
は
続
け
て
い
う
。
限
地
開
業
歯
科
医
制
度
に
つ
い
て
は
｢
本
島
開
発
ノ
現
況
ニ
鑑
ミ
テ
有
資
格
者
ノ
ミ
ノ
開
業
ヲ
期
ス
ル
能
ハ
サ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
以
テ
漸
次
理
想
ノ
域
ニ
到
達
ス
ル
ノ
外
ナ
ク
之
カ
為
メ
限
地
開
業
免
許
ノ
例
外
規
定
ヲ
附
則
ニ
置｣
い
た
の
で
あ
っ
て
、｢
此
ノ
例
外
規
124
定
ハ
時
運
ノ
進
展
ニ
伴
ヒ
敢
テ
永
続
ヲ
期
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
サ
ル
ハ
異
論
ナ
キ
所
ナ
リ｣
と
述
べ
、
恒
久
的
制
度
で
は
な
い
と
の
認
識
を
示
す
。
だ
が
、
現
状
に
お
い
て
｢
限
地
開
業
免
許
ノ
例
外
規
定
存
ス
ル
ヲ
以
テ
其
ノ
応
用
ノ
広
狭
寛
厳
ニ
ヨ
リ
時
ノ
宜
シ
キ
ニ
従
フ
ヲ
得
ヘ
シ｣
と
い
い
、
限
地
開
業
歯
科
医
制
度
の
弾
力
的
な
活
用
に
よ
り
、
該
制
度
を
歯
科
医
療
普
及
上
の
手
段
と
し
て
保
持
す
る
考
え
で
あ
っ
た
(
)
。
川
崎
警
務
局
長
に
よ
れ
ば
、
歯
科
医
学
専
門
学
校
の
特
別
生
た
る
台
湾
人
に
つ
い
て
｢
無
論
此
ノ
例
外
規
定
ノ
適
用
ヲ
以
テ
限
地
開
業
免
許
ヲ
受
ケ
シ
メ｣
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
あ
え
て
特
別
生
特
例
制
度
を
設
け
る
理
由
は
｢
特
別
生
ノ
教
育
ハ
殆
ン
ト
本
科
ニ
等
シ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
只
入
学
資
格
ニ
於
テ
相
異
ア
リ
而
モ
其
ノ
相
異
タ
ル
ヤ
台
湾
人
中
等
教
育
ノ
現
制
ニ
於
テ
未
タ
内
地
人
ノ
如
ク
ナ
ラ
サ
ル
ノ
結
果
ニ
ア
リ
ト
セ
ハ
茲
ニ
限
地
開
業
免
許
ナ
ル
例
外
規
定
ニ
一
歩
ヲ
進
メ
タ
ル
規
定
ヲ
制
定
シ
例
外
ノ
範
囲
ヲ
拡
大
ス
ル
モ
亦
時
勢
相
当
ノ
政
策
ト
認
メ｣
た
こ
と
に
あ
っ
た
(
)
。
確
か
に
、
こ
の
当
時
、
台
湾
に
お
け
る
台
湾
人
の
中
等
教
育
は
内
地
の
高
等
教
育
機
関
と
接
続
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、｢
内
地
中
学
校
に
留
学
す
る
者
も
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
つ
た｣
。
大
正
一
一
(
一
九
二
二)
年
二
月
、
勅
令
第
二
〇
号
｢
台
湾
教
育
令｣
の
公
布
を
も
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
｢
内
台
共
学｣
が
実
現
し
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
う
や
く
内
地
の
高
等
教
育
機
関
と
の
連
絡
が
可
能
と
な
っ
た
(
)
。
こ
の
よ
う
に
、
台
湾
人
の
教
育
制
度
上
の
問
題
も
ま
た
特
別
生
特
例
制
度
創
設
の
背
景
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
次
い
で
、
川
崎
刑
務
局
長
は
、
朝
鮮
総
督
府
が
府
令
を
も
っ
て
制
定
し
た
｢
歯
科
医
師
規
則｣
を
と
り
あ
げ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
朝
鮮
歯
科
医
師
規
則
ハ
府
令
ニ
シ
テ
其
ノ
制
定
ニ
当
リ
テ
ハ
台
湾
歯
科
医
師
令
ノ
制
定
ト
同
様
ニ
法
制
局
ト
ノ
交
渉
ア
リ
タ
ル
ヤ
否
ヤ
ハ
詳
ナ
ラ
サ
レ
ト
モ
制
定
ノ
形
式
ニ
於
テ
彼
我
ノ
区
別
ノ
存
ス
ル
ハ
明
察
ニ
シ
テ
或
ハ
法
制
ノ
統
一
ニ
関
シ
テ
何
等
顧
慮
セ
サ
リ
シ
モ
ノ
ノ
如
シ
果
シ
テ
然
ラ
ハ
朝
鮮
ノ
規
則
ハ
内
地
法
ニ
則
ル
ノ
必
要
ナ
ク
従
テ
台
湾
歯
科
医
師
令
ノ
如
ク
限
地
開
業
免
許
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ノ
例
外
規
定
ヲ
存
ス
ル
ノ
必
要
ヲ
生
セ
ス
便
宜
其
ノ
必
要
ニ
応
シ
免
許
資
格
ノ
規
定
ヲ
改
廃
ス
ル
モ
亦
自
由
ナ
リ
(
)
台
湾
と
朝
鮮
の
歯
科
医
師
法
制
は
、
基
礎
と
な
る
法
令
の
形
式
が
律
令
か
府
令
か
に
差
異
が
あ
っ
た
。
律
令
と
は
、
明
治
二
九
(
一
八
九
六)
年
三
月
法
律
第
六
三
号
｢
台
湾
ニ
施
行
ス
ヘ
キ
法
令
ニ
関
ス
ル
法
律｣
に
よ
り
台
湾
総
督
に
授
権
さ
れ
た
委
任
立
法
権
に
基
づ
き
制
定
・
公
布
さ
れ
た
｢
法
律
ノ
効
力
ヲ
有
ス
ル
命
令｣
の
こ
と
を
い
い
(
)
、
台
湾
に
適
用
す
る
法
律
が
な
い
場
合
や
該
当
す
る
法
律
が
あ
っ
て
も
台
湾
の
特
殊
事
情
か
ら
適
用
で
き
な
い
場
合
に
立
案
さ
れ
た
(
)
。
該
法
に
よ
れ
ば
、
内
地
法
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
台
湾
に
適
用
す
る
際
に
は
勅
令
を
も
っ
て
施
行
す
る
と
あ
る
が
、
勅
令
に
よ
る
法
律
の
台
湾
施
行
に
あ
た
っ
て
は
、
台
湾
の
特
殊
事
情
に
配
慮
し
た
特
例
を
当
該
勅
令
中
に
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
(
)
。
し
た
が
っ
て
、
勅
令
で
は
な
く
律
令
を
も
っ
て
歯
科
医
師
法
制
を
形
作
る
こ
と
自
体
が
台
湾
の
特
殊
性
を
物
語
る
事
柄
で
あ
る
。
し
か
し
、
台
湾
総
督
に
委
任
立
法
権
が
付
与
さ
れ
た
と
は
い
う
も
の
の
、
台
湾
総
督
は
、
独
断
で
律
令
を
制
定
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
(
緊
急
律
令
を
除
く)
。
律
令
案
は
、
閣
議
決
定
を
経
て
、
勅
裁
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
律
令
の
制
定
に
は
、
主
務
大
臣
及
び
主
務
省
の
監
督
指
導
が
必
要
で
あ
り
、
制
定
の
実
質
的
な
最
終
決
定
権
は
内
閣
総
理
大
臣
が
掌
握
し
て
い
た
(
)
。
こ
う
し
て
、
律
令
に
よ
る
台
湾
歯
科
医
師
令
の
制
定
及
び
改
正
を
実
現
す
る
に
は
、
総
督
府
を
監
督
す
る
主
務
省
と
、
内
閣
法
制
局
の
了
解
を
得
る
必
要
性
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
府
令
と
は
、
明
治
四
三
(
一
九
一
〇)
年
九
月
勅
令
第
三
五
四
号
｢
朝
鮮
総
督
府
官
制｣
第
四
条
に
依
拠
し
、
朝
鮮
総
督
の
職
権
ま
た
は
特
別
の
委
任
に
よ
り
発
せ
ら
れ
た
命
令
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
｢
一
年
以
下
ノ
懲
役
若
ハ
禁
錮
、
拘
留
、
二
百
円
以
下
ノ
罰
金
又
ハ
科
料
ノ
罰
則
ヲ
附
ス
ル
コ
ト｣
が
認
め
ら
れ
た
(
)
。
府
令
は
、｢
二
〇
〇
円
以
内
ノ
罰
金
若
ハ
一
年
以
下
ノ
禁
錮｣
を
罰
則
上
限
と
す
る
｢
勅
令
(
)｣
と
同
一
程
度
の
罰
則
を
科
す
こ
と
が
で
き
た
と
と
も
に
、｢
朝
鮮
ニ
施
行
セ
ラ
ル
ル
法
律
勅
令
ニ
抵
触
セ
ザ
ル
限
度
ニ
於
テ
勅
裁
ヲ
経
ル
ヲ
要
セ
ズ
シ
テ
広
ク
総
テ
ノ
事
項｣
を
規
定
で
き
た
(
)
。
勿
論
、｢
台
湾
医
業
規
則｣
が
府
令
を
も
っ
て
制
定
さ
れ
て
い
た
こ
126
と
に
触
れ
る
ま
で
も
な
く
、
台
湾
総
督
も
ま
た
明
治
三
〇
(
一
八
九
七)
年
一
〇
月
勅
令
第
三
六
二
号
｢
台
湾
総
督
府
官
制｣
第
五
条
に
よ
り
、
朝
鮮
総
督
と
同
様
に
府
令
制
定
権
が
付
与
さ
れ
て
お
り
、
朝
鮮
総
督
府
令
と
同
一
程
度
の
罰
則
を
科
せ
た
(
)
。
こ
れ
ら
の
、
府
令
の
制
定
は
、
総
督
の
専
権
事
項
に
属
す
こ
と
か
ら
、
制
定
過
程
に
お
い
て
中
央
政
府
の
了
解
を
得
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
川
崎
警
務
局
長
は
、｢
朝
鮮
歯
科
医
師
規
則
ハ
府
令
ニ
シ
テ
其
ノ
制
定
ニ
当
リ
テ
ハ
台
湾
歯
科
医
師
令
ノ
制
定
ト
同
様
ニ
法
制
局
ト
ノ
交
渉
ア
リ
タ
ル
ヤ
否
ヤ
ハ
詳
ナ
ラ
サ
レ
ト
モ｣
、
律
令
と
府
令
と
い
う
法
令
形
式
の
違
い
に
よ
っ
て
、
言
い
換
え
れ
ば
、
制
定
過
程
に
お
い
て
法
制
局
の
審
査
を
受
け
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
で
は
法
制
局
の
掲
げ
る
｢
法
制
ノ
統
一｣
と
い
う
方
針
が
何
等
顧
慮
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
、
と
疑
義
を
呈
し
た
の
で
あ
る
。
川
崎
は
、
続
け
て
、
こ
れ
に
よ
り
朝
鮮
の
歯
科
医
師
規
則
は
、
内
地
法
に
則
る
必
要
は
な
い
ば
か
り
か
、
台
湾
歯
科
医
師
令
の
限
地
開
業
歯
科
医
規
定
の
よ
う
な
例
外
規
定
を
設
け
る
必
要
も
な
く
、
朝
鮮
総
督
は
、
歯
科
医
師
資
格
を
規
定
す
る
第
一
条
を
自
由
に
改
廃
で
き
る
と
批
判
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、｢
台
湾
歯
科
医
師
令
ハ
母
国
法
ニ
則
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
前
述
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
其
ノ
関
係
上
今
更
免
許
資
格
中
内
地
法
ニ
認
メ
サ
ル
下
位
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ヲ
加
フ
ル
ハ
正
ニ
法
制
ノ
逆
転
ト
云
フ｣
事
態
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
た
め
、｢
法
制
ノ
統
一
、
免
許
資
格
ノ
維
持
ノ
点
ヨ
リ
観
テ
之
ヲ
附
則
的
規
定
ト
為
ス
ヲ
以
テ
尤
モ
規
定
ノ
体
裁
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ト
考
フ｣
と
述
べ
た
(
)
。
川
崎
警
務
局
長
の
朝
鮮
歯
科
医
師
規
則
へ
の
批
判
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
。
川
崎
よ
り
鼓
参
事
官
に
宛
て
た
文
書
が
送
ら
れ
た
僅
か
三
日
後
の
大
正
一
〇
(
一
九
二
一)
年
二
月
一
四
日
、
朝
鮮
総
督
府
は
、
府
令
第
二
六
号
を
も
っ
て
歯
科
医
師
規
則
を
改
正
し
、
第
一
条
の
歯
科
医
師
資
格
に
｢
朝
鮮
総
督
ノ
定
ム
ル
歯
科
医
師
試
験
ニ
合
格
シ
タ
ル
者｣
を
追
加
し
た
(
)
。
さ
ら
に
、
同
日
、
府
令
第
二
七
号
｢
歯
科
医
師
試
験
規
則｣
を
制
定
し
、
歯
科
医
師
資
格
中
の
｢
歯
科
医
師
試
験｣
を
制
度
化
し
た
。
歯
科
医
師
試
験
規
則
に
よ
れ
ば
、
受
験
資
格
を
｢
修
業
年
限
三
年
以
上
ノ
歯
科
学
校
ヲ
卒
業
シ
タ
ル
者
又
ハ
五
年
以
上
歯
科
医
術
ヲ
修
メ
タ
ル
者｣
と
規
定
し
て
お
り
、
内
地
の
歯
科
医
師
試
験
よ
り
受
験
資
格
が
低
く
設
定
さ
れ
て
い
た
(
)
。
こ
の
朝
鮮
に
お
け
る
歯
科
医
師
試
験
は
、
大
正
一
〇
(
一
九
二
一)
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年
九
月
に
第
一
回
が
挙
行
さ
れ
て
以
降
、
継
続
し
て
行
わ
れ
た
(
)
。
台
湾
歯
科
医
師
令
第
二
条
第
一
項
第
二
号
は
｢
台
湾
総
督
ノ
指
定
ス
ル
歯
科
医
師
試
験
ニ
合
格
シ
タ
ル
者｣
を
歯
科
医
師
資
格
と
し
て
認
め
て
お
り
、
独
自
の
歯
科
医
師
試
験
制
度
を
作
り
、
合
格
者
に
歯
科
医
師
資
格
を
付
与
す
る
余
地
を
残
し
て
い
た
。
だ
が
総
督
府
主
催
の
歯
科
医
師
試
験
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
台
湾
と
朝
鮮
と
の
歯
科
医
師
を
め
ぐ
る
状
況
の
違
い
は
こ
れ
に
止
ま
ら
な
い
。
台
湾
に
お
い
て
は
｢
医
師｣
を
養
成
す
る
総
督
府
医
学
専
門
学
校
や
台
北
帝
国
大
学
医
学
部
は
あ
っ
た
が
、｢
歯
科
医
師｣
の
養
成
機
関
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
朝
鮮
に
お
い
て
は
、
京
城
歯
科
医
学
専
門
学
校
が
昭
和
四
(
一
九
二
九)
年
四
月
一
日
開
校
の
認
可
を
得
て
(
)
、
昭
和
五
(
一
九
三
〇)
年
一
月
に
朝
鮮
総
督
よ
り
｢
歯
科
医
師
規
則
第
一
条
第
一
項
第
一
号
ノ
歯
科
医
学
校｣
に
指
定
さ
れ
(
)
、
翌
(
一
九
三
一)
年
三
月
に
文
部
大
臣
よ
り
｢
歯
科
医
師
法
第
一
条
第
一
項
第
一
号｣
に
該
当
す
る
歯
科
医
学
専
門
学
校
に
指
定
さ
れ
た
(
)
。
朝
鮮
に
は
、
卒
業
資
格
を
も
っ
て
朝
鮮
だ
け
で
は
な
く
、
内
地
に
お
い
て
も
歯
科
医
師
資
格
が
付
与
さ
れ
る
歯
科
医
学
専
門
学
校
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
朝
鮮
に
お
け
る
歯
科
医
師
供
給
源
の
多
様
性
と
対
比
す
れ
ば
、
台
湾
に
お
け
る
歯
科
医
師
の
供
給
源
は
単
一
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
供
給
源
は
、
台
湾
歯
科
医
師
令
の
改
正
を
も
っ
て
限
地
開
業
歯
科
医
の
特
例
規
定
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
外
国
医
学
校
卒
業
者
等
へ
の
歯
科
医
師
免
許
付
与
と
医
師
に
よ
る
歯
科
専
門
標
榜
の
許
可
を
除
け
ば
、
す
べ
て
内
地
の
教
育
制
度
や
試
験
制
度
に
依
存
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
台
湾
歯
科
医
師
令
中
改
正
案
を
め
ぐ
る
総
督
府
と
法
制
局
と
の
対
立
と
背
景
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
総
督
府
と
法
制
局
と
も
限
地
開
業
歯
科
医
制
度
が
｢
実
質
ニ
於
テ
好
マ
シ
カ
ラ
サ
ル
制
度
ナ
ル
カ
故
ニ
無
制
限
ニ
拡
張
ヲ
許
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス｣
と
い
う
共
通
の
認
識
を
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
総
督
府
は
、
歯
科
医
師
開
業
者
が
不
在
の
地
域
に
限
り
免
許
す
る
限
地
開
業
歯
科
医
の
歯
科
医
療
普
及
政
策
上
の
利
点
を
考
慮
し
、
限
地
開
業
歯
科
医
制
度
を
残
し
な
が
ら
、
特
別
生
特
例
制
度
を
新
た
な
例
外
規
定
と
し
て
追
加
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
。
し
か
し
、
法
制
局
は
、
特
別
生
特
例
制
度
を
認
め
た
が
、
限
地
開
業
歯
科
医
制
度
の
存
続
は
認
め
な
か
っ
128
た
。
こ
こ
に
は
、
法
制
局
が
台
湾
歯
科
医
師
令
制
定
時
か
ら
堅
持
す
る
内
台
間
の
｢
法
制
ノ
統
一｣
と
い
う
方
針
が
作
用
し
た
。
こ
の
方
針
に
従
え
ば
、
例
外
規
定
は
極
力
排
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
別
生
特
例
制
度
に
つ
い
て
は
、
歯
科
医
師
法
で
認
め
て
い
な
い
と
は
い
え
、
内
地
の
歯
科
医
学
専
門
学
校
に
特
別
生
と
し
て
留
学
し
た
台
湾
人
を
救
済
す
る
と
い
う
観
点
と
、
朝
鮮
に
お
い
て
先
行
し
て
制
度
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
既
成
事
実
か
ら
、
法
制
局
は
、
制
度
の
導
入
に
合
意
し
た
。
だ
が
、
限
地
開
業
歯
科
医
制
度
は
、
歯
科
医
師
法
で
認
め
て
い
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
朝
鮮
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
法
制
局
は
、
体
系
的
な
歯
科
医
学
教
育
を
受
け
て
い
な
い
無
資
格
者
に
免
許
を
付
与
す
る
｢
不
便
且
穏
当
ナ
ラ
サ
ル｣
制
度
で
あ
る
こ
と
と
、
内
台
間
の
｢
法
制
ノ
統
一｣
と
い
う
方
針
か
ら
、
限
地
開
業
歯
科
医
制
度
の
廃
止
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
歯
科
医
師
法
制
の
変
遷
が
歯
科
医
療
の
普
及
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
、
歯
科
医
師
数
の
推
移
に
着
目
し
て
検
討
し
た
い
。
総
督
府
の
公
式
統
計
書
で
あ
る
『
台
湾
総
督
府
統
計
書』
は
、
医
師
、
産
婆
、
薬
剤
師
、
薬
種
商
等
の
医
療
関
係
者
の
統
計
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
統
計
書
に
お
い
て
｢
歯
科
医
師｣
の
統
計
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、『
台
湾
総
督
府
第
一
八
統
計
書』
(
台
湾
総
督
官
房
統
計
課
、
一
九
一
五
年)
か
ら
で
あ
る
。
第
一
八
統
計
書
は
、
大
正
三
(
一
九
一
四)
年
一
二
月
三
一
日
時
点
の
統
計
を
載
せ
て
お
り
、
こ
の
時
点
の
歯
科
医
師
数
は
僅
か
一
一
人
で
あ
る
。
た
だ
、
第
一
八
統
計
書
に
は
過
去
五
年
分
の
統
計
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
歯
科
医
師
の
公
式
統
計
は
、
明
治
四
二
(
一
九
〇
九)
年
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
年
の
歯
科
医
師
数
は
四
人
で
あ
っ
た
(
)
。
折
し
も
『
台
湾
総
督
府
第
一
八
統
計
書』
が
刊
行
さ
れ
た
大
正
四
(
一
九
一
五)
年
は
、｢
医
師｣
と
｢
歯
科
医
師｣
の
身
分
を
個
別
に
定
め
る
｢
台
湾
医
師
令｣
と
｢
台
湾
歯
科
医
師
令｣
の
律
令
案
が
府
内
の
決
裁
を
得
て
中
央
政
府
に
送
ら
れ
、
内
務
省
や
法
制
局
と
の
折
衝
が
行
わ
れ
て
い
る
時
期
に
あ
た
っ
て
い
る
。
第
一
八
統
計
書
か
ら
｢
歯
科
医
師｣
統
計
の
掲
載
が
始
ま
っ
た
の
は
、
こ
の
律
令
案
が
府
内
で
認
識
共
有
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
第
一
八
統
計
書
以
降
、
歯
科
医
師
の
統
計
が
掲
載
さ
れ
始
め
た
が
、
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掲
載
方
法
は
｢
医
師｣
の
項
目
の
細
目
で
あ
る
｢
開
業｣
と
｢
官
庁
奉
職｣
の
枠
内
に
外
数
と
し
て
併
記
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
歯
科
医
師
の
項
目
が
独
立
す
る
の
は
、
大
正
一
〇
(
一
九
二
一)
年
一
二
月
三
一
日
時
点
の
統
計
を
掲
載
し
た
『
台
湾
総
督
府
第
二
五
統
計
書』
(
台
湾
総
督
官
房
調
査
課
、
一
九
二
三
年)
か
ら
で
あ
る
(
)
。
こ
こ
に
い
た
っ
て
、
よ
う
や
く
公
式
統
計
上
に
お
け
る
歯
科
医
師
の
身
分
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
四
表
は
、
明
治
四
三
(
一
九
一
〇)
年
か
ら
昭
和
一
五
(
一
九
四
〇)
年
ま
で
の
歯
科
医
師
、
医
師
、
医
生
数
の
推
移
を
五
年
毎
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
歯
科
医
師
は
、
明
治
四
三
年
に
僅
か
八
人
で
あ
っ
た
が
、
大
正
七
(
一
九
一
八)
年
の
台
湾
歯
科
医
師
令
の
施
行
及
び
大
正
一
一
(
一
九
二
二)
年
の
同
令
改
正
を
経
て
、
大
正
一
四
(
一
九
二
五)
年
に
九
〇
人
、
昭
和
五
(
一
九
三
〇)
年
に
二
一
二
人
、
昭
和
一
〇
(
一
九
三
五)
年
に
三
二
四
人
、
昭
和
一
五
(
一
九
四
〇)
年
に
四
四
三
人
と
な
っ
た
。
大
正
一
四
年
以
降
、
五
年
間
で
お
よ
そ
一
〇
〇
人
か
ら
一
二
〇
人
宛
増
加
し
て
い
る
。
歯
科
診
療
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
医
生
は
、
明
治
三
四
(
一
九
〇
一)
年
末
以
降
、
一
部
例
外
を
除
き
、
医
生
免
許
証
の
新
規
交
付
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
年
々
減
少
し
て
い
き
、
昭
和
一
五
(
一
九
四
〇)
年
に
は
一
三
三
人
と
な
っ
た
。
第
四
表
か
ら
は
、
台
湾
の
医
界
が
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第 4表 歯科医師・医師・医生数の変遷
年
台 湾 内 地
歯 科 医 師
医 師 医 生 歯科医師 医師
開業医 官庁奉職 計
1910 6 2 8 383 1,266 1,125 38,055
1915 14 1 15 578 979 2,945 43,813
1920 60 - 60 763 732 6,164 45,488
1925 90 4 94 972 522 11,392 45,327
1930 212 5 217 1,272 354 16,065 49,681
1935 324 12 336 1,674 233 20,010 57,581
1940 443 23 466 2,401 133 23,214 65,332
(出典) 『台湾総督府統計書』､ 『衛生局年報』 (内務省) 及び 『衛生年報』 (厚生省)
各年度｡
(備考) ｢官庁奉職｣ には､ 官立医院や医学校等に勤務する歯科医師を含む｡
漢
方
医
学
を
中
心
と
す
る
伝
統
的
な
｢
医
生｣
か
ら
西
洋
医
学
を
学
ん
だ
｢
医
師｣
に
移
り
変
わ
っ
て
い
く
様
相
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
台
湾
の
歯
科
医
師
供
給
源
は
、
主
と
し
て
内
地
の
教
育
制
度
と
試
験
制
度
に
依
存
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
内
地
の
動
向
が
台
湾
の
歯
科
医
師
数
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
た
。
内
地
に
お
い
て
明
治
四
三
年
の
歯
科
医
師
数
は
一
一
二
五
人
で
あ
り
、
医
師
に
比
べ
れ
ば
圧
倒
的
に
少
数
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
年
に
東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校
が
無
試
験
免
許
付
与
の
指
定
校
と
な
っ
て
以
降
、
歯
科
医
学
専
門
学
校
の
設
立
と
指
定
校
化
が
進
展
し
て
い
く
と
と
も
に
、
並
行
し
て
医
術
開
業
試
験
及
び
後
継
の
歯
科
医
師
試
験
が
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
で
、
歯
科
医
師
数
は
、
五
年
毎
に
三
千
人
か
ら
四
千
人
程
度
増
加
し
て
い
っ
た
。
台
湾
人
の
内
地
留
学
は
、
台
湾
教
育
令
に
よ
り
内
地
と
台
湾
と
の
教
育
系
統
が
連
絡
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
九
二
〇
年
代
に
本
格
化
す
る
。
大
正
一
二
(
一
九
二
三)
年
か
ら
昭
和
一
二
(
一
九
三
七)
年
ま
で
に
内
地
の
専
門
学
校
以
上
の
学
校
に
留
学
し
た
台
湾
人
子
弟
の
四
〇
％
は
医
学
を
修
学
し
て
い
た
こ
と
か
ら
(
)
、
歯
科
医
学
専
門
学
校
も
ま
た
重
要
な
留
学
拠
点
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
大
正
一
一
(
一
九
二
三)
年
の
台
湾
歯
科
医
師
令
改
正
に
よ
り
特
別
生
特
例
制
度
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
歯
科
医
学
専
門
学
校
に
留
学
す
る
こ
と
へ
の
動
機
付
け
が
な
さ
れ
た
。
台
湾
歯
科
医
師
会
が
大
正
一
四
(
一
九
二
五)
年
に
行
っ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
内
地
の
歯
科
医
学
専
門
学
校
に
留
学
し
て
い
る
台
湾
人
子
弟
は
男
女
合
わ
せ
て
約
八
〇
人
で
あ
り
、
そ
の
大
部
分
が
中
学
校
の
卒
業
者
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
(
)
。
特
別
生
特
例
制
度
は
、
台
湾
の
歯
科
医
師
数
の
増
加
を
促
進
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
五
(
一
九
三
〇)
年
の
歯
科
医
師
数
二
一
七
人
の
内
訳
は
、
官
立
医
院
奉
職
医
師
が
五
人
、
開
業
者
が
一
七
九
人
、
医
師
に
し
て
歯
科
医
師
標
榜
の
許
可
を
受
け
開
業
す
る
者
が
三
三
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
限
地
開
業
歯
科
医
が
一
五
人
い
た
。
医
師
に
よ
る
歯
科
医
師
標
榜
の
許
可
者
は
、
す
べ
て
台
湾
人
で
あ
り
、
歯
科
医
師
総
数
の
一
五
％
を
占
め
、
台
湾
歯
科
医
界
に
お
い
て
一
定
の
勢
力
を
有
し
た
が
(
)
、
総
督
府
は
、
ど
の
よ
う
な
経
歴
を
も
っ
て
歯
科
専
門
の
標
榜
を
許
可
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
医
師
の
高
敬
遠
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は
、
大
正
八
(
一
九
一
九)
年
七
月
に
歯
科
専
門
標
榜
を
許
可
さ
れ
て
い
る
。
高
敬
遠
は
、
大
正
四
(
一
九
一
五)
年
四
月
に
台
湾
総
督
府
医
学
校
を
卒
業
し
、
同
月
、
官
立
の
台
北
医
院
雇
と
な
り
、
歯
科
部
勤
務
を
命
じ
ら
れ
、
大
正
六
(
一
九
一
七)
年
四
月
に
同
院
産
婦
人
科
部
に
異
動
と
な
っ
た
。
歯
科
専
門
標
榜
の
許
可
に
は
｢
歯
科
学
ノ
課
程
ヲ
設
ク
ル
学
校
等
ノ
首
長
ノ
作
成
シ
タ
ル
専
ラ
歯
科
ヲ
修
学
シ
且
相
当
ノ
技
能
ヲ
有
ス
ル
旨
ノ
証
明
書｣
が
必
要
で
あ
っ
た
。
高
敬
遠
の
歯
科
専
門
標
榜
の
申
請
書
類
に
添
付
さ
れ
た
大
正
八
年
三
月
二
一
日
付
の
｢
証
明
書｣
は
、
台
北
医
院
歯
科
部
長
の
安
沢
要
と
台
北
医
院
長
稲
垣
長
次
郎
の
連
名
を
も
っ
て
認
め
ら
れ
て
お
り
、
高
敬
遠
は
｢
台
湾
総
督
府
医
学
校
卒
業
者
ニ
シ
テ
大
正
四
年
四
月
三
〇
日
ヨ
リ
同
年
四
月
二
九
日
迄
当
院
医
務
雇
ト
シ
テ
歯
科
部
ニ
勤
務
シ
歯
科
技
術
ヲ
練
習
シ
相
当
技
術
ノ
熟
達
ヲ
認
メ
歯
科
開
業
ニ
適
当
ノ
者
タ
ル
事
ヲ
証
明
候
也｣
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
(
)
。
こ
こ
か
ら
は
、
総
督
府
が
医
療
機
関
で
あ
る
台
北
医
院
を
｢
歯
科
学
ノ
課
程
ヲ
設
ク
ル
学
校
等｣
に
含
む
と
み
な
し
、
台
北
医
院
で
の
歯
科
部
勤
務
の
職
歴
を
も
っ
て
歯
科
専
門
の
標
榜
を
許
可
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
台
湾
に
は
、
歯
科
医
師
養
成
機
関
が
な
か
っ
た
の
で
、
官
立
医
院
の
歯
科
部
が
そ
の
代
替
機
能
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
台
湾
の
歯
科
医
師
数
は
、
内
地
の
歯
科
医
師
の
増
加
に
連
動
し
て
、
ま
た
内
地
留
学
生
の
増
加
及
び
特
別
生
特
例
制
度
の
運
用
に
よ
っ
て
継
続
的
に
増
加
し
て
い
く
も
、
内
地
と
比
較
す
れ
ば
、
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
た
。
台
湾
と
内
地
の
人
口
一
人
あ
た
り
の
歯
科
医
師
数
を
み
て
み
る
と
、
昭
和
五
(
一
九
三
〇)
年
で
は
そ
れ
ぞ
れ
二
一
一
六
三
人
と
四
〇
一
一
人
、
昭
和
一
〇
(
一
九
三
五)
年
で
は
そ
れ
ぞ
れ
一
五
五
一
四
人
と
三
四
六
〇
人
で
あ
っ
た
(
)
。
明
治
四
一
(
一
九
〇
八)
年
か
ら
昭
和
二
二
(
一
九
四
七)
年
ま
で
の
約
四
〇
年
間
、
台
湾
に
お
い
て
診
療
や
医
学
研
究
に
従
事
し
、
｢
親
し
く
そ
の
変
遷
を
耳
聞
目
睹
し
て
き
た｣
丸
山
芳
登
は
、
台
湾
に
お
け
る
歯
科
医
療
の
普
及
状
況
に
触
れ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
歯
科
医
師
は
｢
昭
和
一
五
年
末
の
調
査
に
於
て
僅
に
四
六
六
人
で
あ
つ
て
、
然
か
も
内
一
八
〇
人
は
日
本
人
で
あ
る
。
但
し
台
湾
人
間
に
は
窃
か
に
歯
科
医
の
行
為
を
行
つ
て
お
る
無
免
許
者
が
相
当
数
存
在
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
(
)｣
と
。
台
湾
歯
132
科
医
師
令
に
よ
り
歯
科
医
師
法
第
一
一
条
の
罰
則
規
定
が
台
湾
に
適
用
さ
れ
無
免
許
医
業
者
へ
の
罰
則
が
強
化
さ
れ
た
後
も
、『
台
湾
日
日
新
報』
に
は
｢
も
ぐ
り
歯
科
医
罰
金
二
〇
円｣
、｢
偽
歯
科
医
跋
扈｣
、｢
無
免
許
の
歯
科
医
患
者
を
殺
す｣
、｢
無
免
許
歯
科
医
九
名
受
検
挙｣
、｢
無
免
許
歯
科
医
罰
金
百
円｣
、｢
偽
せ
歯
科
医
捕
は
る｣
、｢
無
免
許
歯
科
医
新
竹
署
で
検
挙｣
等
の
無
免
許
医
業
関
連
の
記
事
が
頻
繁
に
登
場
し
て
い
る
(
)
。
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
無
免
許
歯
科
医
業
が
横
行
し
て
い
た
片
鱗
を
窺
わ
せ
る
に
足
る
。
さ
ら
に
、
昭
和
一
〇
(
一
九
三
五)
年
三
月
一
日
付
の
『
台
衛
新
報』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
総
督
府
の
膝
元
た
る
台
北
市
に
お
い
て
さ
え
｢
市
内
五
〇
余
名
の
歯
科
開
業
医
に
対
し
、
モ
グ
リ
の
方
は
約
そ
の
二
倍
以
上
の
百
余
名
に
上
っ
て
ゐ
る
(
)｣
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
総
督
府
が
歯
科
医
療
普
及
政
策
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
法
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
た
歯
科
医
師
を
如
何
に
増
や
す
の
か
と
、
法
令
に
違
反
し
て
い
る
無
免
許
歯
科
医
業
者
を
如
何
に
取
り
締
ま
る
の
か
と
い
う
二
つ
の
課
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
る
。
お
わ
り
に
こ
れ
ま
で
、
台
湾
に
布
か
れ
た
歯
科
医
療
法
制
の
変
遷
と
当
該
法
制
が
歯
科
医
療
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
領
台
初
年
、
民
政
移
管
に
伴
い
内
地
よ
り
渡
台
し
て
く
る
医
術
開
業
希
望
者
が
増
加
し
て
く
る
と
、
総
督
府
は
、
医
療
体
系
の
中
心
と
な
る
｢
医
師｣
を
管
理
す
る
必
要
性
を
認
め
、
明
治
二
九
(
一
八
九
六)
年
五
月
、
台
湾
医
業
規
則
を
制
定
し
た
。
台
湾
医
業
規
則
は
、｢
医
師｣
の
な
か
に
｢
歯
科
医
師｣
を
包
含
し
て
規
定
し
た
。
同
規
則
に
よ
り
、｢
医
師｣
と
は
、
内
務
大
臣
の
交
付
す
る
医
術
開
業
免
状
ま
た
は
台
湾
総
督
の
交
付
す
る
医
業
免
許
証
の
所
持
者
と
定
義
さ
れ
た
。
医
師
は
、
歯
科
診
療
を
含
む
一
切
の
診
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
た
め
、
歯
科
医
師
の
持
つ
｢
歯
科
医
術
開
業
免
状｣
や
｢
歯
科
医
業
免
許
証｣
は
、
医
師
の
診
療
範
囲
を
｢
歯
科｣
に
限
定
す
る
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
医
業
免
許
証
の
交
付
基
準
は
、
原
則
と
し
て
、
医
術
開
業
免
状
の
交
付
基
準
と
同
一
で
あ
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り
、
例
外
と
し
て
台
湾
総
督
府
医
学
校
の
卒
業
資
格
と
、
限
地
開
業
医
(
限
地
開
業
歯
科
医)
が
あ
っ
た
。
限
地
開
業
医
へ
の
免
許
付
与
は
、
総
督
府
の
医
療
普
及
政
策
上
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
総
督
府
は
、
台
湾
社
会
に
お
い
て
旧
来
よ
り
医
業
に
従
事
し
て
き
た
人
た
ち
の
医
療
行
為
に
つ
い
て
、
台
湾
医
業
規
則
に
よ
る
管
理
対
象
と
は
せ
ず
に
｢
当
分
之
ヲ
不
問
ニ
付
シ
置｣
い
た
。
こ
こ
に
は
入
歯
・
歯
抜
等
の
歯
科
診
療
の
範
囲
に
属
す
る
行
為
を
行
っ
て
き
た
台
湾
人
の
営
業
者
も
含
ま
れ
た
。
そ
れ
は
、
総
督
府
が
入
歯
・
歯
抜
等
の
営
業
者
に
つ
い
て
、
内
地
の
府
県
に
お
い
て
鑑
札
免
許
を
付
与
さ
れ
た
者
に
限
り
営
業
を
許
可
し
、
台
湾
人
の
同
種
の
営
業
者
が
行
う
医
療
行
為
を
捨
て
置
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
い
つ
ま
で
も
無
免
許
医
業
を
放
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
総
督
府
は
、
明
治
三
四
(
一
九
〇
一)
年
七
月
、｢
台
湾
医
生
免
許
規
則｣
を
制
定
し
、
従
来
よ
り
医
業
を
営
む
者
を
｢
医
生｣
と
定
義
し
免
許
を
付
与
し
て
｢
医
師
ノ
業
ヲ
為
ス｣
こ
と
を
認
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
医
生
は
、｢
医
師｣
と
同
様
の
医
療
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
医
師
は
一
切
の
診
療
を
行
い
得
る
こ
と
か
ら
、｢
医
師
ノ
業
ヲ
為
ス｣
医
生
の
医
療
行
為
の
な
か
に
は
歯
科
診
療
も
包
含
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
歯
科
医
師
、
医
師
、
医
生
、
入
歯
・
歯
抜
営
業
者
の
四
者
が
歯
科
医
療
を
台
湾
社
会
に
提
供
し
た
。
し
か
し
、
大
正
四
(
一
九
一
五)
年
段
階
に
お
い
て
も
、
歯
科
医
師
は
僅
か
一
五
人
し
か
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
台
湾
歯
科
医
師
令
が
施
行
さ
れ
る
以
前
に
お
い
て
、
台
湾
社
会
に
歯
科
医
療
を
提
供
し
て
い
た
中
核
的
な
存
在
は
、
医
師
と
医
生
で
あ
っ
た
。
大
正
七
(
一
九
一
八)
年
八
月
に
施
行
さ
れ
た
台
湾
歯
科
医
師
令
は
、
内
地
法
で
あ
る
歯
科
医
師
法
の
大
部
分
を
台
湾
に
適
用
し
、
台
湾
に
お
け
る
｢
歯
科
医
師｣
の
身
分
を
確
立
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
内
地
と
台
湾
の
歯
科
医
療
法
制
は
、
相
当
程
度
の
共
通
性
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
歯
科
医
師
法
の
台
湾
へ
の
適
用
は
、
法
制
局
の
掲
げ
る
内
台
間
の
｢
法
制
ノ
統
一｣
と
い
う
方
針
が
作
用
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
こ
の
方
針
の
下
、
法
制
局
は
、
内
地
で
存
在
し
な
い
制
度
を
で
き
る
だ
け
排
除
し
た
か
っ
た
。
台
湾
歯
科
医
師
令
の
制
定
過
程
に
お
い
て
、
法
制
局
は
、
限
地
開
業
歯
科
医
制
度
を
担
保
す
る
規
定
を
一
旦
は
削
除
し
た
。
だ
が
、
限
地
開
業
歯
科
医
制
134
度
の
歯
科
医
療
普
及
政
策
上
の
必
要
性
と
、
そ
れ
を
附
則
で
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
暫
定
的
な
例
外
規
定
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
と
い
う
総
督
府
の
主
張
を
呑
み
、
当
該
制
度
を
残
す
こ
と
に
同
意
し
た
。
大
正
一
一
(
一
九
二
二)
年
三
月
、
台
湾
歯
科
医
師
令
が
改
正
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
限
地
開
業
歯
科
医
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
特
別
生
特
例
制
度
が
新
設
さ
れ
た
。
特
別
生
特
例
制
度
は
、
文
部
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
歯
科
医
学
専
門
学
校
に
特
別
入
学
を
許
可
さ
れ
、
正
規
の
課
程
を
履
修
し
、
す
べ
て
の
試
験
に
合
格
し
た
者
に
対
し
て
、
台
湾
限
り
の
歯
科
医
師
免
許
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
主
と
し
て
内
地
留
学
の
台
湾
人
子
弟
に
焦
点
を
あ
わ
せ
た
制
度
で
あ
っ
た
。
総
督
府
は
、
台
湾
歯
科
医
師
令
の
改
正
に
あ
た
り
、
有
資
格
歯
科
医
師
が
不
足
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
て
、
限
地
開
業
歯
科
医
制
度
を
利
用
し
、
歯
科
医
師
不
在
地
域
に
お
け
る
医
療
の
普
及
を
は
か
り
つ
つ
、
新
設
す
る
特
別
生
特
例
制
度
に
よ
り
有
資
格
歯
科
医
師
並
み
の
医
師
を
作
り
出
す
構
想
を
持
っ
て
い
た
。
だ
が
、
法
制
局
は
、
限
地
開
業
歯
科
医
制
度
の
存
続
を
許
さ
ず
、
特
別
生
特
例
制
度
の
み
を
認
め
た
。
特
別
生
特
例
制
度
も
ま
た
内
地
に
は
存
在
し
な
い
制
度
で
あ
っ
た
が
、
法
制
局
は
、
歯
科
医
学
教
育
界
か
ら
の
要
請
に
基
づ
く
内
地
留
学
の
台
湾
人
子
弟
の
救
済
と
、
朝
鮮
に
お
け
る
先
行
実
施
と
い
う
既
成
事
実
を
考
慮
し
容
認
し
た
。
か
か
る
歯
科
医
療
普
及
政
策
を
め
ぐ
る
総
督
府
と
法
制
局
の
対
立
に
は
、
政
策
遂
行
主
体
(
総
督
府)
と
政
策
決
定
主
体
(
中
央
政
府)
の
乖
離
性
と
い
う
台
湾
統
治
の
本
質
的
問
題
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
大
正
五
(
一
九
一
六)
年
九
月
に
公
布
さ
れ
た
改
正
歯
科
医
師
法
は
、
医
師
の
歯
科
医
業
に
一
定
の
制
限
を
加
え
た
点
に
お
い
て
重
要
で
あ
り
、
台
湾
に
お
い
て
も
台
湾
歯
科
医
師
令
の
施
行
に
伴
い
適
用
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
医
師
は
、
歯
科
専
門
を
標
榜
す
る
場
合
ま
た
は
歯
科
医
業
中
の
金
属
充
填
等
の
技
術
に
属
す
る
行
為
を
行
う
場
合
、
内
務
大
臣
あ
る
い
は
台
湾
総
督
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
医
生
は
、
歯
科
医
師
法
の
枠
外
に
置
か
れ
、
歯
科
診
療
を
行
い
得
た
が
、
運
用
上
、
歯
科
医
業
中
の
金
属
充
填
等
の
技
術
に
属
す
る
行
為
を
禁
止
さ
れ
た
。
医
師
の
歯
科
医
業
自
体
が
禁
止
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
も
、
法
令
上
、
歯
科
医
師
の
排
他
的
な
医
業
範
囲
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
内
地
に
お
け
る
歯
科
医
学
専
門
学
校
の
拡
充
と
相
俟
っ
て
、
内
地
及
び
台
湾
の
歯
科
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医
師
数
の
増
加
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
台
湾
に
お
い
て
は
、
改
正
台
湾
歯
科
医
師
令
に
よ
る
特
別
生
特
例
制
度
の
成
立
が
歯
科
医
師
数
の
拡
大
を
後
押
し
し
た
。
か
く
し
て
、
歯
科
医
師
が
医
師
と
医
生
に
代
わ
り
、
台
湾
社
会
に
歯
科
医
療
を
提
供
す
る
主
体
へ
と
次
第
に
成
長
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
改
正
台
湾
歯
科
医
師
令
に
伴
う
限
地
開
業
歯
科
医
制
度
の
廃
止
は
、
総
督
府
の
推
し
進
め
る
歯
科
医
療
普
及
政
策
上
の
大
き
な
挫
折
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
総
督
府
が
自
己
の
裁
量
に
よ
り
講
じ
る
こ
と
の
で
き
る
政
策
手
段
の
喪
失
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
。
総
督
府
の
歯
科
医
療
普
及
政
策
は
、
朝
鮮
総
督
府
が
独
自
の
歯
科
医
師
試
験
と
歯
科
医
学
専
門
学
校
の
活
用
に
よ
り
歯
科
医
師
を
自
在
に
養
成
で
き
た
の
と
は
異
な
り
、
内
地
の
歯
科
医
学
教
育
と
歯
科
医
師
試
験
に
ほ
ぼ
全
て
を
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
こ
の
事
象
は
、
次
の
二
点
の
問
題
を
浮
き
彫
り
に
さ
せ
る
。
第
一
に
、
台
湾
総
督
府
は
、
法
制
局
の
掲
げ
る
内
台
間
の
｢
法
制
ノ
統
一｣
と
い
う
方
針
の
下
で
、
内
地
と
同
様
の
歯
科
医
療
法
制
の
導
入
を
、
謂
わ
ば
｢
強
制｣
さ
れ
た
の
に
対
し
、
な
ぜ
朝
鮮
総
督
府
に
お
い
て
は
独
自
の
歯
科
医
療
法
制
を
形
成
し
得
た
の
か
、
と
い
う
日
本
帝
国
の
外
地
統
治
論
あ
る
い
は
外
地
官
僚
論
に
絡
む
問
題
で
あ
る
。
第
二
に
、
日
本
人
歯
科
医
師
の
引
き
揚
げ
と
、
台
湾
に
お
い
て
歯
科
医
師
を
養
成
す
る
仕
組
み
が
な
か
っ
た
こ
と
の
戦
後
台
湾
社
会
に
与
え
た
影
響
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
医
師
と
歯
科
医
師
は
、
近
代
医
療
体
系
に
お
け
る
中
核
的
存
在
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
薬
剤
師
は
医
師
あ
る
い
は
歯
科
医
師
の
処
方
箋
に
依
ら
な
け
れ
ば
薬
品
の
調
剤
業
務
を
行
う
こ
と
は
で
き
ず
、
看
護
婦
は
主
治
医
の
指
示
が
な
け
れ
ば
患
者
に
対
し
て
治
療
器
機
を
使
用
し
た
り
、
薬
剤
の
投
与
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
産
婆
は
、
妊
婦
・
産
婦
・
胎
児
・
生
児
に
対
し
て
、
外
科
手
術
、
産
科
器
機
の
使
用
、
薬
品
の
投
与
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
医
師
と
歯
科
医
師
は
、
医
療
体
系
中
の
支
配
的
な
地
位
に
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
医
療
政
策
を
議
論
す
る
場
合
に
分
析
対
象
と
し
て
取
り
あ
げ
る
意
義
が
大
き
い
。
だ
が
、
薬
剤
師
、
看
護
婦
、
産
婆
は
、
近
代
的
な
医
療
体
系
を
機
能
さ
せ
る
う
え
で
必
要
な
専
門
職
で
あ
り
、
分
析
対
象
と
し
て
の
重
要
性
は
、
決
し
て
医
師
や
歯
科
医
師
に
136
引
け
を
取
る
も
の
で
は
な
い
。
日
本
統
治
下
台
湾
に
導
入
さ
れ
た
近
代
的
な
医
療
体
系
の
具
体
的
な
作
用
と
台
湾
社
会
に
与
え
た
影
響
を
考
察
す
る
に
は
、
医
師
・
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
婦
、
産
婆
等
に
止
ま
ら
ず
、
薬
種
商
、
売
薬
業
者
、
製
薬
業
者
、
民
俗
医
療
者
、
さ
ら
に
は
無
免
許
医
業
者
も
含
め
た
医
薬
従
事
者
が
総
体
と
し
て
ど
の
よ
う
に
相
互
あ
る
い
は
社
会
と
有
機
的
に
結
び
つ
い
て
機
能
し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
註
(
１)
台
湾
統
治
構
造
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
檜
山
幸
夫
の
一
連
の
研
究
成
果
で
あ
る
｢
台
湾
総
督
の
律
令
制
定
権
と
外
地
統
治
論
―
『
匪
徒
刑
罰
令』
の
制
定
と
『
台
湾
総
督
府
臨
時
法
院
条
例
改
正』
を
例
と
し
て
―｣
(『
台
湾
総
督
府
文
書
目
録』
第
四
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
八
年
、
四
七
一
頁
〜
六
四
四
頁)
、｢
日
本
の
台
湾
植
民
地
支
配
と
外
地
統
治
論
―
台
湾
総
督
の
緊
急
律
令
制
定
権
を
例
に
―｣
(
大
濱
徹
也
編
『
国
民
国
家
の
構
図』
雄
山
閣
、
一
九
九
九
年
、
一
二
七
頁
〜
一
五
二
頁)
、｢
台
湾
統
治
の
構
造
と
台
湾
総
督
府
文
書｣
(
檜
山
幸
夫
編
『
台
湾
総
督
府
文
書
の
史
料
学
的
研
究
―
日
本
近
代
公
文
書
学
研
究
序
説
―』
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
三
年
、
一
二
九
頁
〜
一
八
〇
頁)
、｢
台
湾
総
督
の
職
務
権
限
と
台
湾
総
督
府
機
構｣
(
檜
山
幸
夫
編
『
台
湾
総
督
府
文
書
の
史
料
学
的
研
究
―
日
本
近
代
公
文
書
学
研
究
序
説
―』
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
三
年
、
一
八
一
頁
〜
二
三
四
頁)
、｢
台
湾
統
治
基
本
法
と
外
地
統
治
機
構
の
形
成
―
六
三
法
の
制
定
と
憲
法
問
題
―｣
(
台
湾
史
研
究
部
会
編
『
日
本
統
治
下
台
湾
の
支
配
と
展
開』
中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
、
一
一
頁
〜
二
六
六
頁)
、｢
日
本
の
外
地
統
治
機
構
と
外
地
支
配
に
つ
い
て
―
『
植
民
地
官
僚』
『
植
民
地
大
学』
論
へ
の
問
い
―｣
(
檜
山
幸
夫
編
『
転
換
期
の
台
湾
史
研
究』
中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
、
一
三
頁
〜
八
〇
頁)
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
２)
呉
文
星
『
日
治
時
期
台
湾
的
社
会
領
導
階
層』
五
南
図
書
出
版
、
二
〇
〇
八
年
。
(
３)
卞
鳳
奎
『
日
治
時
期
台
湾
留
学
日
本
医
師
之
探
討』
博
揚
文
化
、
二
〇
一
一
年
。
(
４)
M
in
g
-ch
en
g
M
.
L
o
,
D
octors
w
ith
in
B
ord
ers:
P
rofession
,
E
th
n
icity
,
a
n
d
M
od
ern
ity
in
C
olon
ia
l
T
a
iw
a
n
,
U
n
iv
ersity
o
f
C
a
lifo
rn
ia
P
ress,
2002.
(
５)
拙
稿
｢
日
本
統
治
下
台
湾
の
医
療
法
制
に
つ
い
て
―
内
地
法
制
と
の
｢
共
通
性｣
と
｢
差
異
性｣
に
着
目
し
て
―｣
中
京
大
学
社
会
科
学
研
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究
所
台
湾
史
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
台
湾
総
督
府
の
統
治
政
策』
中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
、
二
〇
一
八
年
、
二
八
五
頁
〜
三
五
四
頁
。
(
６)
例
え
ば
、
張
炳
楠
監
修
『
台
湾
省
通
志』
巻
三
・
政
治
志
・
衛
生
篇
・
第
一
冊
、
台
湾
省
文
献
委
員
会
、
一
九
七
二
年
、
三
九
頁
〜
四
一
頁
等
。
(
７)
明
治
三
九
年
五
月
法
律
第
四
八
号
｢
歯
科
医
師
法｣
『
官
報』
第
六
八
四
九
号
・
明
治
三
九
年
五
月
二
日
、
二
六
頁
。
(
８)
明
治
一
六
年
一
〇
月
太
政
官
布
告
第
一
六
号
｢
医
師
免
許
規
則｣
『
官
報』
第
九
七
号
・
明
治
一
六
年
一
〇
月
二
三
日
、
一
頁
〜
二
頁
。
(
９)
法
曹
会
編
『
大
審
院
刑
事
判
決
抄
録
第
二
六
巻』
該
会
、
一
九
二
八
年
、
二
九
一
一
頁
〜
二
九
一
三
頁
。
(
)
大
正
五
年
九
月
法
律
第
四
四
号
｢
歯
科
医
師
法
中
改
正｣
『
官
報』
第
一
二
三
四
号
・
大
正
五
年
九
月
九
日
、
一
六
一
頁
。
(
)
『
台
湾
総
督
府
民
政
事
務
成
蹟
提
要
(
明
治
二
十
九
年)』
第
二
編
、
一
八
九
八
年
、
四
一
頁
。
(
)
｢
酒
井
千
代
松
歯
科
医
開
業
許
可
ノ
件｣
『
明
治
二
九
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
二
一
巻』
第
一
一
文
書
、
簿
冊
番
号：
〇
〇
〇
九
〇
、
国
史
館
台
湾
文
献
館
所
蔵
。
(
)
｢
医
業
規
則
制
定｣
『
明
治
二
九
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
六
巻』
第
一
三
文
書
、
簿
冊
番
号：
〇
〇
〇
六
一
、
及
び
明
治
二
九
年
五
月
台
湾
総
督
府
令
第
六
号
｢
台
湾
医
業
規
則｣
『
官
報』
第
三
九
〇
九
号
・
明
治
二
九
年
七
月
一
〇
日
、
一
〇
四
頁
。
(
)
日
本
統
治
下
台
湾
に
お
け
る
限
地
開
業
医
制
度
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
｢
台
湾
総
督
府
の
僻
地
医
療
政
策
―
限
地
開
業
医
制
度
の
展
開
を
中
心
と
し
て
―｣
(
檜
山
幸
夫
編
『
台
湾
植
民
地
史
の
研
究』
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
五
年
、
一
二
五
頁
〜
一
六
七
頁)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
)
明
治
三
二
年
七
月
府
令
第
六
四
号
｢
台
湾
医
業
規
則
中
改
正｣
『
台
湾
総
督
府
報』
第
五
六
一
号
・
明
治
三
二
年
七
月
一
六
日
、
四
頁
。
(
)
台
湾
総
督
府
警
務
局
衛
生
課
編
『
台
湾
の
衛
生』
同
課
、
一
九
三
九
年
、
六
四
頁
。
(
)
台
湾
医
学
会
編
『
台
湾
衛
生
概
要』
該
会
、
一
九
一
三
年
、
六
一
頁
。
(
	)
拙
稿
｢
日
本
統
治
下
台
湾
の
医
療
法
制
に
つ
い
て
―
内
地
法
制
と
の
｢
共
通
性｣
と
｢
差
異
性｣
に
着
目
し
て
―｣
前
掲
、
二
九
〇
頁
〜
二
九
六
頁
。
(

)
明
治
一
六
年
一
〇
月
太
政
官
布
告
第
一
六
号
｢
医
師
免
許
規
則｣
『
官
報』
第
九
七
号
・
明
治
一
六
年
一
〇
月
二
三
日
、
一
頁
〜
二
頁
。
(
)
明
治
一
六
年
一
〇
月
太
政
官
布
達
第
三
四
号
｢
医
術
開
業
試
験
規
則｣
『
官
報』
第
九
七
号
・
明
治
一
六
年
一
〇
月
二
三
日
、
二
頁
〜
四
頁
、
及
び
明
治
一
七
年
一
月
太
政
官
布
達
第
二
号
｢
明
治
十
六
年
十
月
第
三
拾
四
号
布
達
医
術
開
業
試
験
規
則
第
八
条
ニ
但
書
追
加｣
『
官
報』
第
138
一
七
四
号
・
明
治
一
七
年
一
月
三
一
日
、
一
頁
。
(
)
法
曹
会
編
『
大
審
院
刑
事
判
決
抄
録
第
二
六
巻』
前
掲
、
二
九
一
二
頁
。
(
)
明
治
一
九
年
十
一
月
勅
令
第
六
九
号
｢
中
央
衛
生
会
官
制｣
『
官
報』
第
一
〇
〇
七
号
・
明
治
一
九
年
一
一
月
六
日
、
四
九
頁
〜
五
〇
頁
。
(
)
小
川
正
一
郎
編
輯
『
歯
科
医
事
衛
生
史
前
巻』
日
本
歯
科
医
師
会
、
一
九
四
〇
年
、
四
一
五
頁
〜
四
一
六
頁
。
(
)
明
治
一
八
年
三
月
内
務
省
達
甲
第
七
号
｢
入
歯
歯
拔
口
中
療
治
接
骨
営
業
者
ノ
儀｣
『
官
報』
第
五
一
四
号
・
明
治
一
八
年
三
月
二
三
日
、
一
頁
。
(
)
小
川
正
一
郎
編
輯
『
歯
科
医
事
衛
生
史
前
巻』
前
掲
、
四
一
五
頁
〜
四
三
七
頁
。
(
)
明
治
三
二
年
八
月
台
北
県
令
第
二
二
号
｢
所
轄
弁
務
署
ヘ
願
出
免
許
ヲ
受
ク
ヘ
キ
営
業｣
『
台
北
県
報』
第
九
八
号
・
明
治
三
二
年
八
月
三
〇
日
、
二
九
頁
〜
三
〇
頁
。
(
)
｢
入
歯
抜
歯
及
接
骨
営
業
者
ア
リ
タ
ル
ト
キ
取
扱
手
続
弁
務
署
ニ
通
達｣
『
明
治
三
二
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
追
加
第
八
巻』
第
一
五
文
書
、
簿
冊
番
号：
〇
四
六
〇
三
。
(
)
同
上
。
(
	)
入
歯
・
歯
抜
免
許
鑑
札
所
持
者
に
つ
い
て
、
歯
科
医
師
の
松
田
弁
吉
が
明
治
四
一
(
一
九
〇
九)
年
に
渡
台
し
た
当
時
を
振
り
返
っ
て
、
台
北
の
｢
万
華
に
は
荒
木
と
云
ふ
入
歯
歯
抜
の
鑑
札
を
持
っ
た
男
が
盛
に
や
つ
て
居
り
ま
し
た｣
と
述
べ
て
お
り
、
免
許
鑑
札
所
持
者
の
活
動
の
一
端
を
確
認
で
き
る
(
台
湾
歯
科
医
師
会
編
『
台
湾
歯
科
医
界
史』
該
会
、
一
九
四
三
年
、
二
頁)
。
(

)
台
湾
医
学
会
編
『
台
湾
衛
生
法
規
類
集』
該
会
、
一
九
一
八
年
、
一
一
九
頁
。
(
)
台
湾
歯
科
医
師
会
編
『
台
湾
歯
科
医
界
史』
前
掲
、
二
〇
頁
〜
二
六
頁
。
(
)
｢
入
歯
抜
歯
及
接
骨
営
業
者
ア
リ
タ
ル
ト
キ
取
扱
手
続
弁
務
署
ニ
通
達｣
『
明
治
三
二
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
追
加
第
八
巻』
第
一
五
文
書
、
簿
冊
番
号：
〇
四
六
〇
三
。
(
)
｢
本
島
医
生
ヘ
開
業
免
状
与
フ
ル
ノ
許
否
ニ
付
民
政
局
長
官
ヘ
回
答｣
『
明
治
三
〇
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
四
八
巻』
第
二
〇
文
書
、
簿
冊
番
号：
〇
九
四
五
六
。
(
)
明
治
三
四
年
七
月
府
令
第
四
七
号
｢
台
湾
医
生
免
許
規
則｣
『
府
報』
第
九
八
九
号
・
明
治
三
四
年
七
月
二
三
日
、
四
七
頁
。
台
湾
医
生
免
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許
規
則
の
制
定
過
程
及
び
医
生
免
許
証
の
付
与
過
程
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
｢
日
本
統
治
下
台
湾
の
医
療
法
制
に
つ
い
て
―
内
地
法
制
と
の
｢
共
通
性｣
と
｢
差
異
性｣
に
着
目
し
て
―｣
(
前
掲)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
)
｢
台
湾
医
生
免
許
規
則
府
令
第
四
七
号｣
『
明
治
三
四
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
五
巻』
第
二
五
文
書
、
簿
冊
番
号：
〇
〇
五
八
四
。
(
)
明
治
三
四
年
七
月
府
令
第
四
七
号
｢
台
湾
医
生
免
許
規
則｣
『
府
報』
第
九
八
九
号
・
明
治
三
四
年
七
月
二
三
日
、
四
七
頁
。
(
)
明
治
三
五
年
(
一
九
〇
二)
六
月
、
斗
六
庁
に
お
い
て
は
、｢
特
別
ノ
事
情｣
に
よ
り
、
申
請
者
二
五
名
に
対
し
、
医
生
免
許
証
を
下
付
し
て
お
り
、
同
年
一
二
月
に
は
、
台
中
庁
が
明
治
三
四
年
末
日
に
溯
り
、
申
請
者
一
七
名
に
対
し
て
、
同
免
許
証
を
交
付
し
て
い
る
。
し
か
し
、
明
治
三
六
(
一
九
〇
三)
年
二
月
、
台
北
庁
が
総
督
府
に
医
生
免
許
証
下
付
方
を
照
会
し
た
際
、
総
督
府
は
｢
右
ハ
既
ニ
期
限
経
過
一
箇
年
余
ニ
至
ル
今
日
免
許
セ
ラ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
サ
ル
旨｣
を
台
北
庁
に
通
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以
後
、
医
生
免
許
証
の
特
例
的
な
付
与
措
置
が
採
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
え
る
(『
(
明
治
三
十
五
年
分)
台
湾
総
督
府
民
政
事
務
成
蹟
提
要』
第
八
編
、
台
湾
総
督
府
総
督
官
房
文
書
課
、
一
九
〇
四
年
、
一
〇
〇
頁
〜
一
〇
二
頁
、
及
び
『(
明
治
三
十
六
年
分)
台
湾
総
督
府
民
政
事
務
成
蹟
提
要』
第
九
編
、
台
湾
総
督
府
総
督
官
房
文
書
課
、
一
九
〇
五
年
、
一
〇
五
頁
〜
一
〇
六
頁)
。
(
)
『(
明
治
三
十
五
年
分)
台
湾
総
督
府
民
政
事
務
成
蹟
提
要』
第
八
編
、
一
九
〇
四
年
、
一
〇
一
頁
。
(
)
台
湾
歯
科
医
師
会
編
『
台
湾
歯
科
医
界
史』
前
掲
、
二
四
頁
。
(
)
大
正
五
年
一
月
律
令
第
二
号
｢
台
湾
歯
科
医
師
令｣
『
府
報』
第
九
二
五
号
・
大
正
五
年
一
月
一
三
日
、
二
四
頁
〜
二
五
頁
。
(
)
大
正
五
年
一
月
律
令
第
一
号
｢
台
湾
医
師
令｣
『
府
報』
第
九
二
五
号
・
大
正
五
年
一
月
一
三
日
、
二
四
頁
。
台
湾
医
師
令
の
制
定
過
程
と
、
同
令
に
よ
る
医
師
法
の
台
湾
へ
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
｢
日
本
統
治
下
台
湾
の
医
療
法
制
に
つ
い
て
―
内
地
法
制
と
の
｢
共
通
性｣
と
｢
差
異
性｣
に
着
目
し
て
―｣
(
前
掲
、
三
〇
七
頁
〜
三
三
八
頁)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
)
｢
台
湾
医
師
令
公
布
律
令
第
一
号｣
『
大
正
五
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
一
三
巻』
第
一
文
書
、
簿
冊
番
号：
〇
二
四
八
八
、
及
び
｢
台
湾
医
師
令
及
台
湾
歯
科
医
師
令
ヲ
定
ム｣
『
公
文
類
聚』
第
三
九
編
・
大
正
四
年
・
第
一
八
巻
、
請
求
番
号：
類
〇
一
二
二
三
一
〇
〇
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
。
(
	)
大
正
七
年
七
月
府
令
第
五
〇
号
｢
台
湾
医
師
令
施
行
ノ
件｣
『
府
報』
第
一
六
〇
九
号
・
大
正
七
年
七
月
一
三
日
、
四
一
頁
、
及
び
大
正
七
年
七
月
府
令
第
五
三
号
｢
台
湾
歯
科
医
師
令
施
行
ノ
件｣
『
府
報』
第
一
六
〇
九
号
、
大
正
七
年
七
月
一
三
日
、
四
三
頁
。
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()
大
正
七
年
七
月
府
令
第
五
一
号
｢
台
湾
医
師
令
施
行
規
則｣
『
府
報』
第
一
六
〇
九
号
・
大
正
七
年
七
月
一
三
日
、
四
一
頁
〜
四
三
頁
。
(
)
｢
台
湾
医
師
令
公
布
律
令
第
一
号｣
『
大
正
五
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
一
三
巻』
第
一
文
書
、
簿
冊
番
号：
〇
二
四
八
八
。
(
)
｢
医
師
令
の
制
定
▲
本
山
衛
生
課
長
談｣
『
台
湾
日
日
新
報』
第
五
五
八
一
号
・
大
正
五
年
一
月
一
〇
日
、
二
頁
。
(
)
大
正
五
年
一
月
律
令
第
二
号
｢
台
湾
歯
科
医
師
令｣
『
府
報』
第
九
二
五
号
・
大
正
五
年
一
月
一
三
日
、
二
四
頁
〜
二
五
頁
。
(
)
台
湾
歯
科
医
師
令
第
三
条
は
｢
台
湾
総
督
ハ
身
体
又
ハ
精
神
ニ
異
状
ア
リ
テ
歯
科
医
業
ヲ
為
ス
ニ
堪
ヘ
ス
ト
認
ム
ル
者
ニ
対
シ
テ
ハ
歯
科
医
師
免
許
ヲ
与
ヘ
ス
又
ハ
其
ノ
免
許
ノ
取
消
若
ハ
歯
科
医
業
ノ
停
止
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
ア
ル
ヘ
シ｣
と
規
定
し
て
い
る
。
第
三
条
の
立
法
理
由
は
｢
本
島
人
ニ
付
テ
ハ
禁
治
産
者
又
ハ
準
禁
治
産
者
等
ニ
関
ス
ル
規
定
ナ
キ
ニ
依
リ｣
、
歯
科
医
師
の
欠
格
条
項
を
定
め
た
歯
科
医
師
法
第
二
条
第
三
号
｢
未
成
年
者
、
禁
治
産
者
、
準
禁
治
産
者
、
聾
者
、
唖
者
及
盲
者｣
は
｢
殆
ン
ト
適
用
ナ
キ
ニ
由
ル｣
こ
と
に
あ
っ
た
。
当
時
、
民
法
は
、
第
七
条
に
お
い
て
、
本
人
、
配
偶
者
、
四
親
等
以
内
の
親
族
ま
た
は
検
事
等
の
請
求
に
よ
り
、
裁
判
所
が
｢
心
神
喪
失
ノ
常
況
ニ
在
ル
者｣
を
禁
治
産
者
と
宣
言
で
き
る
こ
と
を
規
定
し
、
第
一
一
条
に
お
い
て
同
様
に
｢
心
神
耗
弱
者
、
聾
者
、
唖
者
、
盲
者
及
ヒ
浪
費
者｣
を
準
禁
治
産
者
と
宣
言
で
き
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
台
湾
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
民
法
の
条
文
は
、
内
地
人
に
適
用
さ
れ
て
い
た
が
、
台
湾
人
に
は
適
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
実
現
し
た
の
は
大
正
一
二
(
一
九
二
三)
年
一
月
一
日
よ
り
民
法
が
全
面
的
に
台
湾
に
施
行
さ
れ
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
台
湾
歯
科
医
師
令
第
三
条
は
、
同
令
に
よ
り
台
湾
に
適
用
さ
れ
る
歯
科
医
師
法
第
二
条
第
三
号
中
の
禁
治
産
者
と
準
禁
治
産
者
の
規
定
が
台
湾
人
に
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
立
法
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
(｢
台
湾
医
師
令
公
布
律
令
第
一
号｣
『
大
正
五
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
一
三
巻』
第
一
文
書
、
簿
冊
番
号：
〇
二
四
八
八
、
及
び
拙
稿
｢
日
本
統
治
下
台
湾
の
医
療
法
制
に
つ
い
て
―
内
地
法
制
と
の
｢
共
通
性｣
と
｢
差
異
性｣
に
着
目
し
て
―｣
前
掲
、
三
三
一
頁
〜
三
三
二
頁)
。
(
)
台
湾
歯
科
医
師
令
第
四
条
は
｢
第
二
条
第
二
項
ノ
規
定
ニ
依
リ
歯
科
医
師
タ
ル
者
歯
科
医
師
法
第
二
条
第
一
号
又
ハ
第
三
号
ニ
該
当
ス
ル
ト
キ
ハ
台
湾
総
督
ハ
其
ノ
歯
科
医
業
ヲ
停
止
ス
ヘ
シ｣
と
の
規
定
で
あ
っ
た
。｢
第
二
条
第
二
項
ノ
規
定
ニ
依
リ
歯
科
医
師
タ
ル
者｣
と
は
、
内
務
大
臣
の
免
許
を
受
け
た
歯
科
医
師
を
指
す
。
す
な
わ
ち
、
第
四
条
は
、
こ
の
歯
科
医
師
が
医
師
法
第
第
二
条
第
一
号
(｢
重
罪
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
者｣)
ま
た
は
第
三
号
(｢
未
成
年
者
、
禁
治
産
者
、
準
禁
治
産
者
、
聾
者
、
唖
者
及
盲
者｣)
に
該
当
す
る
場
合
に
は
｢
台
湾
総
督
ハ
其
ノ
歯
科
医
業
ヲ
停
止
ス
ヘ
シ｣
と
定
め
た
の
で
あ
る
。
当
該
条
文
を
立
法
す
る
理
由
は
｢
第
二
条
第
二
項
ノ
規
定
ニ
依
リ
歯
科
医
師
タ
ル
者｣
が
｢
本
ト
内
務
大
臣
ノ
免
許
ニ
出
テ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
故
ニ
本
島
限
リ
ノ
処
分
ヲ
規
定
ス
ル｣
こ
と
に
あ
っ
た
。
歯
科
医
師
法
第
一
〇
条
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は
、
第
一
項
に
お
い
て
｢
歯
科
医
師
第
二
条
第
一
号
又
ハ
第
三
号
ニ
該
当
ス
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
免
許
ヲ
取
消
ス
ヘ
シ｣
と
定
め
、
第
四
項
に
規
定
す
る
処
分
権
者
を
、
内
務
大
臣
か
ら
台
湾
総
督
に
置
き
換
え
て
台
湾
に
適
用
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
内
務
大
臣
が
交
付
し
た
免
許
を
台
湾
総
督
が
｢
取
消｣
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
第
四
条
で
台
湾
総
督
に
内
務
大
臣
の
免
許
を
受
け
た
歯
科
医
師
に
対
す
る
医
業
停
止
処
分
権
を
付
与
し
た
の
で
あ
る
(
同
上)
。
(
)
明
治
三
九
年
五
月
法
律
第
四
八
号
｢
歯
科
医
師
法｣
『
官
報』
第
六
八
四
九
号
・
明
治
三
九
年
五
月
二
日
、
二
六
頁
。
(
)
明
治
三
九
年
五
月
法
律
第
四
七
号
｢
医
師
法｣
『
官
報』
第
六
八
四
九
号
・
明
治
三
九
年
五
月
二
日
、
二
五
頁
〜
二
六
頁
。
(
)
厚
生
省
医
務
局
編
集
『
医
制
百
年
史
(
記
述
編)』
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
七
六
年
、
七
一
頁
。
(
)
明
治
四
二
年
七
月
法
律
第
四
五
号
｢
歯
科
医
師
法
中
改
正｣
『
官
報』
第
七
八
一
八
号
・
明
治
四
二
年
七
月
一
七
日
、
三
六
一
頁
、
及
び
大
正
五
年
九
月
法
律
第
四
四
号
｢
歯
科
医
師
法
中
改
正｣
『
官
報』
第
一
二
三
四
号
・
大
正
五
年
九
月
九
日
、
一
六
一
頁
。
(
)
厚
生
省
医
務
局
編
集
『
医
制
百
年
史
(
記
述
編)』
前
掲
、
一
九
八
頁
。
(
)
大
正
五
年
九
月
法
律
第
四
四
号
｢
歯
科
医
師
法
中
改
正｣
『
官
報』
第
一
二
三
四
号
・
大
正
五
年
九
月
九
日
、
一
六
一
頁
。
(
)
大
正
五
年
九
月
内
務
省
令
第
一
一
号
｢
医
師
ノ
歯
科
専
門
標
榜
其
ノ
他
許
可
ニ
関
ス
ル
件｣
『
官
報』
第
一
二
三
四
号
・
大
正
五
年
九
月
九
日
、
一
六
二
頁
。
(
)
山
崎
佐
『
医
業
と
法
律
第
三
輯』
克
誠
堂
書
店
、
一
九
一
七
年
、
一
一
五
頁
。
(
	)
拙
稿
｢
日
本
統
治
下
台
湾
の
医
療
法
制
に
つ
い
て
―
内
地
法
制
と
の
｢
共
通
性｣
と
｢
差
異
性｣
に
着
目
し
て
―｣
前
掲
、
三
二
四
頁
。
(

)
明
治
三
二
年
七
月
律
令
第
二
一
号
｢
律
令
ノ
規
定
ニ
依
リ
本
島
ニ
適
用
セ
ラ
ル
ル
法
律
ノ
改
正
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ノ
効
力
ニ
関
ス
ル
律
令｣
『
台
湾
総
督
府
報』
第
五
六
一
号
・
明
治
三
二
年
七
月
一
六
日
、
四
二
頁
。
(
)
台
湾
歯
科
医
師
会
編
『
台
湾
歯
科
医
界
史』
前
掲
、
一
〇
一
頁
〜
一
〇
二
頁
。
(
)
同
上
、
一
〇
二
頁
〜
一
〇
五
頁
。
(
)
大
正
七
年
七
月
府
令
第
五
六
号
｢
医
師
ノ
歯
科
専
門
標
榜
其
ノ
他
ニ
関
ス
ル
件｣
(『
府
報』
、
第
一
六
〇
九
号
・
大
正
七
年
七
月
一
三
日
、
四
四
頁
〜
四
五
頁)
は
次
の
と
お
り
。
府
令
第
五
六
号
142
医
師
ノ
歯
科
専
門
標
榜
其
ノ
他
ニ
関
ス
ル
件
左
ノ
通
相
定
ム
大
正
七
年
七
月
一
三
日
台
湾
総
督
明
石
元
二
郎
第
一
条
医
師
ニ
シ
テ
歯
科
専
門
標
榜
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
ム
ト
ス
ル
者
ハ
修
業
履
歴
ヲ
具
シ
台
湾
総
督
ニ
申
請
ス
ヘ
シ
前
項
ノ
申
請
書
ニ
ハ
歯
科
学
ノ
課
程
ヲ
設
ク
ル
学
校
等
ノ
首
長
ノ
作
成
シ
タ
ル
専
ラ
歯
科
ヲ
修
学
シ
且
相
当
ノ
技
能
ヲ
有
ス
ル
旨
ノ
証
明
書
ヲ
添
附
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
第
二
条
医
師
ニ
シ
テ
歯
科
医
業
中
金
属
充
填
、

嵌
、
義
歯
、
歯
冠
継
続
及
架
工
、
歯
列
矯
正
並
口
蓋
補
綴
ノ
技
術
ニ
属
ス
ル
行
為
ヲ
為
ス
ニ
付
許
可
ヲ
受
ケ
ム
ト
ス
ル
者
亦
前
条
ニ
同
シ
附
則
本
令
ハ
大
正
七
年
八
月
一
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス
(
)
大
正
五
年
一
月
律
令
第
一
号
｢
台
湾
医
師
令｣
『
府
報』
第
九
二
五
号
・
大
正
五
年
一
月
一
三
日
、
二
四
頁
。
(
)
明
治
四
三
年
二
月
文
部
省
告
示
第
一
六
号
｢
私
立
東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校
歯
科
医
師
法
ニ
依
リ
指
定｣
『
官
報』
第
七
九
八
〇
号
・
明
治
四
三
年
二
月
一
日
、
一
頁
。
(
)
明
治
四
三
年
六
月
文
部
省
告
示
第
一
六
四
号
｢
私
立
日
本
歯
科
医
学
専
門
学
校
ヲ
歯
科
医
師
法
ニ
依
リ
指
定｣
『
官
報』
第
八
〇
八
一
号
・
明
治
四
三
年
六
月
一
日
、
二
頁
。
(
)
大
正
九
年
三
月
文
部
省
告
示
第
一
一
七
号
｢
財
団
法
人
大
阪
歯
科
医
学
専
門
学
校
歯
科
医
師
法
ニ
依
リ
指
定｣
『
官
報』
第
二
二
八
〇
号
・
大
正
九
年
三
月
一
二
日
、
二
八
〇
頁
。
(
)
大
正
一
四
年
八
月
文
部
省
告
示
第
三
一
八
号
｢
九
州
歯
科
医
学
専
門
学
校
歯
科
医
師
法
ニ
依
リ
指
定｣
『
官
報』
第
三
八
九
〇
号
・
大
正
一
四
年
八
月
一
一
日
、
二
七
二
頁
。
(
)
大
正
一
五
年
一
一
月
文
部
省
告
示
第
三
六
五
号
｢
歯
科
医
師
ニ
依
リ
東
洋
女
子
歯
科
医
学
専
門
学
校
指
定｣
『
官
報』
第
四
二
六
〇
号
・
大
正
一
五
年
一
一
月
四
日
、
一
一
二
頁
。
(
)
昭
和
二
年
三
月
文
部
省
告
示
第
五
九
号
｢
東
京
女
子
歯
科
医
学
専
門
学
校
歯
科
医
師
法
ニ
依
リ
指
定｣
『
官
報』
第
四
八
号
・
昭
和
二
年
三
月
一
日
、
三
頁
、
及
び
昭
和
九
年
五
月
文
部
省
告
示
第
一
八
六
号
｢
歯
科
医
師
法
ニ
依
リ
東
京
女
子
歯
科
医
学
専
門
学
校
指
定
中
改
正
｣
『
官
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報』
第
二
二
〇
二
号
・
昭
和
九
年
五
月
八
日
、
一
八
九
頁
。
(
)
昭
和
六
年
三
月
文
部
省
告
示
第
六
四
号
｢
京
城
歯
科
医
学
専
門
学
校
指
定｣
『
官
報』
第
一
二
五
九
号
・
昭
和
六
年
三
月
一
三
日
、
二
八
九
頁
。
(
)
昭
和
八
年
三
月
文
部
省
告
示
第
一
一
八
号
｢
東
京
高
等
歯
科
医
学
校
ヲ
歯
科
医
師
法
ニ
依
リ
指
定｣
『
官
報』
第
一
八
六
九
号
・
昭
和
八
年
三
月
二
七
日
、
七
二
三
頁
。
(
)
医
術
開
業
試
験
規
則
は
、
明
治
三
九
(
一
九
〇
六)
年
四
月
に
文
部
省
令
第
五
号
を
も
っ
て
改
正
さ
れ
、
歯
科
医
術
開
業
試
験
の
試
験
方
法
に
つ
い
て
、
歯
科
試
験
科
目
中
｢
歯
科
解
剖
及
生
理｣
、｢
歯
科
病
理
及
治
術｣
、｢
歯
科
用
薬
品｣
、｢
歯
科
用
器
械｣
を
学
説
試
験
と
し
、｢
学
説
試
験
ト
実
地
試
験
ト
ハ
分
テ
之
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
此
場
合
ニ
於
テ
ハ
学
説
試
験
ヲ
先
ニ
シ
実
地
試
験
ヲ
後
ニ
ス｣
と
改
め
ら
れ
た
(
明
治
三
九
年
四
月
文
部
省
令
第
五
号
｢
医
術
開
業
試
験
規
則
中
改
正｣
『
官
報』
第
六
八
三
六
号
・
明
治
三
九
年
四
月
一
七
日
、
五
〇
五
頁)
。
(
)
大
正
二
年
九
月
文
部
省
令
第
二
八
号
｢
歯
科
医
師
試
験
規
則｣
『
官
報』
第
三
四
四
号
・
大
正
二
年
九
月
一
九
日
、
三
七
八
頁
〜
三
七
九
頁
。
(
)
職
業
指
導
研
究
会
編
『
歯
科
医
に
な
る
に
は』
三
友
社
、
一
九
三
五
年
、
六
七
頁
〜
七
〇
頁
。
(
)
大
正
八
年
九
月
文
部
省
令
第
三
一
号
｢
歯
科
医
師
試
験
規
則
中
改
正｣
『
官
報』
第
二
一
三
七
号
・
大
正
八
年
九
月
一
七
日
、
三
五
九
頁
。
(
)
大
正
二
年
九
月
文
部
省
令
第
二
八
号
｢
歯
科
医
師
試
験
規
則｣
『
官
報』
第
三
四
四
号
・
大
正
二
年
九
月
一
九
日
、
三
七
八
頁
〜
三
七
九
頁
。
(
)
大
正
八
年
九
月
文
部
省
令
第
三
一
号
｢
歯
科
医
師
試
験
規
則
中
改
正｣
『
官
報』
第
二
一
三
七
号
・
大
正
八
年
九
月
一
七
日
、
三
五
九
頁
、
大
正
一
二
年
七
月
文
部
省
令
第
二
八
号
｢
歯
科
医
師
試
験
規
則
中
改
正｣
『
官
報』
第
三
二
八
七
号
・
大
正
一
二
年
七
月
一
四
日
、
三
四
一
頁
、
大
正
一
二
年
一
〇
月
文
部
省
令
第
四
三
号
｢
歯
科
医
師
試
験
規
則
中
改
正｣
『
官
報』
第
三
三
五
六
号
・
大
正
一
二
年
一
〇
月
二
九
日
、
四
〇
六
頁
〜
四
〇
七
頁
、
及
び
昭
和
四
年
三
月
文
部
省
令
第
一
四
号
｢
歯
科
医
師
試
験
規
則
中
改
正｣
『
官
報』
第
六
七
三
号
・
昭
和
四
年
三
月
三
〇
日
、
八
四
〇
頁
。
(
	)
大
正
七
年
七
月
府
令
第
五
五
号
｢
歯
科
医
師
免
許
ノ
資
格
ニ
関
ス
ル
件｣
『
府
報』
第
一
六
〇
九
号
・
大
正
七
年
七
月
一
三
日
、
四
四
頁
。
(

)
｢
台
湾
医
師
令
公
布
律
令
第
一
号｣
『
大
正
五
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
一
三
巻』
第
一
文
書
、
簿
冊
番
号：
〇
二
四
八
八
。
(
)
同
上
。
(
)
｢
限
地
開
業
歯
科
医
師
免
許
方
針｣
『
大
正
七
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
二
巻』
第
二
一
文
書
、
簿
冊
番
号：
〇
六
五
〇
七
。
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()
｢
限
地
開
業
医
師
及
歯
科
医
師
免
許
ノ
場
合
試
験
施
行
方
ノ
件｣
『
大
正
七
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
二
巻』
第
二
二
文
書
、
簿
冊
番
号：
〇
六
五
〇
七
。
(
)
大
正
七
年
七
月
府
令
第
五
四
号
｢
台
湾
歯
科
医
師
令
施
行
規
則｣
『
府
報』
第
一
六
〇
九
号
・
大
正
七
年
七
月
一
三
日
、
四
三
頁
〜
四
四
頁
。
(
)
｢
歯
科
医
籍
登
録｣
『
府
報』
第
一
六
九
八
号
・
大
正
七
年
一
一
月
一
七
日
、
四
三
頁
、
及
び
｢
歯
科
医
籍
登
録｣
『
府
報』
第
一
七
九
〇
号
・
大
正
八
年
三
月
二
六
日
、
五
七
頁
。
(
)
｢
歯
科
医
籍
登
録｣
『
府
報』
第
一
六
九
八
号
・
大
正
七
年
一
一
月
一
七
日
、
四
三
頁
、｢
歯
科
医
籍
登
録｣
『
府
報』
第
一
七
二
九
号
・
大
正
七
年
一
二
月
二
八
日
、
九
四
頁
、｢
歯
科
医
籍
登
録｣
『
府
報』
第
一
七
九
〇
号
・
大
正
八
年
三
月
二
六
日
、
五
七
頁
、｢
歯
科
医
籍
登
録｣
『
府
報』
第
一
八
四
五
号
・
大
正
八
年
六
月
三
〇
日
、
一
一
六
頁
、｢
歯
科
医
籍
登
録｣
『
府
報』
第
二
一
三
八
号
・
大
正
九
年
六
月
一
七
日
、
四
五
頁
〜
四
六
頁
、｢
歯
科
医
籍
登
録｣
及
び
｢
歯
科
医
籍
抹
消｣
『
府
報』
第
二
二
三
三
号
・
大
正
九
年
一
〇
月
二
八
日
、
一
一
五
頁
、｢
歯
科
医
籍
登
録｣
『
府
報』
第
二
二
三
九
号
・
大
正
九
年
一
一
月
六
日
、
一
三
頁
、｢
歯
科
医
籍
登
録｣
『
府
報』
第
二
二
四
六
号
・
大
正
九
年
一
一
月
一
四
日
、
四
六
頁
、｢
歯
科
医
籍
登
録｣
『
府
報』
第
二
二
八
一
号
・
大
正
九
年
一
二
月
二
六
日
、
一
〇
六
頁
、｢
歯
科
医
籍
登
録｣
『
府
報』
第
二
二
九
二
号
・
大
正
一
〇
年
一
月
一
五
日
、
三
七
頁
、｢
歯
科
医
籍
登
録｣
『
府
報』
第
二
三
三
八
号
・
大
正
一
〇
年
三
月
二
五
日
、
四
九
頁
、
｢
歯
科
医
籍
登
録｣
『
府
報』
第
二
三
九
三
号
・
大
正
一
〇
年
六
月
三
日
、
七
頁
、｢
歯
科
医
籍
登
録｣
及
び
｢
歯
科
医
籍
抹
消｣
『
府
報』
第
二
五
一
五
号
・
大
正
一
〇
年
一
一
月
五
日
、
八
頁
、｢
医
籍
登
録｣
『
府
報』
第
二
五
三
二
号
・
大
正
一
〇
年
一
一
月
二
九
日
、
五
二
頁
〜
五
三
頁
、
｢
歯
科
医
籍
登
録｣
及
び
｢
歯
科
医
籍
抹
消｣
『
府
報』
第
二
五
七
七
号
・
大
正
一
一
年
二
月
二
日
、
八
頁
、｢
歯
科
医
籍
登
録｣
及
び
｢
歯
科
医
籍
抹
消｣
『
府
報』
第
二
六
四
三
号
・
大
正
一
一
年
五
月
二
日
、
五
頁
、｢
歯
科
医
籍
登
録｣
『
府
報』
第
二
六
七
五
号
・
大
正
一
一
年
六
月
七
日
、
二
八
頁
、｢
歯
科
医
師
免
許
証
書
換｣
『
府
報』
第
二
六
九
五
号
・
大
正
一
一
年
七
月
二
日
、
六
頁
、｢
歯
科
医
籍
抹
消｣
及
び
｢
歯
科
医
師
免
許
証
書
換｣
『
府
報』
第
二
八
〇
〇
号
・
大
正
一
一
年
一
一
月
一
二
日
、
三
七
頁
。
(
)
大
正
一
一
年
三
月
律
令
第
一
号
｢
台
湾
歯
科
医
師
令
中
改
正｣
『
府
報』
第
二
五
九
六
号
・
大
正
一
一
年
三
月
二
日
、
七
頁
。
(
)
例
え
ば
、
黒
江
恒
雄
は
、
大
正
九
(
一
九
二
〇)
年
六
月
八
日
よ
り
大
正
一
二
(
一
九
二
三)
年
六
月
七
日
ま
で
、
嘉
義
庁
斗
六
堡
斗
六
街
に
限
り
歯
科
医
師
免
許
を
付
与
さ
れ
て
い
た
が
、
期
間
満
了
後
の
大
正
一
二
年
六
月
八
日
よ
り
大
正
一
五
(
一
九
二
六)
年
六
月
七
日
ま
で
、
同
じ
く
斗
六
街
に
限
り
、
継
続
し
て
歯
科
医
師
免
許
を
付
与
さ
れ
た
(｢
歯
科
医
籍
登
録｣
『
府
報』
第
二
一
三
八
号
・
大
正
九
年
六
月
一
七
日
、
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四
六
頁
、
及
び
｢
歯
科
医
籍
登
録｣
『
府
報』
第
二
九
六
三
号
・
大
正
一
二
年
六
月
一
〇
日
、
三
二
頁)
。
(
)
｢
歯
科
医
学
専
門
学
校
特
別
生
ニ
関
ス
ル
件｣
『
大
正
九
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
三
巻』
第
九
文
書
、
簿
冊
番
号：
〇
六
八
〇
七
。
(
)
同
上
。
(
)
同
上
。
(
)
同
上
。
(
)
大
正
二
年
一
一
月
朝
鮮
総
督
府
令
第
一
〇
一
号
｢
歯
科
医
師
規
則｣
『
官
報』
第
三
九
五
号
・
大
正
二
年
一
一
月
二
一
日
、
四
三
四
頁
。
(
)
大
正
六
年
九
月
朝
鮮
総
督
府
令
第
六
八
号
｢
歯
科
医
師
規
則
中
追
加｣
『
官
報』
第
一
五
四
九
号
・
大
正
六
年
九
月
二
九
日
、
六
六
三
頁
。
(
)
｢
歯
科
医
師
令
中
改
正
公
布｣
『
大
正
一
一
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
一
四
巻』
第
一
五
文
書
、
簿
冊
番
号：
〇
三
二
七
七
。
(
)
｢
歯
科
医
師
令
中
改
正
公
布｣
『
大
正
一
一
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
一
四
巻』
第
一
五
文
書
、
簿
冊
番
号：
〇
三
二
七
七
、
及
び
｢
台
湾
歯
科
医
師
令
中
改
正
律
令
案｣
『
公
文
類
聚』
第
四
六
編
・
大
正
一
一
年
・
第
二
七
巻
、
請
求
番
号：
類
〇
一
四
五
〇
一
〇
〇
。
(
	)
同
上
。
(

)
｢
歯
科
医
師
令
中
改
正
公
布｣
『
大
正
一
一
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
一
四
巻』
第
一
五
文
書
、
簿
冊
番
号：
〇
三
二
七
七
。
(
)
同
上
。
(
)
同
上
。
(
)
同
上
。
(
)
台
湾
教
育
会
編
『
台
湾
教
育
沿
革
誌』
該
会
、
一
九
三
九
年
、
七
七
〇
頁
〜
七
七
一
頁
。
(
)
｢
歯
科
医
師
令
中
改
正
公
布｣
『
大
正
一
一
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
一
四
巻』
第
一
五
文
書
、
簿
冊
番
号：
〇
三
二
七
七
。
(
)
明
治
二
九
年
三
月
法
律
第
六
三
号
｢
台
湾
ニ
施
行
ス
ヘ
キ
法
令
ニ
関
ス
ル
法
律｣
『
官
報』
第
三
八
二
三
号
・
明
治
二
九
年
三
月
三
一
日
、
四
八
九
頁
。
(
)
外
務
省
編
『
外
地
法
制
誌
第
二
巻』
文
生
書
院
、
一
九
九
〇
年
、
四
五
頁
〜
八
二
頁
。
(
)
同
上
、
四
一
頁
〜
四
二
頁
・
四
五
頁
。
(
)
檜
山
幸
夫
｢
台
湾
総
督
の
律
令
制
定
権
と
外
地
統
治
論
―
｢
匪
徒
刑
罰
令｣
の
制
定
と
｢
台
湾
総
督
府
臨
時
法
院
条
例
改
正｣
を
例
と
し
て
―｣
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中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
台
湾
史
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
台
湾
総
督
府
の
統
治
政
策』
中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
、
二
〇
一
八
年
、
六
頁
。
(
)
明
治
四
三
年
九
月
勅
令
第
三
五
四
号
｢
朝
鮮
総
督
府
官
制｣
『
官
報』
号
外
・
明
治
四
三
年
九
月
三
〇
日
、
一
頁
。
(
)
明
治
二
三
年
九
月
法
律
第
八
四
号
｢
命
令
ノ
条
項
違
犯
ニ
関
ス
ル
罰
則
ノ
件｣
『
官
報』
号
外
・
明
治
二
三
年
九
月
一
八
日
、
頁
数
な
し
。
(
)
美
濃
部
達
吉
『
憲
法
撮
要』
改
訂
第
五
版
、
有
斐
閣
、
一
九
三
二
年
、
二
〇
一
頁
。
(
)
明
治
三
〇
年
一
〇
月
勅
令
第
三
六
二
号
｢
台
湾
総
督
府
官
制｣
『
官
報』
第
四
二
九
三
号
・
明
治
三
〇
年
一
〇
月
二
一
日
、
二
八
五
頁
。
(
)
｢
歯
科
医
師
令
中
改
正
公
布｣
『
大
正
一
一
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
一
四
巻』
第
一
五
文
書
、
簿
冊
番
号：
03277
。
(
)
大
正
一
〇
年
二
月
朝
鮮
総
督
府
令
第
二
六
号
｢
歯
科
医
師
規
則
中
改
正｣
『
官
報』
第
二
六
五
三
号
・
大
正
一
〇
年
六
月
六
日
、
一
三
四
頁
。
こ
の
ほ
か
、
歯
科
医
師
資
格
を
定
め
る
第
一
条
に
関
し
て
、
朝
鮮
総
督
府
は
、
大
正
一
三
(
一
九
二
四)
年
九
月
に
歯
科
医
師
規
則
｢
第
一
条
ノ
二｣
と
し
て
医
師
に
よ
る
歯
科
専
門
標
榜
と
歯
科
医
業
中
金
属
充
填
等
の
技
術
に
属
す
る
行
為
に
つ
い
て
朝
鮮
総
督
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
追
加
し
て
い
る
(
大
正
一
三
年
九
月
朝
鮮
総
督
府
令
第
五
二
号
｢
歯
科
医
師
規
則
中
改
正｣
『
官
報』
第
三
六
六
七
号
・
大
正
一
三
年
一
月
一
二
日
、
二
七
七
頁)
。
(
)
大
正
一
〇
年
二
月
朝
鮮
総
督
府
令
第
二
七
号
｢
歯
科
医
師
試
験
規
則｣
『
官
報』
第
二
六
五
三
号
・
大
正
一
〇
年
六
月
六
日
、
一
三
四
頁
。
た
だ
、
朝
鮮
に
お
け
る
歯
科
医
師
試
験
受
験
資
格
は
、
昭
和
九
(
一
九
三
四)
年
一
一
月
に
内
地
の
歯
科
医
師
試
験
と
同
程
度
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
(
昭
和
九
年
一
一
月
朝
鮮
総
督
府
令
第
一
一
〇
号
｢
歯
科
医
師
試
験
規
則
中
改
正｣
『
官
報』
第
二
三
八
二
号
・
昭
和
九
年
一
二
月
八
日
、
二
二
二
頁)
。
(
)
大
正
一
〇
年
七
月
朝
鮮
総
督
府
告
示
第
一
三
七
号
｢
歯
科
医
師
試
験
施
行
ニ
付
願
書
、
添
附
書
類
及
写
真
提
出
方｣
『
官
報』
第
二
六
九
五
号
・
大
正
一
〇
年
七
月
二
五
日
、
七
一
〇
頁
。
(
	)
朝
鮮
総
督
府
告
示
第
二
五
号
｢
京
城
歯
科
医
学
専
門
学
校
設
置
開
校｣
『
官
報』
第
六
四
八
号
・
昭
和
四
年
二
月
二
八
日
、
六
八
二
頁
。
(

)
昭
和
五
年
一
月
朝
鮮
総
督
府
告
示
第
一
二
号
｢
京
城
歯
科
医
学
専
門
学
校
指
定｣
『
官
報』
第
九
七
一
号
・
昭
和
五
年
三
月
二
八
日
、
七
八
一
頁
。
(
)
昭
和
六
年
三
月
文
部
省
告
示
第
六
四
号
｢
京
城
歯
科
医
学
専
門
学
校
指
定｣
『
官
報』
第
一
二
五
九
号
・
昭
和
六
年
三
月
一
三
日
、
二
八
九
頁
。
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()
『
台
湾
総
督
府
第
一
八
統
計
書』
台
湾
総
督
官
房
統
計
課
、
一
九
一
五
年
、
五
八
二
頁
〜
五
八
三
頁
。
(
)
『
台
湾
総
督
府
第
二
五
統
計
書』
台
湾
総
督
官
房
調
査
課
、
一
九
二
三
年
、
五
二
四
頁
〜
五
二
五
頁
。
第
二
五
統
計
書
で
は｢
開
業
歯
科
医
師｣
の
項
目
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、『
台
湾
総
督
府
第
二
八
統
計
書』
(
台
湾
総
督
官
房
調
査
課
、
一
九
二
六
年)
よ
り｢
開
業
歯
科
医
師｣
の
枠
内
に
外
数
と
し
て
｢
官
庁
奉
職
歯
科
医｣
(
官
立
医
院
等
に
勤
務
す
る
歯
科
医)
が
載
せ
ら
れ
、『
台
湾
総
督
府
第
三
五
統
計
書』
以
降
は
、
｢
官
庁
奉
職｣
と
｢
開
業｣
が
別
々
の
枠
で
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
(『
台
湾
総
督
府
第
二
八
統
計
書』
台
湾
総
督
官
房
調
査
課
、
一
九
二
六
年
、
五
三
四
頁
〜
五
三
五
頁
、
及
び
『
台
湾
総
督
府
第
三
五
統
計
書』
台
湾
総
督
官
房
調
査
課
、
一
九
三
三
年
、
六
〇
〇
頁
〜
六
〇
一
頁)
。
(
)
呉
文
星
『
日
治
時
期
台
湾
的
社
会
領
導
階
層』
前
掲
、
九
二
頁
〜
九
五
頁
・
一
〇
四
頁
〜
一
〇
九
頁
。
(
)
｢
台
湾
歯
科
医
師
会
請
願
書
提
出
長
官
に
面
接
陳
情｣
『
台
湾
日
日
新
報』
大
正
一
四
年
八
月
三
日
、
朝
刊
、
三
頁
。
(
)
『(
昭
和
五
年)
台
湾
総
督
府
事
務
成
績
提
要』
第
三
六
編
、
台
湾
総
督
府
、
一
九
三
九
年
、
六
五
三
頁
。
(
)
大
正
七
年
七
月
府
令
第
五
六
号
｢
医
師
ノ
歯
科
専
門
標
榜
其
ノ
他
ニ
関
ス
ル
件｣
『
府
報』
第
一
六
〇
九
号
・
大
正
七
年
七
月
一
三
日
、
四
四
頁
〜
四
五
頁
、
及
び
｢
歯
科
医
専
門
標
榜
許
可
(
高
敬
遠)｣
『
大
正
八
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
三
巻』
第
五
文
書
、
簿
冊
番
号：
〇
六
六
六
七
。
(
)
『
台
湾
総
督
府
第
三
四
統
計
書』
台
湾
総
督
官
房
調
査
課
、
一
九
三
二
年
、
五
八
八
頁
〜
五
八
九
頁
、『
台
湾
総
督
府
第
三
九
統
計
書』
台
湾
総
督
官
房
調
査
課
、
一
九
三
七
年
、
六
四
二
頁
〜
六
四
三
頁
、
及
び
内
閣
統
計
局
編
纂
『
第
五
四
回
日
本
帝
国
統
計
年
鑑』
該
局
、
一
九
三
五
年
、
一
八
頁
。
(
)
丸
山
芳
登
編
『
日
本
領
時
代
に
遺
し
た
台
湾
の
医
事
衛
生
業
績』
丸
山
芳
登
、
一
九
五
七
年
、
自
序
・
一
一
二
頁
。
(
	)
｢
も
ぐ
り
歯
科
医
罰
金
二
〇
円｣
『
台
湾
日
日
新
報』
大
正
一
一
年
八
月
三
〇
日
、
日
刊
、
七
頁
、｢
偽
歯
科
医
跋
扈｣
『
台
湾
日
日
新
報』
大
正
一
五
年
五
月
四
日
、
朝
刊
、
五
頁
、｢
無
免
許
の
歯
科
医
患
者
を
殺
す｣
『
台
湾
日
日
新
報』
昭
和
二
年
八
月
九
日
、
朝
刊
、
五
頁
｢
無
免
許
歯
科
医
九
名
受
検
挙｣
『
台
湾
日
日
新
報』
昭
和
三
年
八
月
一
七
日
、
夕
刊
、
四
頁
、｢
無
免
許
歯
科
医
罰
金
百
円｣
『
台
湾
日
日
新
報』
昭
和
五
年
九
月
一
九
日
、
夕
刊
、
二
頁
、｢
偽
せ
歯
科
医
捕
は
る｣
『
台
湾
日
日
新
報』
昭
和
一
〇
年
七
月
七
日
、
朝
刊
、
九
頁
、｢
無
免
許
歯
科
医
新
竹
署
で
検
挙｣
『
台
湾
日
日
新
報』
昭
和
一
一
年
五
月
一
五
日
、
朝
刊
、
七
頁
。
(

)
｢
台
湾
歯
科
医
師
会
モ
グ
リ
の
退
治
を
始
む｣
『
台
衛
新
報』
昭
和
一
〇
年
三
月
一
日
、
八
頁
。
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